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つくば市は,昭和38年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて

以来,我国最大のサイエンスシティとして,国や民間の研究機関をこ

こに集中的に誘致し, 日本の科学技術の研究開発の核として整備拡充

が日々進められております。近年,茨城県では,こ こに集積された発

展エネルギーを,広域つくば圏に拡大して,県勢の発展を図ることを

目的にする『グレーターつくば構想』が進められております。

その一環として,住宅・都市整備公団は柴崎地区に職,住が近接す

る『テクノパーク桜』の建設を進めており,その予定地内に,埋蔵文

化財包蔵地である柴崎遺跡が所在 しております。

財団法人茨城県教育財団は,住宅・都市整備公団と埋蔵文化財発掘

調査事業について委託契約を結び,昭和62年 4月 から平成 2年 3月 ま

での 3年間にわたり,発掘調査を実施してまいりました。その成果は,

既に「研究学園都市計画柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報

告書 (I)(柴崎遺跡 I・ Ⅱ-1区 )」 ,「同 (1)(柴崎遺跡Ⅱ区・

中塚遺跡 )」 として刊行致しました。

本書は,平成元年度に調査を行った柴崎遺跡のⅢ区に関する報告書

であります。本書が,研究の資料としてはもとより,郷上の歴史への

理解を深め,ひいては,教育,文化の向上の一助として,広 く活用さ

れることを希望いたします。

なお,発掘調査から報告書の刊行に至るまで,委託者である住宅 。

都市整備公団,茨城県教育委員会,つ くば市教育委員会をはじめ,関

係機関及び関係各位から御指導,御協力を賜 りましたことに対し,哀

心より感謝の意を表します。

平成 4年 3月       ´

財団法人 茨城県教育財団
理 事 長 磯 田   勇
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1 本書は,平成元年度に住宅・都市整備公団の委託により,財団法人茨城県教育財団が発掘調

査を実施 した,茨城県つ くば市 (旧桜村 )大字柴崎字小田海道114-1番 地ほかに所在する柴崎

遺跡Ⅲ区の発掘調査報告書である。

2 柴崎遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は,次のとおりである。

平成 2年度初めの組織改正により,従来の調査課 (企画管理班,調査第一・二 。三班,整理

班 )は埋蔵文化財部となり,その下に企画管理課,調査課,整理課をおき,調査課には,調査

第一・二・三の三つの班をおくこととなった。
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3 本書に使用した記号については,第4章第1節の遺構,遺物の記載方法の項を参照されたい。
4 発掘調査に際し,神奈川県鎌倉市鎌倉考古学研究所の斉木秀雄氏に御指導をいただいた。
5 金鋼製品の保存処理についてはぅ東京国立文化財研究所修復技術部第三修復技術研究室室長
青木繁夫氏,技術補佐員大竹和氏に依頼し,保存処理結果の報告をいただ

―
いた。

C 発掘調査及び整理に際して|,御指導,御協力を賜った関係機関,並びに関係各位に対し,深
く感謝の意を表します。
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

茨城県つ くば市付近は,筑波研究学園都市建設以前は水日が散在し,野菜,落花生及び葉たば

こなどが栽培されている畑と平地林地帯であった。この緑豊かな田園地帯に「研究学園都市」の

建設が昭和40年代初めから進められ,現在は研究,教育機関と関連する高層ビルが林立し,そ こ

で働く人々の住宅団地も造成されて,つ くば市は国際的頭脳都市として大きく生まれ変わろうと

している。

つくば市は,昭和62年 11月 ,新治郡桜村,筑波郡谷田部町,豊里町および大穂町の 4町村が合

併して誕生 した市で,昭和63年 1月 には筑波郡筑波町が合併し,県南最大の都市となっている。

柴崎遺跡は,つ くば市の中央部東側に,桜地区が所在し,旧桜村当局は,昭和50年 3月 柴崎地

区における工業団地造成計画をまとめ,昭和56年 8月 に計画を茨城県に提出した。翌57年 ,旧桜

村教育委員会は将来の開発に備えて,開発予定地内における埋蔵文化財の分布調査を筑波大学に

依頼し実施 した。同年11月 村当局は,住宅 。都市整備公団に工業団地造成について協力を依頼 し

た。これを受けて公団は,昭和59年 4月 茨城県教育委員会に開発予定地内における埋蔵文化財の

有無について照会した。これに対して茨城県教育委員会は,同年 5月 に独自に分布調査を実施し,

その結果,埋蔵文化財の存在を確認し,その旨,住宅 と都市整備公団に回答した。開発計画が具

体化した昭和61年 12月 ,住宅・都市整備公団から茨城県教育委員会に,開発エリア内における埋

蔵文化財包蔵地の範囲についての確認があり,爽城県教育委員会は,直ちに試掘調査を実施して

遺跡の範囲を確認し,住宅 。都市整備公団に回答した。

その結果,茨城県教育委員会,旧桜村教育委員会及び住宅・都市整備公回の三者で埋蔵文化財

の取り扱いについて協議を重ね,現状保存が困難なため記録保存の処置をとることで一致した。

昭和62年 2月 ,爽城県教育委員会は住宅・都市整備公団に,埋蔵文化財の調査機関として財団法

人茨城県教育財団を紹介した。同年 3月 ,住宅 。都市整備公団から茨城県教育財団に,柴崎遺跡

の発掘調査の依頼があり,茨城県教育財団は住宅・都市整備公団と柴崎遺跡発掘調査について打

ち合わせを行い,昭和62年 4月 1日 柴崎遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託契約を結び,同年 4月

から柴崎 I区 とⅡ区の一部の調査を,翌昭和63年 4月 からは柴崎遺跡Ⅱ区と中塚遺跡の調査を行

い,さ らに,平成元年度には柴崎遺跡Ⅲ区の調査を実施することとなった。
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第 2節 調査経過

柴崎遺跡は, I～ Ⅲ区に分かれ,昭和62年 4月 から平成 2年 3月 にまたがって調査を行った。

I区 とⅢ区の境界付近には鹿鳥神社があり,その社域は保存地区となっている。遺跡全体から

みると, I区は神社の西側, Ⅲ区は北側,Ⅲ 区は東側で,既に,I区 (17,441m2)と Ⅱ区 (33,117
m2)については,昭和62年 ,63年度に調査を行い,その成果は,平成元年度に「研究学園都市計
画柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (I)柴崎遺跡 I・ Ⅲ-1区」を,平成 2年
に「同 (Ⅲ )柴崎遺跡Ⅱ区 。中塚遺跡」として刊行している。

本記述は,柴崎遺跡Ⅲ区(31,523m2)に ついて平成元年度に調査を実施した調査経過の概要で

ある。

(平成元年 )

4月  発掘調査を開始するための諸準備を行い,倉庫及び休憩所を設置し,試掘調査を開始 し
た。

5月   前月に引き続き,試掘調査を実施した結果,竪穴住居跡,溝ととらえられる落ち込みや
土師器,須恵器の破片が確認できた。調査の能率をあげるため,重機を導入して表土除去

を進めた。

6月   重機による表土除去を続けると同時に,遺構確認作業を実施し,上旬から,竪穴住居跡
の調査を開始した。調査は,調査区のほぼ北西部から始め,下旬までに約10軒の竪穴住居

跡の調査を行った。

7月   竪穴住居跡の調査とともに土坑,井戸,溝の調査を進めた。
8月  竪穴住居跡の調査は,小竪穴住居が多く,遺物の出土も少ないため,順調で40軒 まで進
んだ。

9月   竪穴住居跡の調査を行うとともに,溝の調査を進め,約20条の調査を終了した。
10月   これまで調査 してきた竪穴住居跡,土坑,溝,井戸の調査と併せて,50軒 までの竪穴住
居跡の調査を進めた。

11月   竪穴住居跡の調査は,60軒 まで進み,遺構の写真撮影を行った。
12月  竪穴住居跡と溝の調査を継続して進めた。

(平成 2年 )

1月   5日 から,調査を開始し,鹿島神社の北側と東側の一部の地区の表土除去を行い遺構確
認を行った。竪穴住居跡の調査は,70軒 まで進み,井戸・溝の掘り込みを進めながら,既
に掘 り込みの終了した遺構の測量,写真撮影を進めた。

2月   竪穴住居跡,井戸,溝等の調査を進めた。これまでに調査した柴崎遺跡内の遺構,遺物
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の性格を明確にとらえるために,神奈川県鎌倉市鎌倉考古学研究所の斉木秀雄氏を講師と

して招聘し,「小竪穴遺構」についての班内研修会を実施した。

3月  検出された遺構の調査もほぼ終了し, 3日 には現地説明会を行った。調査した遺構の総

数は,竪穴住居跡43軒,小竪穴遺構42基,滞38条,掘立柱建物跡 3棟,井戸 6基,土坑37

基である。中旬に遺跡の航空写真撮影を行い,こ れまでに作成した図面類の点検,修正 ,

遺物の洗浄及び注記等を実施し,24日 に一切の調査を終了した。
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

柴崎遺跡は,つ くば市大字柴崎宇小田海道114-11よ かに所在し,常磐自動車道・桜土浦インタ

ーチェンジの北々西約 7 kmの地点に位置している。

遺跡の所在するつくば市は,昭和62年 11月 に,谷田部町,桜村,豊里町及び大穂町の 4町村が

合併した茨城県で最も新しい市で,63年 1月 には筑波町も編入された。市域は,東西約14km,南

北約25km,面積約259.5km 2,人 口145,663人 (平成 3年 5月 1日 現在)を擁している。東は土浦市

・新治村,西は下妻市・水海道市・千代川村及び石下町,南は茎崎町・伊奈村及び谷原村,北は

人郷町・真壁町及び明野町と境を接している。

柴崎遺跡の調査は,62年 4月 に開始したが,当初は「桜村」に所在した遺跡であった。こうい

った事1晴から,旧桜村を筑波市の「桜地区」と呼称して記述することにする。

つくば市は茨城県の南西部に位置し,東には霞ケ浦,北には紫峰筑波山を仰ぎ見る風光明媚な

地域である。この付近は小貝川と桜川の間に展開する平坦な台地で,筑波・稲敷台地と呼ばれ,

台地上は畑地や平地林となっている。

また,両河川の流域は水田として利用されており, 自然に恵まれた土地で市の産業は,昔から

農業が中心であったが,昭和40年代から始まった筑波研究学園都市の建設により,大 きな変貌を

遂げつつある。現在は学園都市の中心部はほぼ完成し,周辺地域の開発,整備が着々と進みつつ

ある。

つくば市の桜地区は,土浦市・新治村に接 し,市の南東部に位置している。桜地区には,霞ケ

浦に流入する花室川が学園東大通りに沿うように南東に流下し,桜地区の東部新治村との境には

桜川が南東に向かって流下している。両河川の間には,標高20～ 30mの平坦な台地が北西から南

東へ舌状に延びている。

柴崎遺跡は,こ の舌状の台地南西側が花室川の沖積地に向かってなだらかに傾斜している標高

25mほ どの台地に所在している。現況は,山林,畑であり,遺跡と花室川との比高は 1～ 2mを

測る。花室川の沖積低地は水田となっている。

-5-



第 2節 歴史的環境

つくば市桜地区内の遺跡は,桜川右岸台地縁辺部とその流域に開けた畑地に数多く存在してお

り,こ れまでの桜地区内での遺跡分布調査の結果,先土器時代の遺跡は確認されず,縄文時代以

降の遺跡が比較的多く認められている。

縄文時代の遺跡は,桜地区内で13か所確認されており,こ れらの中で周知の遺跡として,旭台

貝塚<12>,下広岡遺跡<37>がある。旭台貝塚は,桜地区内における唯―の貝塚で,桜村史に

よると貝層は30～ 40cmの厚さに堆積し,ア カニシ,ハマグリ及びヤマトシジミ等で構成されてい

る。また,下広岡遺跡は,花室川の右岸にあり,常磐自動車道桜インターチェンジの建設に伴い,

茨城県教育財団が昭和53年度から54年度にかけて調査を実施した遺跡である。その結果,中期の

竪穴住居跡や,袋状土坑等が検出され,桜地区内での当該期の大集落跡であったことが窺える遺

跡である。さらに,下広岡遺跡と同時期に営まれた遺跡では,台坪オ十朗遺跡<3>,天 神遺跡

<8>大 角豆遺跡<35>及 び下大角豆遺跡<21>な どがあり,いずれも,縄文時代中期前葉の阿

玉台式期から後葉の加曽利 E式期に集落が形成されたものと考えられる。後期から晩期にかけて

は,前述した旭台貝塚,西坪 B遺跡<14>,花室遺跡<26>な どが確認されているが,いずれも,

遺物の散布がみられる程度である。

弥生時代の遺跡は,古来遺跡<30>,西坪遺跡<23>が低地にみられ,台地上には,縄文時代

と複合する花室遺跡,大角豆遺跡等が確認されているが,こ れらの遺跡はいずれも弥生式土器片

が散布しているにすぎない。

古墳時代の遺跡は,桜川流域の水田地帯をみおろす舌状台地端部に確認され,古墳は台地上や

低地部にも築造されている。全長80m,後円部径50m,高 さ8m,前方部の長さ30m,高 さ2m

の規模をもつ前方後円墳の天神塚古墳<7>や ,さ らに,全長75mを 測り,直刀が出土した金田

古墳<18>,全長45mの鹿島様古墳等 3基の前方後円墳が存在し,それぞれの背後に,円墳を有

して古墳群が形成されている。また,低地にも全長65mと 50mの規模をもつ前方後円墳 2基 と円

墳 1基を有する松塚古墳群があり,さ らに, とりおい塚古墳,前方後円墳と思われる古塚古墳等

がある。その他,上境の滝の台古墳群,西坪台古墳群,稲荷山古墳及び千現塚古墳等多くの古墳

や古墳群がみられ,当該期の集落跡や伍蔵地も多く,縄文時代と複合する大山遺跡<6>や 天神
くらかけ                    かわらけ ,            みょうじた  もん

遺跡,弥生時代と複合する倉掛遺跡<35>,その他,土器屋遺跡<17>,明神の問遺跡<31>及

び沼向遺跡<1>等 がある。

奈良・平安時代の遺跡は,布 目瓦が出上した九重廃寺<16>,河内郡衛の倉庫群とみられる西

坪遺跡の建築跡 (総柱の掘立柱建物跡)と ,それと関連の深いと思われる本田条里跡がある。さ

らに,本田条里跡の南には,五佐山の下の大池を基点に丘陵沿いに正しく東と北に築堤し,東西
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九里,南北四条にくぎった長方形状の36坪に構成された上ノ室条里跡もみられたが,現在は,両

条里跡とも湮滅している。

中世以降の遺跡としては,城館跡が確認され,小田氏との関連が深い金田城跡,花室城跡,上

ノ室城跡等がある。

※文中の<>の番号は,表 1,第図中の該当番号と同じである。

参考文献

(1)桜村教育委員会  「桜村史 上巻」 1982年

(2)茨城県教育委員会  「茨城県遺跡地図」 1987年

(3)茨城県教育財団  「下広岡遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告X 1981年

は)桜村教育委員会  「柴崎地区埋蔵文化財分布調査報告書」 1987年

表 1 柴崎遺跡周辺遺跡地名

図中

番号
遺  構  名

時 代 図中

番号
遺  構  名

時 代

縄文 弥生 古墳 奈・平以降 縄文 弥生 古墳 奈・平以И

1 沼 向 遺 跡 O 河 内 郡 衛 跡 ○

古 塚 古 墳 ○ 西 坪 遺 跡 O

台坪才十朗遺跡 ○ 本 田 遺 跡 O

愛 宕 塚 古 墳 ○ 松 塚 古 墳 群 ○

十 日塚 古 墳 ○ 花 室 遺 跡 ○ ○

大 山 遺 跡 ○ ○ 花 室 城 跡 O
天 神 塚 古 墳 ○ 上ノ室条里跡 ○

天 神 遺 跡 ○ ○ 上 ノ 室 城 跡 ○

柴 崎 遺 跡 ○ ○ 古 来 遺 跡 ○

滝の台古墳群 O 明神の問遺跡 ○

1 どんどん塚古墳 ○ 大 日塚 古 墳 ○

旭 台 貝 塚 ○ 東 古 墳 群 ○

中 根 遺 跡 ○ 鹿 島 様 古 墳 ○

西 坪 B遺 跡 ○ 倉 掛 遺 跡 ○

とりおい塚古墳 ○ 大 角 豆 遺 跡 ○

九 重 廃 寺 跡 ○ 千 現 塚 古 墳 ○

土 器 屋 遺 跡 ○ 下 広 岡 遺 跡 O

金 田 古 墳 ○ 中 塚 遺 跡 ○ ○ ○

金 田 城 跡 ○ 古 来 館 跡 O

横 町 古 墳 群 ○ 稲荷前古墳群 O

下大角豆遺跡 ○
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第 1図 桜地区遺跡分布図
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第 3章 調 査 方 法

第 1節 地区設定

柴崎遺跡の発掘調査を実施するにあたり,

遺跡及び遺構の位置を明確にするために調  A

査区を設定 した。

調査区の設定は, 日本平面直角座標第Ⅸ

系, X軸 (南北)+12,000m,Y軸 (東西 )

+25,280mの交点を基準点として,40m tt  B

方の大調査区に分割し,さ らに,大調査区

内を4m四方の小調査区に細分割した。調

査区の名称は,ア ルファベットと算用数字  c
を用い,大調査区において北から南へA,

B, C………西から東へ 1, 2, 3-… …とし,

「Al区」,「 B2区」のように呼称した。

第 3図 小調査区呼称方法概念図

北大調査区内の小調査区は北から南へ a, b, c…… j,西から東へ 1,2,3・・~・ 0と し,小調査

区の名称は,大調査区の名称を冠 し,「 Alal」 「 B2e2」 のように呼称 した。

第 2節 基本層序の検討

柴崎遺跡Ⅲ区の土層堆積状況は,基本的

にI区 と同じである。遺跡の基本層序は,

右図 (第 4図 )の地層断面図のとおり: 7

層に分類できる。

第 1層 は,30～ 40cmの厚さを有する耕作

土である。

第 2層 は,30～ 40cmの厚さを有する,耕

作土を含む明褐色土である。

第 3層 は,30cmの厚さを有するソフトロ

ームの漸移層の明黄褐色土である。

第 4層 は,30cmの厚さを有し,層中にブラ

23.6m  ――

22.6   -―

21.6   -

第 4図 基本上層図

ックバンドが認められ,
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ローム層である。

第 5層 は,30～ 35cHlの厚さを有し,粘土が混じる明黄褐色土である。

第 6層 は, 6～ 10cmの厚さを有する黄灰色の粘土層である。

第 7層 は,青灰色の粘土層である。

遺跡の立地する台地は,小さな支谷が 2か所に入り込み,表土から1.5～ 1.8mで粘土層になる。

土層は比較的薄い地域であり,表土から1.5mで涌き水が確認される。台地上は比較的平坦であ

るが,中央部が若干高く,周辺部はなだらかに傾斜している。台地は畑,低地は水田として利用

され,畑地と水田では 1～ 2mの高低差がある。当遺跡の遺構は,第 2層の上面で確認されてお

り,竪穴式住居跡は,第 2層から第 3層 を掘り込み,井戸は第 7層の粘土層まで掘り込まれている。

第 3節 遺構確認
遺構の確認は,調査面積の 8分の 1にあたる小調査区を発掘する方法により実施した。その結

果は,土師器や須恵器の破片とともに,住居跡や溝と思われる落ち込みが確認され,表上の厚さ

は30～ 60cmで あることも判明した。この試掘結果をふまえ,遺跡全面の表土除去をすることにし

た。表土除去には重機を利用したが,鹿島神社周辺の一部の地区について,地権者による立木の

伐採が遅れたために, 2回 に分けて実施した。重機で除去したあとを追うように,人力による遺

構確認を行い,住居跡(84軒 )や溝(38条 ),井戸(6基 )等 を確認した。遺跡の中央都はやや高く,

周辺部は低くなるが,こ の低い部分はローム層がほとんどなく,粘土質の褐色土が堆積していた。

第 4節 遺構調査
住居跡の調査は,土層観察用ベルトを十文字に設定して掘 り込む四分割法を原則とした。分割

した地区の表記は,北東部を 1区 とし,以下時計回りに 2, 3, 4区 とした。平面プランが明確

でないものや,覆上がほとんどなくベルト設定が困難な住居跡については,南北あるいは東西に

三分害Jした。この場合は,北側あるいは東側を 1区 とし,他方を2区 とした。土坑については,

長軸方向に三分割し,地区名は住居跡の表記に準じた。掘立柱建物跡については,柱痕跡あるい

は柱掘り方が一直線に連続するようなラインを設定し,こ のラインに沿って三分割して掘り込ん

だ。井戸及び地下式壊については,土抗のそれに準じた。溝については掘り込まれている方向が

様々であるため,適宜土層観察ベルトを設定して掘り込みを実施した。

土層については,色調,含有物,締まり具合及び粘土等を分類した。色調の決定にあたっては,

「新版標準土色帖」 (小山正忠,竹原秀雄著 日本色研事業株式会社)を使用した。遺物の取り
上げは,出土位置,遺物番号及びレベルを図面あるいは台帳に記録した。遺構の観察は,埋上の

堆積状況,床面,壁 ,柱穴及び竃等について留意した。遺構の実測については,平面図は水糸を

lm方眼に地張りして計測し,土層及び遺構断面図は水糸を適度なレベルに水平に張り,計測し

た。遺構番号は,調査した順に番号を付した。

-12-



第 4章 遺構と遺物

第 1節 遺跡の概要 と遺構及び遺物の記載方法

1 遺跡の概要
柴崎遺跡は,花室川の小支谷に面した標高24～ 25mの台地上に立地し,現況は畑地となってい

る。遺跡をI区からⅢ区に区画して,昭和62年度から平成元年度にかけて調査を実施した。昭和

62年度調査の I区からは,竪穴住居跡112軒,土坑 5基,掘立柱建物跡 1棟,地下式媛 4基 ,井戸

8基,溝 8条が検出されている。昭和63年度調査のⅡ区からは,竪穴住居跡146軒 ,土坑18基,地

下式墳 4基 ,井戸 8基,溝 6条が検出されている。これらの調査成果については,それぞれ報告

書第54集,同第63集に収録してある。本書は平成元年度調査のⅢ区から検出された遺構・遺物に

ついて収録した。

平成元年度に調査したⅢ区は,南北に約450m,東西に約570m,面積31,418m2で ぁり,古墳時

代後期から,奈良 。平安時代にかけての遺跡である。今回の調査によって検出された遺構は,古

墳時代後期の竪穴住居跡12軒及び奈良 。平安時代の竪穴住居跡72軒 ,奈良・平安時代の掘立柱建

物跡 3棟,地下式媛 2基,土坑18基,溝29条及び井戸 6基である。

古墳時代の竪穴住居跡は,調査区全域から検出されており,すべてに竃が付設されている。

奈良・平安時代の竪穴住居跡は,古墳時代の竪穴住居跡同様調査区の全域から検出されており,

宅は住居の北側に付設されているものがほとんどである。

溝は38条検出され,いずれも奈良時代以降に構築された溝と考えられる。

遺物は,遺物収納コンテナ (60× 40× 20cm)で 60箱程出土している。古墳時代の遺物は,土師

器の杯,鉢,菱,甑,高杯を主に,須恵器の不,提瓶などが出土している。奈良・平安時代の遺

物は,上師器の杯,甕,高台付郭,皿,甑,須恵器の杯,高台付杯,盤,高杯,蓋,奏 ,甑,壷

等が多量に出土している。上製品では,支脚,紡錘車,石製品では,管玉,砥石,紡錘車等,鉄

製品では,刀子,鎌等が出上している。その他,金銅製の鈴が出土している。

2 遺構・遺物の記載方法
本書における遺構及び遺物の記載方法は,以下のとおりである。

(1)使用記号

遺構                         遺物

名 称 住居跡 掘立柱建物跡 土 坑 溝 ピット

記 号 SI SB SK SD Pl

遺物

土 器 土製品 石 器 金属製品

P DP Q M
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(2)遺構及び遺物の実測図中の表示

J圏
帥 縦 上

期  
離

趨

難 療 同

圏

純 離 疲

硼

E 石器・ 石製品          ☆  金属製品● 土器 o 上製品

(3)遺構番号

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別毎,調査順に付 したが,整理の段階

(4)で量暮云鼻撞
と判断し←ものは欠番と

|し

た。

土層観察における色相の判定は,「新版標準土色帖」 (小山正忠・竹原秀雄編著 。日本色

研事業株式会社)を使用し,図版実測図中に記載した。攪乱層については「K」 と表記した。

(5)遺構実測図の作成方法と掲載方法

① 各遺構の実測図は,縮尺20分の1の原図を浄書して版組し,それをさらに3分の1に縮

小して掲載することを基本とした。

② 溝は,縮尺100分の 1の原図を浄書して版組し,それをさらに2分の 1に縮小して掲載し

た。

③ 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。また同一図中で同一標高の場合に

限り,一つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

④ 本文中の記載について                     ,

○「位置」は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

○「重複関係」は,他の遺構との切り合い関係を記した。

○「平面形」は,壁の上端部で判断し,方形,長方形の場合は下記の分類基準を設け,その

いずれかを明記した。

方形  (短軸 :長軸=1:1.1未満のもの)

○「規模」は,壁の上端部の計測値であり,長軸 (径 )短軸をm単位で表記した。

○「主軸方向」は,炉または電をとおる線を主軸とし,その主軸が座標北からみて, どの方

向にどれだけ傾いているかを角度で表示した。

○「壁」は,床面からの立ち上がり角度力湘1°～ 90° を垂直,65°～ 80° を外傾,65° 未満

を緩斜,さ らに90° 以上を内傾とした。壁高は,残存壁高の計測値である。

O「壁溝」は,その形状や規模を記述した。規模は床面からの計測値とした。

○「床」は傾斜や床質等を表記した。

○「ピット」は,その住居跡に伴うと考えられるピットをPで表示し, Pl・ P21ま ピット番

-14-



号を表し,さ らに,ピ ットの直径と深さを記述した。

○「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」と記し

た。

○「遺物」は,主な遺物の種類や出土位置,出土状態を記述した。

○「所見」は,当該住居跡にっいての時期やその他特記すべき事項を記述した。

(6)遺物実測図の作成方法と掲載方法

① 土器の実測は,四分割法を用い,中心線の左側に外面,右側に内面及び断面を表した。

② 実測図中の表示方法

こここ :ここ三 ] 
黒色処理

[:こ:::::] 
施釉部分 堰轟巖騒巖鬱簸警 赤採 IIIIIIII 

須恵器断面

③ 土器の拓影図は,右側に断面を表し,表・裏 2面を掲載したものは,断面を挟んで左側

に外面,右側に内面を掲載した。  _

④ 遺物は原則として実測図を浄書したものを3分の1に縮小して掲載することを基本とし

た。

|

:忌拿[                   酔

(7)表の見方

<住居跡一覧表>

長軸(m)x短軸(m)

○ 住居跡番号は,発掘調査の過程で付 した番号をそのまま付した。

○ 位置は,小調査区 (小グリット)名 で表示した。他の調査区にまたがる場合は,遺構の

占める割合が最も大きい小調査区をもって表示した。

○ 方向は,竃 または炉が座標北から見てどの方向にどれだけ傾いているかを,角度で表示
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した。

(N-loヒ E,N-loヒW) [ ]を 付 したものは推定である。

○ 平面形は,現存している形状の上端面で判断し,方形,長方形の場合は下記の分類基準

を設け,そのいずれかを明記した。

方形―短軸 :長軸=1:1.1未満   長方形…短軸 :長軸=1:1.1以上

○ 規模の欄の長軸,短軸は,平面形の上端面の計測値であり,壁高は残存壁高の計測値で

ある。

○ 床面は,凹凸,平坦等の様子を示し,締まり等は解説の項で述べた。

○ ピット数は,住居跡に伴うものと考えられる総数を表示した。

O 竃が,付設されている住居跡は「竃」で ,炉が検出されている場合は「炉」と表示 した。

○ 覆土は,堆積状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」と記 した。

○ 出土遺物は,実測個体数を除いた遺物の種類と出土土器片の数を記した。

○ 備考は,重複関係や特徴等を記した。

<土坑一覧表>

○ 土坑番号は,発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。また,整理の過程で土

坑でないと判断したものは欠呑とした。

○ 平面形は,円形,楕円形の場合に下記の分類基準を設けて表示した。

円形 (短径 :長径=1:1.1未満のもの),楕円形 (短径 :長径=1:1.1以上のもの )

○ 規模の欄の長径・短径は上端部の計測値 (cHl)で表した。

○ 深さは,遺構確認面から坑底の最も深い部分までの計測値 (cm)で表した。

○ 壁面は,坑底からの立ち上がりの状態を下記の基準で分類し表示した。

81° ～ 90° の傾き 65°～ 80° の傾き 65° 未満の傾き

緩斜 ∴

2 皿状  ＼_ノ

規 模 (cln)

垂直 塊

底面は,

1 平坦

外傾

下記の基準で分類し表示した。○

-16-
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法量(cln)

<土器観察表>

○ 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

○ 法量は,A… 口径,B…器高,C…底径,D…高台径, E… 高台高,F…つまみ径 ,
G…っまみ高とし,( )は 現存値,[ ]は 復元推定値を表す。

○ 器形の特徴は,底部,体部等の各部位について土器観察の結果を記 した。

O 手法の特徴は,土器の成形,整形について記した。

○ 胎土,色調,焼成の順で述べ,色調は「新版標準土色帖」を使用した。焼成については,
「良好」,「普通」,「不良」に分類 し,硬 く焼き締まっているものは良好,焼 きがあま

く器面が剖離しやすいものは不良とし,その中間のものを普通とした。

○ 備考は,完存率実測番号,(P)等 を記した。
(土製品一覧表>

○

○

図版番号は,実測図中の番号である。

重量の欄で,( )を 付した数値は,

写真図版の番号にも用いた。

一部を欠損 しているものの現存値である。
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第 2節 竪穴住居跡

当調査区からは,調査区の南西から侵入する小支谷を取り囲むように,84軒の竪穴住居跡 (古

墳時代12軒,奈良・平安時代72軒 )が検出されている。これらの竪穴住居跡の中には,規模の小

さな亀を持たない住居があり,11世紀頃から12世紀にわたる時期まで集落形成され生活が営まれ

ていたことが窺われる。

以下,検出された住居跡の特徴や主な出土遺物について記載していくことにする。

古墳時代の住居跡

第127号住居跡 (第 5図 )

位置 調査区の北西部,B9g2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5。 37m,短軸5.32mの方形を呈している。
主袖方向 N― o° 。

壁 壁高50～ 60cIIlを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
壁溝 竃部分を除いた壁直下を全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。 Pl～ P4は ,径16～32cm,深 さ40～ 54cmで い

ずれも主柱穴である。 P5は ,径42cm,深 さ28cmで ,出入り口施設に伴うピットと考えられる。

驚 北壁中央部のやや東寄りを40cIIl程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘土で構築されている。規模
は,長さ160clll,幅 155 cmを 測り,袖部から天丼部にかけては比較的良好に遺存している。火床部

は,ほ ぼ平らで焼土イとしており,支脚が遺存している。燃焼部からは,灰 ,焼土粒子,焼土ブロ

ック,炭化物及び粘土ブロックが検出されている。煙道部は,火床部から緩やかに外傾して立ち

上がっている。

覆±  4層 からなり,すべて自然堆積土層である。

遺物 床面と覆土中から土師器 (甕,杯 )片 6点,須恵器 (杯)片 1点出土 している。 P3付近

の床面からは, 1の土師器の甕の破片が出上 している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 6世紀後半の住居跡と考えられる。
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hl

B

A

A25.6m

SI-127 土層解説
1 黒褐色 焼土・炭化粒子少髭, ローム粒子中量
2 黒褐色 ローム粒子中量
3 暗褐色 焼上・ローム粒子少量
4 暗掲色 ローム粒子小プロック徴畳

第 5図 第127号住居跡実測図

0             2m
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。
||ロ

饉
|

SI-127鼈 土層解説
1 暗赤褐色 粘土,小礫中量
2 極暗赤褐色 粘土中量

Ｅ
Ｏ
．ゆ
Ｎ
測
「

A25.4m パ

C ご
一

3 暗赤褐色 焼土粒子及び小プロック中量
4 暗赤褐色 焼土粒子,炭化粒子多量,灰中量,遺物

(支脚 )を 含む

5 極暗赤掲色 焼土粒子きわめて多量,焼土小 中ブ
ロック中量

6 暗赤褐色 炭化粒子少量,灰中量
7 極暗赤褐色 粘土中最,炭化材 (小 )枢少量
8 にぶい赤褐色 焼土粒子・粘上少量
9 褐 色 粘土粒子・小プロック少量
10 暗褐色 焼土粒子・小プロック少量
11 暗赤掲色 焼土イヽプロック少量

0                1m

第 6図 第127号住居跡輩実測図

0           1ocm

第 7図 第127号住居跡出土遺物実測図

第127号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量(clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第 7図

1

養

土 師 基

A(19.4)

B(10.1)

日縁部片。顕部から緩やかに外反

しながら立ち上がり,日唇部をわ

ずかにつまみ上げる。

体部外面ヘラナデ。日縁部内・外

面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい橙色

誓通

P1   5%

覆土
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第168号住居跡 (第 8図 )

位置 調査区の南西部,G10b2区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東コーナーは,第 167号住居跡の南西コーナーに掘り込まれている。
規模と平面形 長軸6.07m,短 軸6.06mの方形を呈している。

主軸方向 N-29ヒ W。

壁 壁高32cmを 測り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を浅く掘り窪め,断面形はU字状を呈している。電部分を除き全周している。
床 平坦で,踏み固められ堅緻である。南部の出入り回施設に伴うピットの上には,撹乱が見ら
れる。

ビット 9か所 (Pl～ P9)検出されている。 Pl～ P4は ,径32～ 50cm,深 さ30～50cmを 測
り,いずれも主柱穴である。P5は ,径24cll,深 さ32cHlで ,出入り日施設に伴うピットと考えら

れる。P6～ P9は ,径18～36cm,深 さ30～ 34cIIlで ,性格は不明である。

驚 北西壁中央部を70cm程壁外へ掘り込み,砂礫を含んだ粘土で構築されている。規模は,全長
170cll,全幅106cmを測り,一部木の根の撹乱が見られるものの電の遺存状態はよい。電袖部は,

天丼部の一部とともによく遺存しており,天丼部には,甕の口縁部の一部がはりついている。火

床部は,床を32cm程掘り窪めて構築しており,焼土化している。燃焼部からは,焼土粒子 ,炭化物

及び粘土ブロックが検出されている。煙道部は,焚口部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆± 5層 からなる。第 1層 は,人為的埋め戻し上層であり,第 2～ 5層 は,自然堆積土層であ

る。第 3層 中には,多量の炭化材・焼上を含んでいる。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕,杯)片517点 ,須恵器(奏 ,杯 )片 33点が出上してぃる。 1
の土師器の杯は,北西壁の亀南西側の覆土 (第 5層 )中から, 2の土師器の郭は,南西壁直下の

床面からそれぞれ出土している。 4の上師器の小形甕破片 2つは,南東壁近くの床面からまとま

って, 3の 土師器の奏口縁部は,竃北東側の床面から,倒立の状態でそれぞれ出土している。そ

の他に,電の天丼部の崩落とともに落下したものと思われる土師器の甕日縁部片が,燃焼室から

出土している。

所見 本跡は,焼失家屋である。重複関係からは,第167号住居跡よりも古い時期に構築されてい

る。遺構の形態と出土遺物から, 6世紀後半の住居跡と考えられる。

168 出土

コ版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第10図

1

杯

土 師 奉

A14.2

B 4.8
九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部は直立する。

底部ヘラ肖Uり 。体部横位のヘラ削

り。日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

黒褐色

普通

P32  45%

覆土(3層 )

2

杯

土 師 番

A(14.4

B(3.6

九底。体部と口縁部との境に稜を

持ち,日縁部は外反する。

底部ヘラ鷺Uり 。底部内面及び口縁

部内・外面横ナデ。内・外面黒色

処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P33  20%

西壁直下床面
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ホこ K丈卜 _キと撃_か

８

色

色

色

色

‐６
　
　
　
　
　
掲

一

褐

褐

暗

褐

土層解説

焼土・ローム粒子多量

ローム土・ハー ドローム小プロック多量

炭化材・焼土多量,少量のハー ドローム

(壁の崩落層 )

0              2m

第 8図 第168号住居跡実測図
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「
二

い山

⑭ 引

口
|

パ

E'

SI-168竃 土層解説
1 褐 色 焼土粒子・炭化物少量
2 窺天丼部粘上の崩落土プロック
3 小砂礫を多量に含んだ竃袖部粘土
4 にがい赤褐色 焼土小プロック・焼土粒子・炭化物粒

子を含む黒褐色の灰層

にバい赤褐色 焼土粒子,粘上,ガ、砂礫
にぶい赤褐色 細粒の粘土 暗褐色土 焼土,霊最終

使用時の火床

暗赤褐色 往袖部の一部
赤褐色 粘土・焼土粒子・小砂礫,雀天丼部の崩落土

0               1m

ml

5

6

コ
|

A25.3m

F 25,lm ∪
|

Ｅ
Ｏ
．ゆ
Ｎ
劇
判ド

一
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団~堆 6 0              10cm

第10図 第168号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器   種
法 量(cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

6 不明鉄製品 覆土 (1層 ) M2

第175号住居跡 (第 11図 )

位置 調査区の南部,F12c6区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸6.40m,短軸6.32mの方形を呈 している。

主軸方向 N-19生 w。

壁 壁高36～ 42cmを 測 り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を浅く掘 り窪め,断面形はU字状を呈 している。竃部分を除き全周 している。
床 平坦で,踏み固められ堅級である。

劉版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第10図

3

養

土 師 器

A170

B(109)

胴中央都欠損。平底。顕部は「く」

の字状に屈曲し,日縁部は外反す

る。

底部及び月同部外面ヘラ肖Uり 。日縁

部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい栓色

普通

P34  30%

電

4

養小 形

土 師 器

A148

B12.6

C 70

平底。胴部中位に最大径を持つ。

胴部と頸部の境に弱い稜を持ち,

日縁部は外反する。

底部及び胴部外面ヘラ削り。日縁

部内。外面横ナデ。

長石・石英・雲母

掲灰色

不良

P36  90%

床面

5

養

土 師 器 B(2.5

C 86

底部破片。平底。胴部は緩やかに

外傾する。

底部及び月同部外面ヘラ削り。 長石 。雲母

赤褐色

普通

P35   5%

覆土(1層 )
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A25.4m

SI-175 土層解説
1 暗褐色 焼土粒子多量,ロ ームプロック・ローム粒子

少量

2 暗褐色 全体にローム・焼上粒子
3 褐 色 ロームプロック少量・ ローム粒子,木炭粒子

第11図 第175号住居跡実測図

コーム粒子

ローム粒子・木炭粒子多量, ロームプロック

色

色

　

　

色

褐

掲

暗
　

　

褐

少量

0               2m
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A25.4m

SI― IT5窪 ELE解説
1 攪 色 ローイ粒子・小石を合む粘土多二
2 に本い赤褐色 焼土粒子・ローム粒子多量
3 暗赤再色 擁土粒子・ローム大アロッタ多量 `
4 階褐色 4ジ擦虚●,の鶴色土
5 暗褐色 ローム粒子多量
6 暗赤褐争 携上笹子。ブ●ック粒子多量     イ

7 にぶい本褐色 焼上・小石灘入粘土多重
8 獨 色 黄禍割 砂ヽ嘉 ,―ムブ七ァク
→ 縛 .色 粘上・焼■少二
10 暗褐色 態褐色土
1ユ 暗褐色 鷲衛色上
12 褐 色 上層(建上アロ,ク )i下増(口 ‐ム/11ァ タ

二2Spm 引

hl

0               1m
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嘉12図 第175号住居跡■実測図
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E

LI

E25.4m

D               2m

第13図 第175号住居跡出土遣物位置図

ビット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。 Pl～ P4は ,径52～ 62cHl,深 さ53～ 62cmを 測

り,いずれも主柱穴である。 P5は ,径38cm,深 さ25cmで,出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

輩 北壁中央からやや東寄りの位置を68cm程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘土で構築されている。

規模は,長さ160cm,幅 166 cmを測る。袖部は,良好に遺存しており,両袖とも基底部の幅は45 cm

を測る。火床は,ほぼ平らで焼土化している。燃焼部からは,焼土粒子が検出されている。煙道

部は,焚口部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

-27-



覆± 6層 からなり,すべて自然堆積土層である。第 3～ 5層 は,焼土粒子,炭化粒子及び焼土

ブロックを含んでいる。第 4層 は,多量の遺物を含む土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕,不,甑 )片810点,須恵器 (提瓶)片 1点が出土している。
復元された数は,郭19個体,甕 7個体,及び甑 2個体である。ほとんどの遺物は,覆土中への投

棄遺物で,北東コーナーと南東コーナー付近から住居中央部方向に向けて投げ込まれている。 4

・ 5。 10の土師器の杯は,床直上から,二次焼成をうけて出上している。

所見 本跡は,遺物の出土状況から,北東側や南東側から遺物の投棄が行われたものと考えられ
る。遺構の形態と出土遺物から, 6世紀後半の住居跡と考えられる。

第175号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器  種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備  考
第14図

1

不

土師器

A136
B 48

丸底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部は外傾して立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部外面憤ナデ。

底部内面中′とめヽら放射状の磨き。日

縁部横位のヘラ磨き。内・外画黒色処理。

砂粒

黒褐色

普通

P45  90%

床面(4層 )

娩

土師器

A150
B(49

九底。体部は九みを持って立ち上

がる。日唇部は外反する。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・石英・雲母

黒褐色

普通

P46  30%

覆土(4層 )

内面荒れ

婉

土師器

A140
B 6.0

九底。体部は丸みを持って立ち上

がる。日縁部との境に弱い稜を持

つ。日縁部はほぼ垂直に立ち上が

る。

底都ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・石英・雲母

明赤褐色

普通

P47

覆土

内面荒れ

95%

二次境成

4

杯

土師器

A137
B 38

九底。体部と口縁部との境に稜を

持ち,日縁部はほぼ垂直に立ち上

がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P48  70%

覆土(4層 )

二次焼成

5

杯

土師器

A128
B 46

丸底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はわずかに内彎して立ち上

がる。

底部ヘラ肖Uり 。日縁部内・外面積

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒 。雲母

黒色

普通

P49  80%

覆土(4層 )

二次焼成

6

郭

土師器

A12.6

B 4,7

丸底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はわずかに内彎して立ち上

がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色辺理。

砂粒・雲母・長石

黒褐色

普通

P50 60%

覆土(4層 )

7

JTN

土師器

A128
B(5,1)

九底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はほぼ垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。底部内面及び日縁

部内・外面は横ナデ。内・外面黒

色処理。

砂粒・長石・石英

黒色

普通

P51  40%

床直上6 cm(5層 )

8

不

土師器

A138
B 4.6

九底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はほぼ垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面検

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・長石

橙色(一部黒色 )

普通

P52  90%

覆土(4層 )

底部内面から穿孔

9

杯

土師器

A13.0

B 5.1

丸底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はほぼ垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。底部内面及び日縁

部内・外面横ナデ。内・外面黒色

処理。

砂粒・雲母

黒色

普通

P53 90%

覆土(4層 )

lTN

土師器

A140
B 48

九底。日縁部との境に稜を持ち,

回縁部はほぼ垂直に立ち上がる。

底部ヘラ音Uり 。底部内面及び日縁

部内・外面は横ナデ。内・外面黒

色処理。

砂粒・長石・雲母

暗赤褐色

普通

P54  80%

覆土(4層 )

二次焼成

杯

土師器

A13.2

B 4.4
九底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はほぼ垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・石英

橙色(一部黒色 )

普通

P55  80%

覆土(4層 )

二次焼成

底部内面から穿孔
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第15図 第175号住居跡出土遺物実測図(2)
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第16図 第175号住居跡出土遺物実測図(3)
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第18図 第175号住居跡出土遺物実測図(5)
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第19図 第175号住居跡出土遺物実測図(6)
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雪版番号 器 種 法畳(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第14図

12

IFN

土 師 番

A132
B  5 2

九底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はわずかに内彎して立ち上

がる。

底部ヘラ削り。口縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・長石・石英・雲

母 黒褐色

普通

P56  ]00%

覆土(4層 )

13

杯

土 師 番

A132
B 44

九底。日縁部との境に稜を持ち,

口縁部はわずかに外傾して立ち上

がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・石英

雲母 明赤褐色
普通

P57  90%

覆土(4層 )

郭

土 師 4

A135
B 49

丸底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はわずかに内彎して立ち上

がる。

底部ヘラ削り。日縁部内 ,外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P58  90%

覆土(4層 )

15

イ

土 師 番

A13.6

B 44
丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り, 日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部はやや内彎して立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

デ。内面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P60   30%

覆土(4層 )

16

不

土 師 掛

A144
B 44

丸底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部でさらに刀ヽさく内彎

する。

底部ヘラ削り。体部ヘラ削り後指

押え。日縁部内・外面横ナデ。内

・外面黒色処理。

砂粒・石英

黒褐色

普通

P61  50%

覆土(4層 )

二次焼成

17

杯

土 師 器

A146
B 48

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

口縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒 。長石

黒褐色

普通

P63  50%

覆土(4層 )

杯

土 師 群

A144
B 4.2

平底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部でさらに小さく内彎

する。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P64   60%

覆土(4層 )

二次焼成

第15図

19

杯

土 師 番

A148
B 44

丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち_Lがる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・石英・雲母

黒褐色

普通

P65   90%

覆上(4層 )

器内・外面荒れ

郭

土 師 器

A146
B 39

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁都との境に弱い稜を持つ。

口縁部はわずかに垂直に立ち上が

る。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。 色

粒

褐

通

砂

黒

普

P66  95%

床面

内面二次焼成

杯

土 師 器

A146
B(41)

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

P67  40%

覆土(2層 ,4層 )

不

土 師 器

A150
B 43

丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境t弱司い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒

暗赤褐色

普通

P68  85%

覆土(4層 )

杯

土 師 器

A130
B 44

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・長石

黒掲色

普通

P69  50%

覆土(4層 )

器内 ,外面荒れ

不

土 師 器

A14.2

B 45
丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・長石

黒褐色

普通

P70  95%

覆上(4層 )

底部内面から穿孔

杯

土 師 器

A146
B 48

丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・長石

黒褐色

普通

P71   95%

床面(4層 )

杯

上 師 器

A156
B 46

九底。日縁部との境にかすかに稜

を持ち,日縁部はわずかに内彎し

て立ち上がる。

底部ヘラ削り。回縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

灰褐色

良好

P72  50%

覆土(4層 )

一部還元炎焼成

杯

土 師 器

A136
B 44

九底。日縁部との境にかすかに凹

線を持ち,日縁部はわずかに内彎

して立ち上がる。

底部ヘラ削り。底部内面及び口縁

部内・外面横ナデ。内・外面黒色

処理。

砂粒

黒褐色

普通

P73  80%

覆土(4層 )
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図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第15図

28

杯

土 師 器

A154
B 45

九底。日縁部との境にわずかに凹

線を持ち,日縁部はわずかに内彎

して立ち上がる。

底部ヘラ削り。底部内面及び日

縁部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

P74 95%

覆土(4層 )

郭

土 師 器

A123
B 43

九底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はわずかに内彎して立ち上

がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面及

び底部内面は横ナデ。内・外面黒

色処理。

砂粒・長石

黒褐色

普通

P75  85%

覆土(4層 )

杯

土 師

A126
B 45

九底。日縁部との境に稜を持ち,

日縁部はわずかに内彎して立ち上

がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P76 80%

覆土(4層 )

内面荒れ
甕

土 師 器

A211
B277
C 85

平底。胴部中位に最大径を持ち,

頸部から日縁部にかけて丸みをも

って外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい黄橙色
普通

P77  90%

覆土(4層 )

第16図

32

甕

土 師 器

A230
B(330

底部欠損。胴部中位に最大径を持

ち,頸部から口縁部にかけて九み

をもって外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい黄橙色
普通

P78  70%

覆土(4層 )

甕

土 師 器

A230
B(315)

底部欠損。胴都中位に最大径を持

ち,頸部から口縁部にかけて九み

をもって外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英。長石

雲母 にぶい橙色
普通

P79  60%

床面(4層 )

望L需器
A214
B(257

底部欠損。胴都中位に最大径を持

つ。頸部が直立し,日縁部は短く

水平近くまで外反する。

胴部外面斜位のヘラ磨き。口縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

橙色

普通

P80  60%

床面(4層 )

甕

土 師 養

A26.7

B(22 8

底部欠損。胴部中位に最大径を持

つ。顕部がほぼ直立し,日縁部は

短く水平近くまで外反する。

胴部外面ヘラ磨き。日縁部内・外

面斜位の横ナデ。

砂粒・石英・長石

澄色

普通

P81  40%

覆土(4層 )

第17図

36

甕

土 師 器

A236
8(219)

底部欠損。胴部中位に最大径を持

ち,頸部から日縁部にかけて九み

をもって外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P82  50%

覆土(4層 )

甕

土 師 器

A(182)

B(123)

底部欠損。頸部から口縁部にかけ

て九みをもって外反する。

胴部外面斜位のヘラ磨き。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい黄橙色
普通

P83  20%

覆土(4層 )

養

土 師 器

A(226)

B(173)

底部欠損。顕部から口縁部にかけ

て九みをもって外反する。日唇部

を外上方にわずかにつまみ出す。

胴部内・外面横位のヘラナデ。口

縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 灰黄褐色
普通

P85  10%

覆土(4層 )

菱

土 師 器 B(140

C 86

胴上半部欠損。平底。胴部は内彎

しながら立ち上がる。

胴部外面斜位のヘラナデ。内面ヘ

ラ削り。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P87  20%

覆土(4層 )

甕

土 師 器 B(53)
C 92

胴上半部欠損。平底。胴部は内彎

しながら立ち上がる。

胴部外面斜位のヘラナデ。 砂粒・石英。長石

雲母 にぶい褐色
普通

P88  10%

覆土(4層 )

奏

上 師 器 B(67
C 84

胴上半部欠損。平底。胴部は内彎

しながら立ち上がる。

胴部外面斜位のヘラナデ。 砂粒・石英。長石

雲母   橙色
普通

P89  10%

覆土(4層 )

甕

土 師 器 B(29)
C 9,2

胴上半部欠損。平底。胴部は内彎

しながら立ち上がる。

胴部外面斜位のヘラナデ。 砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P90   5%

床面(4層 )

箋

土 師 器

A157
B(23 4

底部欠損。胴都中位に最大径を持

ち,頸部から日縁部にかけて九み

をもって外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P97  65%

覆土(4層 )

小 形 裟

土 師 苔

A183
B(16 2)

底部欠損。胴部は内彎しながら立

ち上がる。頭都はくびれ,日縁部

は外反する。

胴部外面縦位ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

砂粒・雲母。長石

石英  赤褐色
普通

P96  60%

覆土(4層 )
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目版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 持 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第18図

45

小 形 要

土 師 番

A147
B160
C 81

平底。胴部は内彎しながら立ち上

がる。頸部はくびれ,日縁部は外

反する。

胴部外面ヘラ削り。日縁部内・外

面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 明褐色
普通

P92  100%

覆土(4層 )

小 形 姿

土 師 器

A15
B13
C 6

平底。胴部は内彎しながら立ち上

がる。頸部はくびれ,口縁部は外

反する。

胴部外面ヘラ削り。日縁部内・外

面横ナデ。

砂粒・雲母

明赤褐色

良好

P93 100%

覆土(4層 )

小 形 委

土 師 器

A15

B 14

C  7

平底。胴部は内彎しながら立ち上

がる。頸部はくびれ,日縁部は外

反する。

胴部外面ヘラ削り。日縁部内・外

面横ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P94  95%

床面(4層 )

小 形 費

土 師 器

A152
B(164)

底都欠損。胴部は内彎しながら立

ち上がる。頭部はくびれ,日縁部

は外反する。

胴部外面縦位ヘラ削り。日縁部内

・外面積ナデ。

砂粒・雲母。長石

石英 にぶい橙色
普通

P95  80%

覆土(4層 )

甕

土 師 器

A172
B(191)

底部欠損。顕部から口縁部にかけ

て九みをもって外反する。日唇部

を外上方にわずかにつまみ出す。

胴部内・外面ヘラ削り。日縁部内

・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P98  50%

覆土(4層 )

養

土 師 器

A15.2

B(20.0)

底部欠損。胴都中位に最大径を持

ち,頸部から日縁部にかけて九み

をも9て外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P99  80%

覆土(4層 )

小 形 斐

土 師 器

A13.6

B(165)

底部欠損。胴部と頸部の境に稜を

持つ。顕部はくびれ,日縁部は外

反する。

胴部内・外面ヘラ削り。日縁部口

唇部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母

明赤褐色

普通

P100  30%

覆上(4層 )

小 形 委

土 師 器

A(186)

B(157)

底部欠損。日縁部に最大径を持ち,

頸部から日縁部に緩やかに九みを

もって外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母

赤褐色

普通

P101 20%

覆土(4層 )

小 形 姿

土 師 器

A(174)

B(123)

底部欠損。日縁部に最大径を持ち,

顕部から口縁部にかけて緩やかに

九みをもって外反する。

胴部内・外面ヘラ削り。日縁部日

唇部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母   赤色
普通

P102 20%

覆土(4層 )

菱

土 師 器

A(18.4)

B(10.3)

胴下■部欠損。顕部から日縁部に

かけて九みをもって緩やかに外反

する。

胴部内・外面ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 赤褐色
普通   |

P103 20%

覆土(4層 )

第19図

55

甑

土 師 器

A25,4

B30.0

C 10 6

無底式。胴部は内瞥気味に立ち上

がり,日縁部は外反する。

胴部外面斜位のヘラ磨き。口縁部

内・外面横ナデ。 佗曇下習楢石
石

普通

P105 95%

覆土(4層 )

甑

土 師 器

A276
B28.2

C 10.2

無底式。胴部は内彎気味に立ち上

がり,日縁部は外反する。

胴部外面斜位のヘラ磨き。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい黄橙色

普通

P106  70%

床面(4層 )

甑

土 師 器

A29.6

B(27.5)

無底式。胴部は内彎気味に立ち上

がり,日縁部は外反する。

胴部外面斜位のヘラ磨き。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P107  30%

覆土(4層 )

須 恵 器

瀬提

B(20 0)

胴部の破片である。 胴部外面カキロ,内面ナデ。 砂粒・石英・長石

灰色

良好

P91  10%

覆土(4層 )

第190号住居跡 (第20図 )

位置 調査区の南部,Ellg 9区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸6.00m,短 軸5。 89mの方形を呈 している。

主軸方向 N-24生 W。
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SI-190 土層解説
I 暗掲色 ローム粒子,ロ ームプロッタ少量
2 暗褐色 全体にローム粒子,ロ ームプロック,黒色土

プロック

3 褐 色 ロームプロック・ローム粒子・黒色土プロッ

ク多量,下層に焼上プロック

第20図 第190号住居跡実測図

ロームプロック,ロ ーム・焼土粒子多量

ローム,黒色土粒子

色

色褐

褐

暗

0              2m
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A25■4m

C

だ
と

|

ご

SI― 1004 蠣 瞬説

1 灰綺色 輩土 ,●―ム粒子多量

彦 褐 色 お土大プロック多量
3 灰褐色 お土・焼土粒子中量
4 黒鶴色 お上小ブ●ァク・炭化物中量
s 鵡 色 砂質絡土・壊と虚子多二
6 灰褐色 擁土粒子少量
″ 暗券掲色 ―擁土申アロッタ多量

' 
極噂赤褐色 擁土小アロッタ!砂質粒子多景
, 極暗赤褐t 焼土′トプロィク多ニ

il

ビ
一

LI

第21号 第1鉛号住居跡竃実測図

0              1m
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壁 壁高31～43cmを 測り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を12cm程掘り窪め,断面形はU字形を呈している。電部分を除き全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 6か所 (Pl～ P6)検出されている。Pl～ P4は ,径48～ 56cm,深 さ42～ 50cmを測

り,いずれも主柱穴である。P5は ,径23cm,深 さ44cmで,出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。 P6は ,径43cm,深 さ38cmで ,性格は不明である。

謹 北西壁中央部を40cnI程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘上で構築されている。規模は,長 さ

155cm,幅 115cmを測る。袖部が比較的良く遺存しており,袖基底部の幅は,26～ 28cm程で,高 さ

は30cm程である。火床はほぼ平らで焼土化している。煙道部は火床部から緩やかに外傾して立ち

上がっている。

覆± 4層 からなり,すべて自然堆積土層と考えられる。

遺物 床面や覆土中から土師器 (甕,杯)片574点が出土している。これらの遺物は,主に北コー

ナー付近と南コーナー付近の床面から出土している。 7の土師器の高杯が,北東壁直下の床直上

から, 3の 上師器の不が,北コーナー床直上から, 8の鉢形の土師器が,南西部床面からそれぞ

れ出土している。

所見 西部の床直上からは,焼上が多量に,東コーナー付近からは,炭化材が出土していること

から焼失家屋と考えられる。遺構の形態や床面に残る遺棄された遺物等からは, 7世紀前半の住

居跡と考えられる。

第190号住居跡出土遺物観察表

騒版番号 器 種 法量(∞ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第22図

1

不

土師器

A l1 4

B 3.7

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,体部と口縁部との境に弱い稜

を持つ。口縁部は垂直に立ち上が

る。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・婁母

褐灰色

普通

P108  95%

篭内

2

不

土師器

A ll.8

B 3.8

九底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に弱い稜を持

つ。日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面積

ナデ。

砂粒・長石・石英

明赤褐色(黒褐色)

普通

P109 80%

覆土(1層 )

3

lTh

土師器

A12.2

B 49
九底。体部と日縁部の境に稜を持

ち,日縁部は内彎気味に立ち上が

る。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面積

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P l10 80%

床面

4

杯

土師器

A lo.6

B 32
九底。体都は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底都丁寧なヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

砂粒。長石・石英

赤褐色

普通

P ll1  40%

覆土

5

邦

土師器

A(13.2)

B(39)
九底。体部と日縁部との境に稜を

持ち,日縁部は内彎気味に立ち上

がる。

底部ヘラ削り後,押え調整。日縁

部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母・長石

明赤褐色

普通

P H2 2Cl%

覆土
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第22図 第190号住居跡出土遺物実測図(1)

垂
|

コ版番号 器 種 法量(cH 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備   考
第22図

6

lTN

土 師 器

A(128

B(42
九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に稜を持つ。日

縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面積

ナデ。

砂粒・石英・雲母

明赤褐色

普通

P l13 10%

篭

7

lT

土 師 務

高 A124
B 65
C 7.7

杯部は内彎気味に立ち上がる。脚

部はラッパ状に開く。

外全面ヘラ削り佑 郭部ヘラ磨き。

脚部ヘラナデ。杯部内面から脚部

外面にかけて赤彩。

長石・雲母

明赤褐色

普通

P l14 95%

床面

鉢

土 師 器

A

B

134

95

75C

平底。体部は九みを持って立ち上

がる。日縁部はわずかに内彎する。

体部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

灰赤色

普通

P l15  70%

床面

9

小 形 婆

土 師 為

A16.4

8167
C 8.1

平底。胴部はゆるやかに内彎しな

がら立ち上がる。顕部はくびれ,

日縁部は外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母・長石

灰褐色

普通

P l19 90%

床面

瓶平

須 恵 器

肩部破片。肩部に1条の沈線が廻

る。

体部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石

灰オリープ色

良好

P121  5%

床面
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第23図 第190号住居跡出土遺物実測図似)

第194号住居跡 (第24図 )

位置 調査区の南部,Ellf 6区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸6.28m,短軸6.19mの方形を呈 している。

]版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第23図

11

甕

土 師 器

A22.6

B〔 36.3

C lo o

平底。胴都中位に最大径を持ち,

頭部から口縁部にかけて九みを持

って外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面積ナデ。

砂粒・石英。長石

雲母 にぶい橙色

普通

P l16 50%

床面

観

土 師 器

A26.1

B 300

C ll.2

無底式。胴部は内彎気味に立ち上

がり,日縁部は外反する。

胴部外面斜位のヘラ磨き。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・石英。長石

雲母 にぶい掲色

普通

P120 95%

床面

図版番号 器  種
法  量(cn) 孔径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

支   脚 (15.0) (7.7) (527 5) 覆土 DP 4
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主軸方向 N-37生 W。

壁 壁高52～ 58cmを 測 り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 6 cm程掘 り窪め,断面形は逆台形状を呈している。竃部分を除き全周して

いる。

床 平坦で,踏み固められ堅級である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検 出されている。 Pl～ P4は ,径64～74伽 ,深 さ50～ 54cmを 測

り,いずれも主柱穴である。 P5は ,径40cHl,深 さ30釦で,出入 り口施設に伴うピットと考えら

れる。

輩 北西壁中央部を40卿程壁外へ掘 り込み,砂まじりの粘上で構築されている。規模は,長 さ155

cm,幅90cmを 測る。南西側の袖部が遺存 している。火床は,床面を 6 cm程掘 り窪められ,焼土化

している。煙道部は,燃焼部奥壁からほぼ垂直に立ち上がっている。

覆±  5層 からなる。第1層 は,ロ ームブロックの混入状況から人為的堆積土層である。その他

の土層は, 自然堆積土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕,杯 )片468点が出土 している。9の土師器の甑は,床直上か

ら破片で,鉄鎌は,住居廃絶直後に堆積した覆土 (第 4層 )中から, 3の 土師器の杯と7の土師

器の甕は,覆土 (第 3層 )中から細片で,8の土師器の小形甕は,電内からそれぞれ出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 6世紀後半の住居跡と考えられる。

第194号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第26図

1

杯

土 師 群

A144
B 48

九底。体部は内彎気味に立ち上が

る。日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒

黒褐色

良好

P130 98%

覆土

2

イ

土 師 番

A136
B 51

丸底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P131 90%

覆土

3

杯

土 師 番

A13.8

8 38
九底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

良好

P132  30%

覆土(3層 )

4

不

土 師 番

A13.0

B(39)
九底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り後ヘラナデ。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

P133 40%

覆土

5

杯

須 恵 器

A120
8 38
C(64)

平底。体部は下端に九みを持ち,

外傾して立ち上がる。

底部回転ヘラ削り。日縁部内・外

面横ナデ。

砂粒 。長石・石英

灰色

良好

P134 30%

覆土(1層 )

6

甕

土 師 器

A216
B 33 5

C 8.6

平底。胴部中位に最大径を持ち,

頸部から日縁部にかけて九みを持

って外反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

口縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 黒褐色
普通

P135  90%

覆土

7

甕

土 師 器

A(19o

B(151

底部欠損。胴部中位に最大径を持

ち,顕部から日縁部にかけて丸み

をもって外反する。

胴部クト面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい褐色
普通

P136 15%

床面(3層 )
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hl

A25.6m

SI-194 土層解説
1 褐 色 ロームプロック・黒色土多量
2 暗禍色 ローム粒子多量,黒色土少長

第24図 第194号住居跡実測図

ロームプロック・黒色土多量

ローム粒子多量,炭化物・黒色土少量
ロームプロック多挺

0            2m
色

色

色

褐

褐

褐

暗

暗
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SI-194H 上層解説
1 に癖い縛色 口‐ム粒子・粘土多ニー焼止・炭花″少

と

2 にぶい赤編色 口‐ム粒子多二,緯■ 1炭化物 1議エ
●Jヽ石少ニ

, 本縛色 韓土多景,床化粧子・格と―・コ‐ム粒子少量
4 極暗本鶴色―粘主・打1確 '黒色主ブロック
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0         1m
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第26図 第194号住居跡出土遺物実測図
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コ版番婦 器  種 法量 (cjlll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第26図

8

小 形 妻

土 師 器

A160

B(131

底都欠損。胴部の張リカ洞弓く,頭

部から口縁部にかけて丸みをもっ

て外反する。

日縁部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石

雲母  赤褐色

普通

P137 60%

篭

甑

土 師 器 B(210

A(27. 無底式。胴部は内彎気味に立ち上

がり,日縁部は外反する。口唇部

をわず力ヽこ外上方につまみあげる。

胴部外面斜位のヘラ磨き。口縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・石英。長石

雲母 にぶい褐色

普通

P138  15%

覆土(3層 )

図版番号 器  種
法 量(ctll) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

鎌 (33) (49.5) 覆土 (4層 ) M3

第196号住居跡 (第 27図 )

位置 調査区の南部,Ellc5区を中心に確認されている。北西側の 3分の 2は調査区外に延びてい

る。

規模と平面形 南西壁の長さ5.50mを測る。その他は不明である。

主軸方向 N-27と W。

壁 壁高60cIIlを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を12cIIl程掘り窪め,断面形は逆台形状を呈している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ピット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Plは ,径42cm,深 さ30cmの 主柱穴である。 P

2は ,径42cm,深 さ52cmで ,出入リロ施設に伴うピットと考えられる。P3は ,径64cHl,深 さ54

cmで,性格は不明である。その他は,調査エリア外のため確認できない。

覆± 6層 からなり,すべて自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯)片 101点が出上している。 1・ 2の土師器の杯が,いずれも覆

土中から出土している。

所見 焼失家屋である。住居跡の大部分が調査できなかったので,電の検出は出来なかった。遺構

の形態や出土遺物から, 6世紀後半の住居跡と考えられる。

第196号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量 (cll 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第28図

1

lTh

土 師 器 B(4.3

A(12 九底。体部は丸味を持って立ち上

がり,日縁部との境に稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒。長石・雲母

灰褐色

普通

P139 15%

覆土

2

杯

土 師 器

A(15.6

B(42
丸底。体都は九味を持って立ち上

がり,日縁部との境に弱い稜を持

つ。日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り後,ナデ調整。日縁

部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

P140  15%

覆土
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SI-196 土層解説
1 褐 色 ローム粒子多量,黒色土・ローム中プロック

少量

2 暗褐色 ローム大プロック多量,黒色上少量
3 褐 色 ロームプロック多量,焼土・炭化粒子少量
4 暗褐色 ローム粒子多量,焼土・炭化物少量
5 暗鶴色 ロームプロック多エ
6 にぶい赤褐色 焼土多量 ,ロ ームブロック。炭化物少量

Ｅ
●
．吟
Ｎ
引
「

Ｅ
ω
．ゆ
Ｎ

ｍ
ｌ
「

C 25,2m C'

0            2m
¬

第27図 第196号住居跡実測図
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第28図 第196号住居跡出土遺物実測図

第198号住居跡 (第29図 )

位置 調査区の北部,Allh 3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.64m,短軸2.60mの方形を呈している。
主軸方向 N-71生 E。

壁 壁高28～35cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
壁溝 北東コーナー部に幅10cm,長 さ90cmの み認められ,断面形は皿状を呈 している。
床 平坦で,踏み固められ堅級である。
ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径28cm,深 さ12cmで ,出入 り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

驚 東壁中央からやや南寄りの位置を20cm程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘土で構築されている。
規模は,幅110cm,長 さ140cHlを 測る。袖部は,ほ とんど遺存していないが,床面に粘土がわずか

に遺存しており袖の範囲が確認できる。火床部は,燃焼部奥からゆるやかに傾斜 し煙道部に続い

ている。煙道部は,ほぼ垂直に立ち上がっている。

覆± 3層 からなり,すべてロームを主体とする自然堆積土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (奏 ,杯 )片41点,須恵器 (甕,杯 )片 6点が出土している。 4
の完形の須恵器の小形郭は,北西コーナー部の床面から出土している。 1・ 2の土師器のイは,

覆土 (第 2層 )中から出土 している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 7世紀後半の住居跡と考えられる。

第198号住居跡出土遺物観察表

当放脊号 器  種 法量 (cln 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考
国３０

１

第 lTN

土 師 番

A144
3 4.8

丸底。体部は内瞥して立ち上がり,

日縁部との境に弱い稜を持つ。日

縁部は外上方に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

P143  30%

覆土(2層 )

2

杯

土 師 基

九底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に弱い稜を持
つ。日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り後押え。口縁部内・

外面積ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

P142 70%
覆土(2層 )

3

杯

須 恵 器

A(17.4)

B 47
C(10 0)

平底。底部と体部の境がはつきり

せず,日縁部は直線的に外傾する。
端部内面に弱い沈線を持つ。

底部回転ヘラ削り。体部・日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰黄色

良好

P144 15%
覆土(2層 )

4

杯

須 恵 器

A lll

B 35
C 72

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部・体部下端手持ちヘラ削り。

日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P141  90%

床面
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B

パ

ご
一

SI-198 土層解説
1 褐 色 ローム主体 ,ロ ーム小プロック
2 褐 色 ローム主体 ,ロ ーム小プロック、ロームプロック
3 褐 色 ローム崩落土

h‖b

0               2m

hlhl

口
|

口
|

01

A26.Om

一

―́

―

′

k

第198号住居跡 。寵実測図

01
SI-198竃 土層解説パ

ご
一

C

1 にぶい掲色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子・

粘土少量

2 にぶい赤掲色 焼土・炭化・ ローム粒子 黒色土多量
3 黒暗赤褐色 焼土粒子・炭化物多量,ロ ーム粒子・灰

少量

褐 色 ローム上
にぶい赤褐色 粘土多量,焼土粒子・黒色土少量
にぶい掲色 ローム多量,焼土粒子微量
にぶい褐色 粘土,焼土粒子少量
にぶい掲色 焼土粒子多量,炭化物・ローム粒子少量
暗赤褐色 ローム多登,焼土プロック・炭化物少量

0               1m

4

5

6

7

8

9

い
|

第29図
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0              10Cm

第30図 第198号住居跡出土遺物実測図

第199号住居跡 (第31図 )

位置 調査区の北部,Allj 4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.53m,短 軸3.36mの 方形を呈 している。

主軸方向 N-75ヒ E。

壁 壁高13～26cmを 測 り,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 6 cm程掘 り窪め,断面形は皿状を呈 し,電部分を除き全周 している。

床 平坦で,踏み固められ堅級である。北東コーナー付近は,撹乱されている。

ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径30cm,深 さ17cmで ,出入 り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

甜 東壁中央部を26cm程壁外へ掘 り込み,白色砂粒を含むにぶい褐色粘土で構築されている。規

模は,幅80cHl,長 さ85卿 を測る。竃の遺存状態は悪 く,わずかに右袖の基底部が残る。火床部は,

8 cm程掘 り窪められ,焼土化 している。煙道部は,奥壁からほぼ垂直に立ち上がっている。

覆±  4層 からなる。第 1層 は,多量の投棄遺物を含み,ロ ームブロックが均―に混 じっており

人為的な堆積土層と考えられる。第 2～ 4層 は,自 然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 118点 ,須恵器 (甕,不 )片36点が出上 している。遺物はす

べて,覆土 (第 1層 )中から出上 しており,東側から住居中央部に向かって投棄された状態であ

る。遺物投棄後人為的に埋め戻されているので,住居廃絶後まもない時点で一括投棄された遺物

と考えられる。

所見 遺構の形態や出土遺物及び主軸方向と電の形態等が類似する198号住居跡 とほぼ同時期の ,

7世紀後半の住居跡と考えられる。
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④
一

hl

A26.Om

SI-199竃 土層解説
1 褐 色 焼土粒子,続土小プロック,炭化物
2 褐 色 焼上粒子極少量,宙粘土
3 褐 色 ローム小アロック,焼土粒子,炭化物,焼土

小プロック

4 灰褐色 焼土粒子,炭化材小片,灰
5 灰褐色 焼土小プロック多量,炭化材小片,粘土,灰

hl

01

SI-199 土層解説
1 褐 色 暗褐色土中に均質にローム,土器片多量
2 褐 色 暗褐色土中に均質にローム

3 褐 色 暗褐色土中に焼土,粘土粒子
4 褐 色 暗褐色土プロック,ロ ーム土

0               2m

0               1m

口
|

A'

口
|

第31号 第199号住居跡・驚実測図
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第32図 第199図住居跡出土遺物実測図

第199号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第32図

1

JTN

土 師 器

A156

B 47
九底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面積

ナデ。

長石・雲母

にぶい橙色

普通

P238  60%

覆土(1層 )

2

杯

土 師 番

A14.2

B 4,7

丸底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に稜を持つ。

日縁部は外上方に開く。

底部ヘラ削り。日縁部内 ,外面積

ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P239  60%

覆土(1層 )

3

杯

土 師 恭

A146

B 5.2

C 64

平底。体部は内彎気味に外傾して

立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面検

ナデ。

砂粒・雲母

淡黄色

普通

P240  55%

覆土(1～ 2層 )

4

郭

土 師 器

A138

B  5 1

九底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境に弱い稜を持つ。日

縁部はわずかに外反する。

底部ヘラ削り後,丁寧な磨き。日

縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・雲母

にぶい掲色

普通

P243   85%

覆土(1層 )

5

杯

土 師 器

A150

B 5,3

C 6.0

平底。体部は内彎気味に外傾して

立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

長石・石英

灰褐色

普通

P244 60%

覆土(1層 )

6

筑

土 師 器

A ll.5

B 64

C 70

平底。体部は内彎して立ち_とがる。

日縁部はほぼ直立する。

底部及び体部外面ヘラ削り。日縁

部及び体部内面積ナデ。内面に黒

色物質付着。

砂粒

にぶい褐色

普通

P242  80%

覆土(1層 )

7

杯

須 恵 器

A148

B 45

C 9,o

平底。底部はわず力ヽ こ九みを持つ。

体部は外傾して立ち上がる。日縁

部内面に一条の沈線がめぐる。

底部回転ヘラ削り。体部内・外面

横ナデ。

石英・長石・雲母

灰色

普通

P241  55%

覆土(1層 )
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第200号住居跡 (第 33図 )

位置 調査区の北部,B10a8区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.46m,短軸2,93mの長方形を呈している。

主軸方向 N-83生 E。

壁 壁高44～ 48cmを測り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 8 cm程掘り窪め,断面形はU字状を呈し,宅部分を除き全周している。
床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 検出されない。

誼 東壁中央からやや南寄りの位置を34cm程壁外へ掘り込み,酸化した赤色粒子と黒褐色粒子を
含むにぶい橙色の粘土で構築されている。規模は,長さ160cm,幅 166clllを 測る。袖部粘土がわず

かに遺存している。両袖とも基底部の幅は,約20cmを 測り,火床部は,15cln程掘り窪められてい

る。燃焼部からは,焼土,灰,炭化物が検出されている。煙道部は,火床部奥から急激に立ち上

がっている。

覆± 4層 からなる。第 1～ 3層 は,ロ ームを主体とした人為堆積土層である。第 4層 は,自 然

堆積土層と考えられる。

B B'

Ｃ〓Ａ

SI-211tl 土層解説

1 褐 色 ロームプロック,ロ ーム粒子,黒色土粒子,
焼土

2 褐 色 ロームプロック,黒色土ブロック,焼土粒子
3 掲 色 全体にローム,焼土,黒色土プロック,本炭

粒子

4 褐 色 ローム

0              2m

A26.Om

第33図 第200号住居跡実測図
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遺物 覆土中から細片で極少量出上している。

所見 遺構の形態,主軸方向,配置関係から,第 198号住居跡と第199号住居跡と同時期の, 7世
紀後半の住居跡と考えられる。

ねキlh ⑬ 司

A25.8m

Ｅ

Ｏ
．吟
Ｎ
測

刊パ

一

Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｍ

C 25.2m

SI-21Xl維  土層解説
1 褐 色 ローム主体 炭化肋・ハードローム・焼土ブ

ロック少量

褐 色 ローム主体,焼土粒子
灰褐色 焼止・灰・炭化物・粘土多量
褐 色 ローム小プロック,焼土小プロック,焼土 ,

炭化物

0               1m

第34図

第212A号住居跡 (第 35図 )

位置 調査区の南部,Cllb 5区を中心に確認されている。
重複関係 本跡の東コーナーが,第212B号住居跡の北西コーナーによって掘 り込まれている。
規模と平面形 長軸5。 20m,短軸3.50mの長方形を呈している。
主軸方向 N-34ヒ W。

壁 壁高22clllを 測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。
ビット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。 Pl～ P4は ,径 16～ 34clll,深 さ8～ 44cmで あ
り,いずれも主柱穴とは考えにくく性格が不明である。

議 北西壁中央部を20clll程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘土で構築されている。規模は,長 さ130
cm,幅 104clllを 測る。袖部がわずかに遺存している。火床は,床面を 6 cHl程掘り窪められており焼
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土化している。煙道部は,火床から緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆± 3層 からなり,いずれもロームブロック混じりの人為堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 112点が出土している。 1・ 2の土師器の郭は,南東壁直下

床面から2点 とも完形で, 6の刀子, 5の鉄鎌, 3の石製の小玉が土器に接 して, 4の管玉が ,

いずれも北東コーナー付近床面から出土している。

hl 身で 引

器

q ハ

∪

Ｌ

A25.am

B

SI-212A

ユ 暗褐色
2 暗褐色
3褐 色

第35図 第212A住居跡実測図

。
|   

｀
｀
｀

土層解説

全体にローム,焼土粒子,黒色土プロック

ローム・焼土粒子,黒色土プロック

ロームプロック・黒色土粒子少量

0             2m

al

ご
一
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所見 本跡は,重複関係から,第212B号住居跡よりも古い時期に構築されているも遺構の形態

や出土遺物から, 6世紀前半の住居跡と考えられる。

bl。 hl bl

01

③

廻

ｓ〓
４
／

◎

円
Ш

ｓ〓

３

％

第37図 第212A号住居跡出土遺物実測図

ml

SI-212A竃 土層解説
1 暗褐色 焼土・ローム粒子・砂粒少量
2 にぶい赤褐色 焼土・砂礫  粘土プロック多霊
3 赤褐色 焼土プロック,灰,砂礫
4 褐 色 焼土粒子,砂礫,暗褐色土

第36図 第212A号住居跡誼実測図

0          1m

0              10cm

∞
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第212A号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 慌   考

第37図

1

杯

土 師 器

A10.2

B 47
C 43

平底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

口縁部は垂直に立ち上がる。

底部木葉痕。体都外面指押え。日

縁部内・外面及び底部内面積ナデ。

砂粒 。長石

明赤掲色

普通

P156 95%

床面

2

杯

上師 器

A lo6

B 48
C 5.0

平底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に弱い稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部木葉痕。体部外面指押え。日

縁部内・外面及び底部内面積ナデ。

砂粒

明赤掲色

普通

P157  80%

床面

図版番号 器  種
法 量 (cm) 重 畳

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

3 玉 100 床面 Q7  滑石
4 管 王 1.1 床面 Q8  碧玉

5 鎌 (71.2) 床面 M12

6 刀 子 (12.2) (176) 床面 M13

第222号住居跡 (第38図 )

位置 調査区の南部,B10j8区を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,中央部を南北方向に第10号溝によって掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸5。 96m,短軸5。 89mの方形を呈している。

主軸方向 N-4生 W。

壁 壁高35～40cmを 測り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を8 cm程掘り窪め,断面形は逆台形状を呈している。竃部分を除き全周して

いる。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 6か所 (Pl～ P6)検出されている。 Pl～ P4は ,径50～ 60cHl,深 さ51～ 62cmを 測

り,いずれも主柱穴である。P5は ,径28cm,深 さ19cmで ,出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。 P6は ,径34cm,深 さ23cllで ,性格は不明である。

輩 北壁中央からやや西寄りの位置に構築されているが,第 10号溝によって煙道部から東側袖部

にかけてが削平されており追存状態が悪い。火床は,ほぼ平らで焼上化している。

覆± 4層 からなる。第 1層 は,黒色土主体の自然堆積土層である。第 2・ 3層中に,焼土プロ

ックと木炭が含まれている。第 2層 は,ほぼ平坦に床の大部分を覆っており,ロ ームを主体とす

る人為的堆積土層である。第 3・ 4層 は自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (養,杯 )片 316点が出土している。 2・ 3の土師器の杯は,住居跡南東

コーナー付近で第 2層 中に混入して, 1・ 4の土師器の杯は,南壁直下の覆土 (第 4層 )中から,

5の土師器の甕は,崩壊した竃の覆土中層からそれぞれ出土している。
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B

A

1 階褐色 全体にロームプロック,ロ ーム粒子,黒色土
ブロック

2 暗褐色 ロームプロック,ロ ーム,黒色土粒子
3 褐 色 焼土プロック・本炭多長,ロ ーム・黒色土ブ

第38図 第222号住居跡実測図

④ 呵

0               2m

パ
一　
ご
一

C

A 25.8m

ロック少量

4 褐 色 ローム・黒色土プロック多量
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C 25.6m

0               1m

働
| S12猛 蝿 腕

口
|

1 極暗褐色 袖部粘土 (ロ ーム粒子・焼土プロック・木
炭着干 )

2 極暗褐色 粘土・ローム粒子
3 暗赤褐色 粘土 。ローム粒子多量
4 にぶい赤褐色 粘土・黒色土プロック,全体に焼土化
5 暗赤褐色 粘土・黒色土・刀蝶 ・ ローム粒子
6 極暗赤褐色 粘上 ローム粒子・ガ蝶 ・焼土プロック

多量

7 暗赤褐色 焼土プロック多量,粘土少量
8 赤 鶴 色 全体に焼土
9 極暗赤褐色 粘土・小礫・黒色上プロック
10 にぶい赤褐色 粘土,小礫
H 赤 褐 色 焼土・粘土・焼土プロック
12 褐   色 ローム

bl

A 25.6m

一
⇒

Ｃ

一

hl

01

ご
一

第39図 第222号住居跡護実測図
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所見 本跡は,重複関係から,第10号溝より

物から, 7世紀前半の住居跡と考えられる。

第40図 第222号住居跡出土遺物実測図

第222号住居跡出土遺物観察表

も古い時期に構築されている。遺構の形態や出土遺

【IIIユニⅢ
6

0              10Cm

s   トーーーーーーーーーーーー十――――――――――――J

ヽ
―

―
―

　
＼
　
　
　
―
―
―
　
―
―
′

図版番弓 器 種 去量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第40図

1

jTN

土 師 器

A128
B 49

九底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に弱い稜を持

つ。日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・石英

にぶい黄橙色

普通

P159 95%

覆上(4層 )

2

郭

土 師 器

A14.3

B 5.0

九底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に弱い稜を持

つ。日縁部は外傾し立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

P160  80%

覆土

3

杯

土 師 器

A13.6

B 48
丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り,体部と口縁部との境に弱い稜

を持つ。日縁部は垂直に立ち上が

る。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい栓色

普通

P161 55%

覆土(1層 )

4

杯

土 師 器

A13.0

B(4.0

体部は内彎気味に立ち上がり,日

縁部との境に弱い稜を持つ。口縁

部はわずかに外傾して立ち上がる。

体部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

P162   30%

覆土(4層 )

5

冤

土 師 器

A(224)

B(11.2)

底部欠損。顕部から口縁部にかけ

て九みをもって外反する。日唇部

でわずかに外上方に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

赤褐色

普通

P164 5%

竃

図版番号 器   種
法 量(伽 ) 丁L 径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

6 支 脚 (12.3) 7) 覆土
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第231号住居跡 (第41図 )

位置 調査区の南部,F10a7区を中心に確認されている。
規模と平面形 長軸5,76mで ,南側 4分の 3は調査区外に延びている。
主軸方向 N-24生 W。

壁 壁高54～ 64cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
壁溝 壁直下の床面を10cm程掘り窪め,断面形は,逆台形状を呈している。竃部分を除き全周 し
ている。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。
ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Pl・ P2は ,径60～62cm,深 さ28～ 29cmを 測
り,いずれも主柱穴である。その他のピットは,調査区外のため確認できない。土層の堆積状況

から,埋没途上に柱の抜取 りが行われたと考えられる。

輩 北西壁中央部を78cm程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘土で構築され,遺存状態は良い。規模
は,長さ160cm,幅 140cmを測る。袖部及び天丼部の一部が遺存している。燃焼部からは,天丼部

SI-231 土層解説
I 暗掲色 炭化物・ローム粒子微量
2 禍  色 ロームプロック多逮,黒色土少量,焼土粒子

・炭化物徴量

3 褐 色 ロームプロッタ多量,黒色土少量,焼土粒子
炭fヒ物徹量

4 褐 色 ローム粒子・ロームプロック多量
5 褐 色 ロームプロック多量
6 極暗褐色 黒色土多最,砂質粘土・ロームブロック少

量

7 明褐色 砂質粘土・焼土小プロック・炭化物・ローム
プロック

0              2m
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。1卜
⑫ コ

01

al

A25.5m

D25.3m

口
|

SI-23ユ埼 土層解説
ユ 暗褐色 焼止小・ ローム大ブロッケ中量
2 にぶい黄福色 砂質粘上で焼土粒子中量
3 暗赤偶色 焼土小プロゥク多量
4 暗赤褐色 焼土中・競土小アロック中量
5 黒掲色 焼土粒子多二
6 暴縄色 焼止小プロック申量
7 黒褐色 焼土小プロック少量

げ
一

0                1m

第42図 4231号住居跡t実測図
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からの崩落粘上を主体とする土が検出されている。火床は,床面を 8 cm程掘 り窪めて構築されて

おり,焼土化 している。煙道部は,火床部から緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆±  7層 からなる。第 1層 は,自然堆積土層と考えられるが,第 2・ 5・ 6・ 7層 は,ロ ーム

主体の人為的に埋め戻 しされた土層と考えられる。第 3・ 4・ 6層 には柱の抜取 り痕が明瞭に残

っている。

遺物 覆土中や竃内から土師器 (甕,杯 )片75点が出土している。 3・ 4の完形の上師器の発 2

点と5の支脚は,竃内から出土し,いずれも本跡に伴うものである。 1・ 2の土師器の杯は,第

4層堆積後の投棄遺物である。

所見 遺構の形態や竃内の出土遺物から, 6世紀後半の住居跡と考えられる。

0              10cm

第43図 第231号住居跡出土遺物実測図
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第231号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量(cn 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備  考

第43図

1

杯

上師 器

A13.3

B 4.1

九底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に弱い稜を持

つ。口縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ肖Jり 。日縁部内・外面横

ナデ。内・外面黒色処理。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P166 90%

覆土(4層 )

2

杯

上師 器

A136
B 49

九底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に稜を持つ。

口縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り後,すデ調整。日縁

部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

褐灰色

普通

P167 60%

覆土(4層 )

3

養

L師 器

A218
B341
C 9,4

平底。胴部中位に最大径を持ち,

顕部から日縁部にかけて九みをも

って外反する。

胴部中位以下斜位のヘラ磨き。日

縁部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

明責褐色

普通

P169 95%

亀

4

菱

上師 器

A166
B 18 7

C 7.8

平底。胴都中位に最大径を持ち,

頭部から日縁部にかけて丸みをも

って外反する。日唇部でわずかに

外反する。

胴部中位以下斜位のヘラ磨き。日

縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P170 90%

竃

図版番号 器  種
法 量(cm) Tし 径

(Inm)

重 量
(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

5 支    脚 (11.9) (58) (295.0) ω 竃 DP 7

6 支   脚 (8.2) (6.1) (161.2) 3Kl 覆土

2.奈 良・平安 時代 の住居跡

第128号住居跡 (第 44図 )

位置 調査区の北西部,B9d3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.90m,短軸2.86mの方形を呈している。

主軸方向 N-5が一W。

出入り口 北西壁中央から西寄りの位置に,北西に向かって壁外に突出して,床面から確認面に

至る緩斜面を持った出入り田部を有している。規模は,長さ92cul,幅62cm,角度15° を測る。

壁 壁高24cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅級である。

ピット 2か所(Pl'P2)検 出されている。Plは ,径50cln,深 さ28cm, P2は ,径52cm,深

さ52cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 2か所の主柱穴の間から,出入り日側の床中央部にかけて炭化物が薄く堆積している。炭化

物の堆積の範囲は,長さ130cIIl,幅 72culの不定形を呈している。

覆± 3層 からなり,すべてロームプロックを含む褐色上を主体とした土層であり,人為的な堆

積土層と考えられる。

遺物 覆土中から須恵器 (蓋 )片 2点が出土している。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。
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B B'

SI-128 土層解説
1 暗赤掲色 ローム土多量,ロ ーム中～大プロック中量 ,

炭化粒子

2 暗掲色 ローム土・ローム中プロック中量
3 暗褐色 ローム粒子中量

第44図 第128号住居跡実測図

Ｅ
Ｏ
．ゆ
劇
劇
「

＼

　

　

ゴ
一

0            2m

第153号住居跡 (第45図 )

位置 調査区の北西部,C8e5区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸8.13m,短軸7.65mの方形を呈している。
主軸方向 N-13と W。

壁 壁高60cmを 測り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 規模や断面形は画―でないが,竃部分を除いて全周している。
床 平坦で,踏み固められ堅緻である。
ビット 15か所 (Pl～ P15)検出されている。 Pl～ P4は ,径56～ 96cm,深さ61～ 73cmで ,
いずれも主柱穴である。 P5は,径42clll,深 さ28cmで ,補助柱穴の可能性が考えられる。 P6～

P9は ,径38～ 68cm,深さ27～ 28cmで性格は不明である。 P10・ P llは ,径20～ 36cm,深 さ15～

25cHlで ,竃袖部に接する位置にあり性格は不明である。

P12～ P15は ,径22～ 48clll,深 さ19～30cmで,壁溝の底部に確認されている。

護 北壁中央部を40cm程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘上で構築されている。規模は,幅 165clll,

長さ195cmである。袖部の中位以下が良好に遺存しており,両袖とも基底部の幅は50clllを 測る。煙

道部は,焚口部から緩やかに外傾して立ち上がっている。
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B25.8m

SI-153 土層解説
I 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物粒子・白

色砂粒少量

2 暗褐色 焼土 ローム・粘土粒子多畳,粘上小プロッ

ク・炭化物少量

3 褐 色 焼土粒子・砂粒多量,炭化物少畳

第45図 第153号住居跡実測図

暗褐色 焼土・ローム粒子,炭化物粒子少量
禍 色 ローム・焼土粒子多量,粘土 砂粒少量
赤褐色 焼土プロック多量,下部に反層
褐 色 ローム粒子多量 ,焼土粒子少量
褐 色 ローム粒子・ ローム小・焼土小ブロック多量

0               2市

5

6

7

8
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覆上 8層 からなる。南西部は,撹乱が少なく自然堆積状況を示している。北東部は,広範囲に

撹乱されている。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕,杯 )片 3,034点 ,須恵器 (邦,蓋 )片 612点が出上している。
21の紡錘車と1の土師器の不が南西部床直上から出土し,かえりのついた須恵器の蓋を含んだほ

ぼ同時廃棄と考えられる遺物群が,上層から中層にかけて出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 8世紀前半の住居跡と考えられる。

blkl

。
|く |

B

01

SI-153竃  土層解説
ユ 赤褐色 小礫,粘土
2 暗赤褐色 焼土粒子・焼土プロック少量
3 にぶい赤褐色 粘土,小礫, ローム

4 赤褐色 粘土,小礫,ロ ーム

5 赤褐色 ロームブロック,粘土,小礫
6 暗赤褐色 ローム,粘上
7 にぶい赤褐色 ローム・粘土・黒色土ブロック
8 暗赤褐色 粘土 ロームプロック,小礫
9 暗赤褐色 ローム・粘土・焼土粒子・小礫・黒色土各

プロック

10 極暗赤褐色 焼土・ローム 木炭・各イヽプロ ック
■ 極暗赤褐色 全体に焼土・木炭.ロ ームプロック

④
引

B'

Ｅ
ω
．ゅ
ミ

打
‐
刊

0                1m

第46図 第153号住居跡驚実測図

轍

第153号住居跡出土遺物観察表

圏版番号 器 種 法量 (cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第47図

1

杯

上 師 器

A(146

8 43
九底。体部は九く内彎し,体部と

日縁部の境に低い稜を持つ。日縁

部はわずかに外反する。

体部外面不定方向のヘラ削り。日

縁部内・外面及び底部内面横ナデ。

婁母

灰白色

良好

P2  25%

床面
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0              10Cm

0              1ocm

第47図 第153号住居跡出土遺物実測図(1)
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減
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第48図 第153号住居跡出土遺物実測図(2)

0              1ocm

∃版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色詞・焼成 備  考
第47図

2

rfN

土 師 器

A158
B 39

九底。体部は内彎して立ち上がり

口縁部は外傾して開く。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面榛

ナデ。

砂粒・石英

明赤掲色

普通

P4  50%

覆土

3

杯

土 師 器

A150
B 34

九底。体部は内彎して立ち上がり,

口縁部は外傾して開く。

底部ヘラ削り後,横位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

橙色

普通

P5  50%

覆土

4

jln

土 師 器

A170
B 64

平底気味の九底。体部は内彎して

立ち上がり,日縁部は外傾して開

く。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

長石・石英・雲母

掲灰色

普通

P3  30%

篭

5

蓋

須 恵 番

A16.3

B 33
F 36
G o6

天丼部は丸みを持ち,緩やかに日

縁部に至る。内面口縁部付近にか

えりがつく。偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰白色

不良

P15  95%

覆土

6

蓋

須 恵 器

A170
B 36
F 39
G o5

天丼部は九みを持ち,緩やかに日

縁部に至る。日縁部内面付近にか

えりがつく。偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り。日縁部内

外面横ナデ。

長石・雲母

灰白色

良好

P16  60%

竃

S1226の 遺物と接合

7

蓋

須 恵 器

G

A(16.0)

B(26)
F(35)

口縁部欠損。天丼都から緩やかに

日縁部に至る。偏平なつまみが付

く。

天丼部回転ヘラ削り。日縁部内

外面横ナデ。

長石・雲母

灰白色

良好

P17  30%

覆土

8

蓋

須 恵 器

B(22)
F(34)
G o7

日縁部欠損。天丼部から緩やかに

日縁部に至る。中央のやや突出し

た偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英

灰白色

良好

P19  20%

覆土

9

蓋

須 恵 器

B(1,7

F 43
G o5

口縁部欠す亀 天丼部から緩や力ヽ こ

日縁部に至る。中央がやゃ突出し

た偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・雲母

灰白色

良好

P18  40%

覆土
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凶版沓号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第47図

10

杯

須 恵 番

A146
B 40
C 94

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部及び体部下端回転ヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・雲母

灰 白色

良好

P6  60%
覆土

11

杯

須 恵 暑

A(146
B 42
C 82

平底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部及び体部下端回転ヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・雲母

灰白色

良好

P7  60%
覆土

不

須 恵 器

A(86
B 35
C 50

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部及び体部下端手持ヘラ削り。 長石・雲母

灰白色

良好

P8  65%
覆土

13

硯

器

足

恵

圏

須 B

C

3.7

13.4

圏足硯の脚部の破片。脚端部内・

外面に稜線が入る。透かしは長方

形。

体部内・外面横ナデ。 砂粒。長石・石英

青灰色

良好

P20  10%
覆土

14

甕

土 師 器

A

B

25 0

71
口縁部破片。頸部はくびれ,日縁
部は強く外反する。

回縁部内・外面積ナデ。 砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

P9  10%
覆土

甑

土 師 番

A(307
B(90

日縁部破片。体部は外傾し,日縁

部は外反する。端部を外上方につ

まみ上げる。

胴部ヘラナデ。日縁部内・外面検

ナデ。

長石・石英・雲母

栓色

良好

％Ю

土

Ｐ

覆

甕

須 恵 番

A(296
B(171

底部破片。九底で径13cmの高台の

ついた痕跡がある。胴部は内彎し

て立ち上がる。

胴部内・外面横ナデ。 長石・石英

掲灰色

良好

％‐３

土

Ｐ

一優

甕

須 恵 番

A(311
B(59

口縁部破片。体部は外傾し,日縁

部は強く外反する。端部が上方に

突出する。

胴部同心円文の叩き。日縁部内・

外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

褐灰色

普通

P12   5%
覆土

第48図

18

手握土番

土 師 番

A 68
B 33
C 60

平底。体部はやや外傾して立ち上

がる。

体部内・外面に指による圧痕。底

部木葉痕。

砂粒・長石・礫

橙色

普通

P21  100%

覆土

図版番号 器  種
法 量(cm) 往

(Inm)

重 量

(g)

現 存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

支 脚 (16 0) (85) (506.6) 覆土

支 脚 (85) 1) 覆土

図版番号 器  種
法 量(cln) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

紡 錘  車 14 (30 4) 床面 Ql 粘板岩
鎌 (6.2) (321) 覆土 Ml

1      第154号住居跡 (第49図 )

位置 調査区の北西部,C8d7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.45m,短軸4,04mの 方形を呈 している。

1      主軸方向 N-15ヒ W。

l      壁 壁高52～ 60卿を測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。
1     壁溝 壁直下の床面を浅 く掘 り窪め,竃部分を除き全周 している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検 出されている。 Pl～ P4は ,径36～48cm,深 さ37～ 77cHlで ,

|      いずれも主柱穴である。 P5は ,径48卿,深 さ28cmで,出入 り回施設に伴うピットと考えられる。

1      護 北壁中央部を80cm程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘土で構築されている。規模は,幅125 cm,
―
      長さ170cmで 袖部の破損が著しい。火床部は,床面を15cll程掘 り窪めて構築しており,焼土化 し

-71-



ている。燃焼部には,焼土粒子,炭化物及び粘土ブロックが充満しているδ煙道部は,焚口部か

ら緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆±  5層 からなる。第 1・ 4層 は,ロ ーム主体の人為堆積上で, 2度にわたって埋め戻されて

いる。第 2層 は自然堆積である。第 2・ 4層 の間には,竃の上部構造の粘土が流失 して堆積 して

おり,第 3層 となっている。第 5層 は,電構築粘土の最初の流失土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕,杯 )片 867点 ,須恵器 (郭,蓋 )片297点 が出上 している。

8の上師器の斐と12の小形の土師器の奏が,床直上から破片で出土し, 1・ 2の須恵器の杯が竃

の西と東側の北壁直下の位置で,上方から転落したような状態で出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 9世紀後半の住居跡と考えられる。

01 B'=

I-154 土層解説

褐 色 ローム・焼土粒子,炭化紘子少量

褐 色 焼土イヽプロック多量,炭化物・土器片少畳
暗赤褐色 焼土粒子多量,炭化粒子・白色粘土月ヽプロ

ック少量,粘土プロック

褐 色 焼土,粘土多量
にぶい赤掲色 白色粘土プロック多量,焼土粒子少量

kl

褐灰色 灰層

0 2m

―
‐―
」

第49図 第154号住居跡実測図
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01
SI-154毯  土層解説
1 極暗赤褐色 粘主・ローム・小礫・本炭各小プロック

2 暗赤褐色 ローム,精二 J蝶
3 暗赤綺色 全体に擁土・焼土プロック
4 儀袖部
S 赤黒色 本炭・灰多量
6 にぶい赤褐色 粘土,ロ ーふブロック,砂,(焼止化 )
7 暗赤褐色 粘土・黒色土少量
8 暗赤褐色 ロームプロック,粘土,焼上,灰

0               1m

01B25.8m

第50図 第154号住居跡造実測図

-73-



第51図 第154号住居跡出土遺物実測図(1) 0              1ocm

第154号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第51図

1

杯

須 恵 器

A131
B 41
C 7.0

コ表。体部は外傾して立ち上がる。

日唇部がわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

削り。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰色

良好

P171 100%

覆土(4層 )

灯明皿

2

不

須 恵 器

A124
B 51
C 6.6

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日唇部がわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

削り。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・長石

灰色

普通

P172 100%

覆土(4層 )

3

杯

須 恵 器

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日唇部がわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り。体部下端手持

ちヘラ削り。体部内・外面横ナデ。

砂粒。長石・石英

灰色

普通

P173 80%

床面

4

不

須 恵 番

A135
B 46
C 69

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日唇部がわずかに外反する。

底都ゆっくりした回転ヘラ切り。

体部下端手持ちヘラ削り。体部内・

外面積ナデ。

砂粒。長石・石英

灰色

普通

P174 90%

覆土(4層 )

5

不

須 恵 器

A134
B 4.0

C 76

平底。体抽ま外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り。体部下端手持

ちヘラ削り。体部内・外再横ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰色

普通

P176 50%

覆土

杯

須 恵 器

A13.6

B 4.0

C(82

平底。体謝

“

ま外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

削り。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・石英

灰色

普通

P177 40%

床面

7

霊

須 恵 暑 B(22)

F 31

天丼部に平坦面を持つ。中央部の

突出する偏平なつまみが付く。

天丼部平坦面回転ヘラ削り。日縁

部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

褐灰色

普通

P185 50%

床面

第52図

8

甕

土 師 基

A211
3(287

底部欠損。胴部中位に最大径を持

ち,頸部から回縁部にかけて小さ

く外反する。日唇部を上方につま

みあげる。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

口縁部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母。長石

明赤褐色

普通

P178 80%

覆土(4層 )

9

甕

上 師 器

A220
B(27 5)

底部欠損。胴部上位に最大径を持

ち,顕部から口縁部にかけて小さ

く外反する。日唇部を外上方につ

まみあげる。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい褐色

普通

P179  50%

覆土(5層 )

甕

土 師 器

A16.9

B〔 19 8〕

C 80

平底。胴部上位に最大径を持つ。

日縁部は短く外傾する。日唇部を

上方につまみ上げる。

口縁部内・外面積ナデ。 雲母・長石・石英

赤褐色

やや不良

P180 60%

覆土(4層 )
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第52図 第154号住居跡出土遺物実測図(2)
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コ版香号 器 種 法量(cl l) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第52図

11

小 形 養

土 師 器

A136
B16.5

C 86

平底。胴部は内管しながら立ち上

がる。顕部はくびれ,日縁部は外

反し,日唇部を上方につまみあげる。

底部木葉痕。胴部外面ヘラ肖Uり 。

口縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P181  60%

覆土(4層 )

小 形 妻

土 師 器

A15,1

B ll.4

C 6.9

平底。底部は内彎気味に立ち上が

り,頸部でくびれる。日縁部は外

傾し,端部をつまみ上げる。

底部本葉痕。胴下半部横位のヘラ

削り。内面ナデ。口縁部内。外面

横ナデ。

雲母・長石・石英

褐灰色

普通

P182 100%

床面

第52図

13

菱

須 恵 器

A(36.8

B(8.9
胴下■部欠損。体部は外傾 して立

ち上がり,日縁部で外反する。

胴部外面平行叩き。日縁部内・外

面積ナデ。

砂粒・長石・石英

灰色

普通

P184  15%

覆土(4層 )

図版番号 器  種
法 量(clll) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考最大長 最大幅 最大厚

刀 子 ( 11 (49) 覆土 M4

釘 ( (9,8) 覆土 M5

鎌 (411) 覆土 M6

第155号住居跡 (第53図 )

位置 調査区の北西部,C8d9区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.38m,短軸4.20mの方形を呈 している。
主軸方向 N― o° 。

壁 壁高38～ 42cmを 測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
壁溝 竃部分と東壁からやや南寄 りの一部を除き全周 している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 8か所 (Pl～ P8)検出されている。 Pl～ P4は ,径34～42cm,深 さ21～ 31∽で,
いずれも主柱穴である。P5は ,径30cm,深 さ32cmで ,出入り口施設に伴うピットと考えられる。
P6～ P8は ,径36～ 44clll,深 さ9～ 25cmで,性格不明である。

證 北壁中央部を70cIII程壁外べ掘り込み,砂まじりの粘土で構築されている。規模は,全幅115cHl,
全長115clllを 測る。袖部の基底部幅は27cmで ,高さ45cmま で遺存し,西側の袖部は甕を芯材として

構築している。火床部は,焼土化し,燃焼部には,焼土粒子,炭化物及び粘土プロックが充満し
ている。煙道部は,焚口部から緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆± 5層 からなる。第 1層 は,自 然堆積土層である。第 2～ 4層 は,ロ ームブロックを多く含
む人為的な埋め戻し上層である。第 5層 は,ロ ームの壁が剖落し,ロ ーム土等が自然堆積した土

層である。

遺物 覆土中から土師器 (奏 ,郭 )片 682点が,須恵器 (杯,蓋 )片262点が出土している。 5片
程の上師器の小片が床に貼 りついて出土した以外はすべて,人為的に埋め戻された土とともに廃

棄された遺物である。 6の土師器の甕は,竃内堆積土層 (第 4層 =宅天丼部崩落土)中から出土

している。 8の金銅製鈴は,覆土 (第 3層 )中から出土 している。
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所見 遺構の形態や出土遺物から, 9世紀前半の住居跡と考えられる。

bl

A25.8m

第53図 第155号住居跡実測図

ご
一

口1 引 ul
SI-155 土層解説
1 暗褐色 明褐色土プロック,ロ ーム 焼土粒子少量
2 暗褐色 ローム 焼土粒子少量,炭化物少量
3 暗褐色 炭化物中量, ローム・焼土粒子少畳
4 暗掲色 ローム・焼土粒子中量,炭化物 明褐色土ブ

ロック少量

5 暗褐色 ローム・焼上粒子中量,焼土小プロック

0               2m

第155号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量 (an 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備  考

第55図

1

不

須 恵 奉

A13.7

B 4.6

C 6.5

平底。体部は外傾して立ち上がり,

日唇部はわずかに外反する。

底都回転糸切り後,無調整。体部

内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P186  95%

覆土(3層 )

酸化炎焼成

杯

須 恵 科

A134

B 50

C 6.2

平底。体部は外傾して立ち上がり,

日唇部はわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

削り。体部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・石英

灰色

普通

P187 95%

篭
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|

LI

SI-155t 上層解離
1 暗赤秦色 ロエーム1益主'本麟 子
2 暗赤褐色 全体に続主―・ |-471Pラ ク,■報 ●洛上

ア ロッタ

e 鋳主,黒襖色土ア●ッタ
4 1騨碧 軽 鋼 ,ヽ戦土ブ●ァタ,本氏 お競
● 御賜購隆 部 こ本嘉 雄 テロ,夕!床
1 1暗赤褐色 粘土jロームデロック.1焼止
7 注暗赤掲色 粘圭j口‐ム・慕ヨと小プロッタ
な 暗券褐色 袷二P― 残土プロィク

' 
晴本痛色 緯il粘土ブ0ァク

ー

10に基い赤褐色 粘i残土粒子

0          1m

|

E 2iam

第54国 第155号色居跡輩実剃図

。
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H版番サ 洛 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第551Xl

3

占台付イ

須 忠 器 B(4.5

D lo,4

E 17

平嵐で「ハ」の守引大|こ開く高台が

付く。体部は外傾して立ちLがる。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

け。体部内・外面横ナデ。

長石・石央・雲母

灰黄色

普通

P188  50%

覆土(3居 )

4

高台付皿

須 恵 器

A153
B 35
D 84
E 14

平lltで「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部の境に稜を持つ。日再部は

やや外反する。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

け。体部内・外面横ナデ。

長石・雲母

灰褐色

普通

P196 80%

稜土(3唇 , 5層 )

5

艶

土 RIl器

A196
B〔 32.6〕

C 78

平底。胴部中位に最大径を持ち,

頌部から日縁部にかけて丸みをも

って外反する。日唇部を上方につ

まみ_■げる。

底部木葉痕。胴部斜位のヘラ磨き。

口縁部内・外面横ナデ。

長石・石央・雲母

にぶい橙色

普通

P189  45%

篭

小 形 斐

土 師 器 B(88
C 62

口縁部欠損。胴部は内彎して立ち

上がり,胴都中位に最大径を持つ。

麻部木葉痕。胴部横位のヘラ削り。

内面ナデ。

長石・石英・雲母

暗赤掲色

やや不良

P193  30%

覆土(4層 )

7

長 顕 壷

陶  器 B(34
日縁部・体部欠損。顕部と肩部の

破片である。

顕部内・外面横ナデ。 砂粒微畳

オリーブ灰色

普通

P195  10%

覆土(4層 )

図版番号 器  種
法 量(cHl) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

8 鈴 ( ( 覆土 (3層 ) M7 金銅製
9 鎌 (48) 覆土 M8

第156号住居跡 (第56図 )

位置 調査区の北西部,C8co区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.00m,短軸3,36mの 長方形を呈している。
主軸方向 N-23と W。

壁 壁高 8 cmを測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。
壁溝 壁直下を浅く掘り窪め,断面形はU字状を呈し,全周している。
床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。 Pl～ P5は ,径24～ 64clll,深 さ15～ 63cmで あ
る。配置が不規則なため,主柱穴は不明である。

輩 袖部は,ま ったく遺存していないが,北西壁近くの床面に長径50cln,短径40clxlの不定形の火
床部と思われる赤変硬化した跡が検出されている。

覆± 5層 からなる。全体に小ロームブロックゃ焼土 。炭化粒子を含んだ土層を主体とし,第 1
～ 3層 は,人為的な堆積土層と考えられる。第 4・ 5層 は, 自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (奏,杯 )片力∨2点出土しているが,本跡に伴う遺物は出上していない。
所見 第161・ 162号住居跡と平面形が類似するが,やや主軸の向きに差異がある。遺構の時期は

不明である。
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第56図 第156号住居跡実測図

0               2m

第157号住居跡 (第 57図 )

位置 調査区の北西部,B8i9区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.90m,短軸2.82mの方形を呈している。

主軸方向 N-25生 W。

出入り口 北西壁中央から西寄りの位置に,北西に向かって壁外に突出して,床面から確認面に

至る緩斜面を持った堅くしまった出入り口部を有している。規模は,長さ142cln,幅48clll,角 度12°

を測る。

SI-156 土層解説
I 暗褐色 ローム・焼上・炭化物粒子
2 暗褐色 全体に小ロームプロック,焼土粒子,炭化物

少量

3 褐 色 上部に黒色土,下部にローム

4 暗褐色 全体に小ロームプロック,焼土粒子,黒色土
プロック

5 暗褐色 黒色土,ロ ームブロック,ロ ーム粒子
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壁 壁高約54cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。
ピット 3か所(Pl～ P3)検出されている。Plは ,径22cm,深さ36cm, P2は ,径22cln,深
さ42cm, P3は ,径44cm,深さ約10cHlを 測る。P3は ,住居覆土の堆積状況から住居廃絶後の第
3層堆積後に抜き取られた可能性が考えられる。

炉 出入り口側の中央部付近に炭化物が薄く堆積し,その範囲は,長径44cm,短径38cmの楕円形
を呈している。

覆± 5層 からなる。第 1～ 3層・ 5層 は, 自然堆積土層と考えられる。第 4層は, P3の柱を

抜き取った跡に堆積した土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片232点 ,須恵器 (杯,蓋 )片84点,及び桓少量の土師質土器
片 5点が出土している。本跡に伴う遺物は出土していない。覆土中の遺物のほとんどは平安時代

前半代の土器片である。土師質土器片は,底部に九みを持った杯の破片である。

④ 引
ね

|

01

A 25,8m

SI-157

1 暗褐色

WI

土層解説

ロームプロック多量,ロ ーム・黒色土・焼土

粒子多量

小ローム・黒色土ブロック

ローム・黒色土プロック

ロームプロック,焼土粒子,黒色上プロック
ローム・黒色土プロック少量

口

「

ム・黒色土多量,下層に焼土粒子

0               2m

帷
騨
帷
睡
唖

④
児
　

　

　

　

Ｏ
Ｌ

WI口
||。

第57図 第157号住居跡実測図
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所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第158号住居跡 (第 58図 )

位置 調査区の北西部,B9hl区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.94m,短軸2.82mの方形を呈している。

主軸方向 N-2と E。

壁 壁高約26cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ピット 2か所(Pl'P2)検 出されている。Plは ,径52cm;深さ44cm, P2は ,径18cm,深

さ40cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆± 4層 からなり,すべてローム小プロックを多く含む人為的な堆積土層と考えられる。

遺物 覆土中から平安時代以降の上師器 (奏,杯 )細片82点 ,須恵器 (甕,杯 )片 71点,及び土

師質土器片 4点が出土しているが,本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

bHb bl 01

口
|。 |

A25.3m パ

口
|

SI― 158

1 暗褐色
2 暗褐色

3 暗褐色

4 暗褐色

01

土層解説

ローム月、プロッタ・ ローム粒子多量

ローム小プロック,ロ ーム粒子

ローム小アロッタ,ロ ーム粒子,黒色土

ローム小プロック,ロ ーム粒子,黒色土,炭

化物少量

0 2m

（
Ｖ
巳

第58図 第158号住居跡実測図
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第159号住居跡 (第 59図 )

位置 調査区の北西部,B9e4区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸 (3.40m),短軸 (2.60m)の 方形を呈していると考えられる。

主軸方向 N-75生 w。

壁 壁高約 6 clnを測る。

床 平坦で,堅 く踏み固められている。

ピット 2か所(Pl・ P2)検出されている。Plは ,径34cm,深 さ12cHl, P2は ,径34clll,深

さ22cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆土 残存する覆土がほとんど無く堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯 )片26点,須恵器 (甕,杯,蓋 )片 4点が出上しているが,本

跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

A

0               2m

第59図 第159号住居跡実測図

第160号住居跡 (第 60図 )

位置 調査区の北西部,B9c6区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5。 30m,短軸5,14mの方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

Q
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o               2m

SI-1611 上層解説

1 暗褐色 ローム,焼土粒子,大ロームブロック,小ロ

ームプロック

2 暗褐色 ローム・焼土粒子,黒色土ブロッタ

3 褐 色 黒色土,ロ ーム主体,木炭,焼土粒子少長

4 暗褐色 黒色土,ロ ーム,粘土,焼土粒子

第60図 第160号住居跡実測図
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壁 壁高16～ 30cmを 測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 規模や断面形は画―ではないが,電部分を除き全周 している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ピット 6か所 (Pl～ P6)検 出されている。Pl～ P4は ,径 24～ 50cm,深 さ50～ 57cmで ,

いずれも主柱穴である。 P5は ,径48cHl,深 さ36cmで ,出入 リロ施設に伴うピットと考えられる。
P6は ,径32clll,深 さ17cmで,性格は不明である。

護 北壁中央部を50cln程壁外へ掘 り込み,砂まじりの粘土で構築されている。規模は,幅 140cHl,
長さ115cmを測る。袖部が,高 さ25cIIl程遺存している。火床部は,床面を 8 cal程掘 り窪めて構築さ
れており,焼土化している。燃焼部には,焼土粒子,炭化物及び粘土プロックが入っている。煙

道部は,火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆± 4層 からなり,すべて自然堆積土層と考えられる。

hl

al

口
|

al

A…
2i4m パ

SI-160篭  土層解説
I 極暗赤褐色 焼土 。ローム・木炭・粘土粒子
2 にぶい赤褐色 砂・粘土 焼土プロック
3 極暗赤褐色 全体に焼土プロック・木炭・粘土プロック
4 にぶい赤褐色 焼土プロック・木炭少量
5 極暗赤掲色 雄土化 したローム
6 極暗赤褐色 粘土,焼土プロック,本炭
7 赤褐色 全体に加熟,粘土,小礫,黒色土プロック,

本炭

8 赤掲色 全体に加熟,粘土,砂、焼土・黒色土プロック

0               1m

第61図 第160号住居跡護実測図
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遺物 覆土中から土師器 (発,杯)片 204点が出上 している。 5の土師器の発が床面に広範囲に散

乱しており, 1の土師器のIThは ,床面の破片と覆土上層の破片とが接合したものである。 2の須

恵器の蓋片をはじめ遺物のほとんどは,覆土 (第 2層 )中から出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 7世紀前半の住居跡と考えられる。

一

十

-2

r③

0              10Cm

第62図 第160号住居跡出土遺物実測図

①
詳
６

レ
洵

第160号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第62図

1

杯

土 師 器

A(14.4

B 3.9

丸底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部はほぼ直立する。

底部ヘラ削り。口縁部内・外面横

ナデ。内面赤彩。

長石・石英

明赤褐色

普通

P22 10%

覆土(3層 )

2

蓋

須 恵 器

A(148

B(13
日縁部破片。日縁部内面に短いか

えりが付く。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・婁母

灰色

普通

P26   5%

覆土(2層 )

3

小 形 養

土 師 器 B(40)

C 62

底部破片。平底で胴部は外傾して

立ち上がる。

胴部外面ヘラ磨き。 長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P25   5%

覆土(3層 )

4

小 形 菱

土 師 器

A(133)

B(31)
日縁部破片。胴部と口縁部の境に

弱い稜を持ち,日縁部は内彎気味

に立ち上がる。口唇部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

P23   5%

覆土(1層 )

5

甕

土 師 器

A(19o)

B(178)

底部欠損。胴部中位に最大径を持

つ。顕部はくびれ,日縁部は外反し,

日唇部をわずかにつまみ上げる。

胴部中位以下ヘラ磨き。胴部上位

及び内面ヘラナデ。日縁部内・外

面積ナデ。

石英。長石・雲母

褐灰色

普通

P24  15%

覆土(2層 )
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囲版番号 器  種
法 量(cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第62阿  6 王 1_2 覆土 Q2  滑石

第161号住居跡 (第 63図 )

位置 調査区の北西部,B9e8区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5,10m,短軸3.63mの長方形を呈している。

主軸方向 N-5生 E。

壁 壁高12～ 18cmを 測り,緩やかに立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 8 cm程掘り窪め,断面形は逆台形状を呈し,西壁と北壁,南壁の一部の壁

直下にめぐっている。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ピット 検出されていない。

誼 北壁中央部の壁から50cm程屋外に離れた位置に構築されている。平面形は,馬蹄形を呈して

おり,規模は,幅106cm,長 さ110cm,袖 基底部の幅は約20cmを測る。火床部は,ほぼ平らであり,

中央部に支脚状の粘土が傾いた状態で遺存している。

覆± 3層 からなる。第 1・ 2層 は,耕作による撹乱で土が動いている。第 3層 は,自然堆積土

層と考えられる。

遺物 北部覆土中から土師器 (菱,杯)片466点が出土している。竃内に遺存していた粘土製の支

脚は,遺存状態が悪く,取 り上げることができなかった。粘土製支脚は,長 さ19cm,底部径 7 cm

を測る。粘土製支脚の胎土は,荒い擬灰岩の砂粒及び暗褐色土を混ぜた白色粘土でできており,

にぶい黄褐色を呈している。その他に,第 1。 2層 中から,縄文式土器細片や奈良時代の須恵器

の杯細片等が出土している。

所見 住居の平面形が南北方向に長い長方形であり,竃が壁から離れた位置にあるという点に特

徴が見られる。覆土中の上器群等から, 9世紀代の住居跡と考えられる。

第161号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種
法 量(all) Tと 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第64図  1 支   脚 (174) (7.9) (530.0) 80 覆土

2 支 脚 (3.3) ( (1314) 30 覆土

3 刀 子 覆土 M15
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も
|

01

Sl―■お1 土層解説          i
r 培擦色 焼土粒子多二
2 -暗褐色 口‐ム粒子,炭化物少量8彎
:■
加″!∵千多■期弊?

0            2m

|

SI-10ユ欝 ‡層解説
1 1ぶい費褐色 砂赳・嗜編色土毘ぜた白色粘土
4 にぶV｀赤縛魯 耀圭小アロッタ・焼土粒子多量,

(流出粘土)

0 鶴 色 焼土粒子少量

0               1m

01
01

A 25.4m

B

A

A25.2m

④

パ一

463図 第161号住居跡・憲実測図
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① 2

0              10cm

第64図 第161号住居跡出土遺物実測図

第162号住居跡 (第 65図 )

位置 調査区の北西部,C9c2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5,59m,短軸3,75mの長方形を呈している。

主軸方向 N-6と W。

壁 壁高 6～ 10cmを 測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を4～ 10cm程掘り窪め,断面形はU字状を呈し,全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径38cHl,深 さ24clrlを 測る。主柱穴とは考えら

れない。

譜 北壁から約60cm離 れ,長径120cHl,短径110cmの不定形の焼土の広がりがあり,竃の火床と考

えられる。火床部は,床面を12cm程掘り窪めて構築されており,その中に,木炭片,灰 を含む焼

土とロームブロックが堆積している。竃の上部構造はまったく残っていない。

覆± 2層 からなる。第 1層 は,焼土粒子やローム粒子を含む薄い人為的な堆積土層であり,踏

み固められたようによく締まっている。第 2層 は,粘土ブロックを含み,竃の崩壊後の自然堆積

土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 434点 ,須恵器 (杯,蓋 )片 6点が出土している。本跡に伴

う遺物はなく,すべて流れ込みと思われる。

所見 遺構の形態から, 9世紀代の住居跡と考えられる。第156号住居跡と第161号住居跡と類似

する遺構である。
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第65図 第162号住居跡実測図

④
引

A

担 些
=季

器 堕 二

止 SI-162 土層解説
1 暗掲色 ローム・焼土粒子多量
2 暗褐色 ローム・焼土粒子多量,焼土・粘土イヽプロッ

ク多登

0               2m

C C'

第163号住居跡 (第 66図 )

位置 調査区の北西部,C9b6区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.90m,短 軸2.89mの方形を呈している。

主軸方向 N-61生 w。

出入り口 南東壁中央から北東寄 りの位置に,南東に向かって壁外に突出し,床面から確認面に

至る堅く締った緩斜面を有 している。規模は,長 さ112cm,幅56cm,角度17° を測る。

壁 壁高約28cmを 測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

-91-



Ｃ

一

Ａ

一
Ｄ

床 平坦で,出入り口側を中心に出入り口都斜面から, P2周辺にかけての範囲が堅く踏み固め

られている。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径18cm,深 さ24cm, P2は ,径 22cln,

深さ22cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 出入り口側の床中央部付近に炭化物が薄く堆積している。範囲は,長径60cm,短径30cmの長

楕円形を呈している。

覆± 3層 からなる。第 1。 2層 は,人為的な一括の埋め戻し土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (奏 ,杯 )片 38点,須恵器 (養,杯 )片 29点,土師質土器片 4点が出土

している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

hl

A25.4m

口
|   

。
|

SI-163 土層解説
1 黒褐色 ソフトロームガ、プロック,
2 黒褐色 ソフトローム小プロック,

量

3 黒褐色 黒褐色上の単一層

0

焼土粒子極少量

黒色土プロック少

2m

第66図 第163号住居跡実測図

第164号住居跡 (第 67図 )

位置 調査区の北西部,B9j6区を中心に確認されている。

ご
一
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重複関係 本跡の南部を第 4号溝によって切られている。

規模と平面形 長軸2.70m,短軸2.69mの方形を呈している。

主軸方向 N-88ヒ E。

出入リロ 東壁中央から北寄りの位置に,東に向かって壁外に突出して,床面から確認面に至る

緩斜面を持った出入り日部を有している。規模は,長さ25cm,幅 70cmで ある。

壁 壁高約18clllを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅く踏み固められ堅緻である。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径 15clll,深 さ28cm, P2は ,径28cm,

深さ28cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆± 2層 からなる。第 1層 は,ロ ームブロックを均―に含む人為的堆積土層である。第 2層 は,

ロームの壁が剖落し,ロ ーム土等が自然堆積した土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,郭 )片23点,須恵器 (高台付杯,蓋 )片 7点 ,上師質土器片 3点

が出上している。本跡に伴う遺物は出上していない。

口
|

A25。
4m

SI-164 上層解説
1 黒褐色 ローム粒子,ソ フトローム小ブロック,焼土

粒子極少量

2 褐色土 壁ローお崩落層

0            2m

ヽ
ロ
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所見 本跡は,重複関係から,第 4号溝よりも古い時期に構築されている。遺構の形態から,12

世紀以降の住居跡と考えられる。

第165号住居跡 (第 68図 )

位置 調査区の北西部,C9b5区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.05m,短 軸2.86mの方形を呈している。

主軸方向 N-loと W。

壁 壁高42～ 50cmを測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を17卿程掘り窪め,断面形はU字状を呈し,竃部分と南東コーナー部付近を

除き全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径14cm,深 さ12cmで ,出入り日施設に伴うピ

bt th

A

01

A25.2m
SI-165 土層解説
1 暗褐色 ローム・黒色上粒子多員
2 暗褐色 全体にローム・黒色土プロック,ローム粒子
3 暗褐色 ローム・焼土粒子,黒色土プロック
4 暗褐色 ロームプロック,ロ ーム粒子
5 暗褐色 ロームプロッタ・ローム粒子多量
6 褐 色 ロームプロック,黒色土粒子

0              2m

第68図 第165号住居跡実測図
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Θ 引

口
|

hl

SI-1“竃 土層解説
二 暗赤掲色 ロー

^・

.木炭・粘土ブロック

2 極暗赤tB色 小プロック,粘土
3 暗赤褐色 ローム・焼土粒子,粘土プロック
4 極暗赤褐色 粘土,黒色土,焼止
5 趨暗赤褐色 ローム

al口
|。

パ
一

A 2512m

E 2S.2m
LILI

E'

Θ 引

0               1m

第69図 第165号住居跡護実測図
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ットと考えられる。

輩 東壁中央部を20cm程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘土で構築されている。規模は,幅80cm,

長さ68cHlである。袖部が良好に遺存しており,両袖基底部の幅は17～ 20cmを 測る。火床部は,ほ

ぼ平らで焼土化している。燃焼部からは,焼土粒子や木炭小片,粘上が検出されている。煙道部

は,焚目部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆± 5層 からなる。第 1層 は自然堆積土層である。第 2～ 4層 にかけては,ロ ーム・黒色土ブ

ロックを層全体に含み,人為的堆積土層である。

遺物 竃内と覆土中から土師器 (杯,蓋 )片 2点,須恵器 (奏,托 )片 5点が出土している。須
恵器の小形甕の破片は,竃内から, 1の須恵器の蓋の破片は,覆土中から, 2の完形の須恵器の

托は,篭西側の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 遺構の形態と出土遺物から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

2  0               10cm

第70図 第165号住居跡出土遺物実測図

第166号住居跡 (柴崎遺跡 1区第69号住居跡)(第 71図 )

位置 調査区の南部,F10j2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.64m,短軸5.60mの方形を呈している。
主軸方向 N-40生 W。

壁 壁高約20cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
壁溝 南西壁と南東壁直下の床面が浅く掘り窪められている。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。
ピット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。 Pl・ P2は ,径 54～ 64cm,深 さ60～ 66cmで ,
いずれも主柱穴である。 P3～ P5は ,径 10～ 26cm,深 さ12～ 27cmで,性格は不明である。

第165号住居跡出土遺物観察表

雪版番弓 器 種 法量 (all) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第70図

1

蓋

須 恵 器

B(29)

F 2.9

G l.1

天丼部は九みを持ち,緩やかに日

縁部に至る。中央部の突出した偏

平なつまみが付く。

天丼部内。外面横ナデ。 長石・石英・雲母

黄灰色

普通

P199  20%

覆土

托

須 恵 器

A 91

B l.4

C 8.0

平底。日縁部は外傾して短く立ち

上がる。中央部に中のくばんだ偏

平なつまみ状の受け部が付く。

底部手持ちヘラ削り。体部内・外

面横ナデ。

石英・雲母

灰色

良好

P201 lCXl%

覆土

-96-



Ｏ
Ｎ
Ｎ

一
∽

SI-166・ 229 土層解説

1 掲 色 黒褐色土・ローム小プロック

2 褐 色 ローム小プロ ック・焼土粒子
3 褐 色 ハー ドローム小プロック,焼土粒子
4 褐 色 焼土プロック多量
5 褐 色 ハー ドローム,褐色土小プロック

6 褐 色 ハー ドローム,褐色土小プロック
7 褐 色 ローム刀、プロ ック多量
8 褐 色 ローム小プロ ック多量

al

0             2m

Ｏ
Ｏ
ｒ
一
〇

E
C
吟
N

く
|

Ｅ

Ｏ
．ゆ

劇

B 25,2前

第71図 第166・ 229号住居跡実測図
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覆±  5層 からなる。すべて自然堆積土

層である。

遺物 覆土中から土師器 (養,杯 )片 156

点,須恵器 (郭 )片 12点が出土 している。

2の支脚が,南 コーナー部の床面から出

土 している。その他では,鬼高期の杯細

片や奈良時代前半の須恵器の奏口縁部片

等が覆土中から破片で出土 している。

所見 遺構の形態と出土遺物から, 6世

紀後半の住居跡と考えられる。

0              1ocm

第72図 第166号住居出土遺物実測図
第166号住居跡出土遺物観察表

目版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第72図

1

甕

須 恵 器

A(196)

B(5.0)

日縁部破片。日縁部は外反し,端

部内・外面に突線がめぐる。

日縁部外面カキロ。内面横ナデ。 砂粒。長石・石英

責灰色

普通

P30  5%

覆土

図版番号 器  種
法量(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

2 支    脚 (176) (68) (605.8) 80 床面 DP 3

第167号住居跡 (第 73図 )

位置 調査区の南部,G10a3区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡の南西部が,第 168号住居跡の北東部を掘り込んでいる。
規模と平面形 長軸3.70m,短軸3.69mの方形を呈している。
主軸方向 N-1生 W。

壁 壁高10～ 15cmを 測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。
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壁溝 壁直下の床面を14cm程

掘 り窪め,断面形はU字状を

呈 している。亀部分を除き全

周 している。

床 平坦で,踏み固められ堅

級である。

ビット 5か 所(Pl～ P5)

検出されている。 Pl～ P4

は, 径認4～ 60cm, 深さ30～ 42

cHlで ,いずれも主柱穴である。

P5は ,径 24cm,出 入 り口施

設に伴うピットと考えられる。

篭 北壁中央からやや東寄 り

の位置を60cm程壁外へ掘 り込

み,砂まじりの粘土で構築 さ

れている。規模は,幅 160cm,

長さ132cmを 測るが ,遺存状況

が悪 く,宅のほとんどは削平

され残っていない。火床部は,

5帥程窪んで焼土化 している。

燃焼部には,焼土粒子や炭化

パA25.4m

_どと
「……、
、 _:_ _

C

B'

物,灰が充満 している。煙道   s1167土騎統

部 は ,火 床 部 か ら 緩 や か に 外   ケ 悟
g括
逐全歩雪

多量,炭イ働 ・焼土粒子少量  。          2m

肇,焼土粒子少量

傾 して立ち上がっている。   第73図 第167号住居跡実測図

覆±  2層 からなる。第 1層 は,壁崩壊の自然堆積土層である。第 2層 は,褐色のローム土を主

体とした自然堆積土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯 )片 230点 ,須恵器 (杯,蓋 )片 13点,及び瓦片が出土 している。

8の上師器の甕は,亀内から破片で, 6の須恵器の高杯の外部は,逆位で煙道部付近の補強材 と

して使用された状態で出土 し, 4の 須恵器の郭と10の須恵器の平底の甕は,住居内中央部の床面

から出土 している。また, 2の上師器の不ととの土師器の内黒の杯, 8の 中形の土師器の甕片は ,

貼床の下から出土し, 5の 須恵器の杯と3の土師器の杯は,覆土 (第 1層 )中からそれぞれ出土

している。

-99-



所見 本跡は,

出土遺物から,

A25.4m

C

重複関係から,第 168号住居跡より

9世紀後半の住居跡と考えられる。

hl lb

第74図 第167号住居跡謹実測図

も新しい時期に構築されている。遺構の形態と

パ

土層解説

焼土小プロック,炭化物・焼土粒子 砂礫少量

暗褐色土, 焼土粒子少量

焼土粒子・炭化物少量 (灰層 )

焼土粒子・粘土旭ヽプロック少量

灰多量,ローム主体の上層

0               1m

‐‐‐ヽヽ
、ヽ、ゝ】剖弧、４、、、、、‐′′′！

ご
〓パ

ご
一

冤
色
色
色
色
色

‐６

褐

　

　

褐

一

赤

褐

灰

褐

褐

第167号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量 (cn 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第75図

1

不

土 師 器

A14.5

B 3.9

C 62

平底。体部は内彎気味に外傾して

立ち上がる。

底部及び体下半部回転ヘラ削り。

日縁部内・外面積ナデ後,内面黒

色処理。

長石・砂粒・雲母

にぶい橙色

良好

P202 60%

杯

土 師 器

A16.0

B 4,7

C(85

平底。体部は内彎気味に外傾して

立ち上がる。

底都及び体部下端手持ちヘラ肖Uり。

体部内・外面横ナデ。内面ヘラ磨

き。

長石・石英・雲母

にぶい掲色

良好

P205 35%

杯

土 師 器

A l12

B 44
C(6.4

平底。体部は内彎気味に外傾して

立ち上がる。

底部及び体部下端手持ちヘラ削り。

体部外面ヘラ磨き。

長石・石英・婁母

にぶい赤掲色

普通

P206  40%

覆土

4

・ 杯

須 恵 器

A14.0

B 4.2

C 5.1

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁都がわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り後,無調整。体

部下端手持ちヘラ肖Uり 。体部内・

外面横ナデ。

石英・長石・雲母

掲灰色

普通

P203  60%

覆土

5

杯

須 恵 番

A14.2

B 4.1

C 56

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面積ナ

デ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P204 40%

覆土
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第75図 第167号住居跡出土遺物実測図



器 種 法量(∞ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第75図

6

高杯

須 恵 務

A20.4

B(80
脚裾部欠損。杯部は緩やかに外傾

して開く。脚部には三窓の透かし

が入る。

ITN部及び脚部内・外面積ナデ。 長石 。石英

褐灰色

良好

P207 70%

電

7

小 形 箋

土 師 器

A(13.2

B(58
胴下半部欠損。顕部はくびれ,日

縁部は短く外反する。端部を上方

につまみあげる。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P208  5%

覆土

養

土 師 器

A(16.4

B(3.2

日縁部破片。日縁部は短く外反す

る。端部を上方につまみあげる。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい黄栓色

普通

P209  5%

甍

須 恵 器

A(316

B(160
底部久損。体部は外傾して立ち上

がり,日縁部は外反する。日唇部

が上方に突出する。

胴部平行日「き。内面及び日縁部内・

外面横ナデ。

砂粒・雲母

灰責色

普通

P211 10%

床面

甕

質恵 器 B(5.8

C16.7

底都破片。平底。体部は外傾して

立ち上がる。

底部及び体部下端ヘラ削り。体部

内・外面格子日叩き。

長石・石英・雲母

掲灰色

良好

P210 20%

床面

図版番号 器  種
法 量 (cnl) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

11 不明鉄製品 (12.8) 覆土 M9

第169号住居跡 (第76図 )

位置 調査区の南部,G10c4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.23m,短軸4.07mの方形を呈している。

主軸方向 N-7ヒ W。

壁 壁高14cmを測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 8 cln程掘 り窪め,断面形はU字状を呈し,竃部分を除き全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。床面は 2面あり,古い床面の上位に厚さ10cmの貼床を行

っている。

ピット 13か所 (Pl～ P13)検出されている。 Pl～ P4は ,径24～30cm,深 さ20～ 32clllで ,

いずれも主柱穴である。 P5～ Pmは ,径22～ 30cm,深 さ14～ 41 clllで,性格は不明である。古い

床面から掘 り込まれるP12は ,径30cIIl,深さ16cmで ,新 しい方の床面から掘 り込まれる。 P13は ,

径44cm,深さ12cmで,両方とも出入り口施設に伴うピットと考えられる。 P6。 P7・ P9,P10

は,新 しい床面から, P8・ P llは ,古い床面から掘り込まれているが性格は不明である。 P7

は,平面形が一辺約20cmの 方形で,内部には灰褐色の粘上が床面と同じ高さまで充填されており,

中心部には 4 cm× 5 cmのやや深い方形の小さな穴が開いており,性格は不明である。

= 
北壁中央からやや東寄りの位置を54clll程壁外へ掘り込み,砂まじりの粘上で構築されている。

規模は,幅166cln,長 さ160cmで ある。西側の袖部が撹乱のため,ま ったく遺存していない。煙道

部は,燃焼部奥から緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆± 4層からなり,すべてローム主体の自然堆積土層である。
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遺物 覆土中から土師器 (養,杯 )片318点 ,須恵器 (杯,蓋 )片83点が出上している。 3の上師

器の甕が,竃の西側から南側にかけての覆土 (第 1層 )中から, 2の土師器の甕と1の須恵器の

杯の破片が,南西コーナー付近から出土している。

所見 遺構の形態と出土遺物等から, 9世紀前半の住居跡であると考えられる。

Si 228

SI-169・ 228 土層解説

ユ 褐 色 ローム粒子, コーム小プロック
2 褐 色 ローム粒子多量,焼土・炭化粒子少量
3 明褐色 ローム土,ロ ーム小プロック (壁の崩落層 )
4 褐 色 ローム土,コ ーム小プロック,焼上粒子
5 褐 色 ハー ドロームイ、プロック多量

D

0             2m

ご
一

第76図 第169・ 228号住居跡実測図
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第78図 第169号住居跡出土退物実測図

SI-169密 土唇解説

11 にぶい赤褐色 焼土小プロック 焼土粒子・砂混 じり

12 褐 色 ローム求ウを,ク .焼土粒子多量
3 にぶい赤褐色 灰と炭化物力゙層状,ロ ーム・粘土・焼

土小プロック

0               1m

0              10cm

図

~“

4

第77図 第169号住居跡護実測図

第169号住居跡出土遺物観察表
目版番号 器 種 法量 (c ll 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第78図

1

杯

須 恵 器

A(13.4

B 4.1

C 80

平底。体部は,外傾して立ち上が
る。日縁部がわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

デ。

砂粒・石英・雲母

灰色

普通

P212 20%
床直上

2

甕

土 師 番

A(22.8)

B(18.5)

底部欠損。胴部中位に最大径を持
つ。日縁部は短く外反し′端部を

外上方につまみ上げる。

胴都中位以下縦位のヘラ磨き。日

縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい褐色

不良

P213 20%
覆土(1層 )

3

養

土 師 器

A(21.8)

B(13.7)

胴下半部久損。頸部はくびれ,日
縁部は短く外反する。日唇部を上

方につまみ上げる。

胴都中位以下縦位のヘラ磨き。日

縁部内。外面横ナデ。

長石・石英。雲母

にぶい橙色

普通

P214  10%

覆土(1層 )

図版番号 器  種
法 量 (cHl) 量

，

童

く

現仔準

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

4 不明鉄製品 (4.5) (5.6) 覆土 (1層 ) M lo
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第170号住居跡 (第 79図 )

位置 調査区の北部,A12hl区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の中央部を,第 6号溝によって掘り込まれてる。

規模と平面形 長軸4.19m,短軸3.86mの方形を呈している。

主軸方向 N-4ヒ W。

壁 壁高36～ 40culを測り,緩やかに立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 6 cm程掘り窪め,断面形は皿状を呈している。竃部分を除き調査範囲内で
は全周している。

床 平坦で,コ ーナーまで踏み固められ堅緻である。

ビット とか所 (Pl)検出されている。 Plは ,径26cm,深 さ20cmで ,出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

誼 北壁中央部を60cm程壁外へ掘り込み,砂 まじりの粘上で構築されている。規模は,幅 145cm,

hlk

④ 引
hl

0              2m

ローム 木炭粒子 ロームプロック
黒色土・ ロームプロック・ローム・焼土・木

炭粒子

黒色土,粘土,ロ ームプロック

黒色土・ ローム・木炭粒子多量

黒色土・ローム粒子多量ローム・焼土ブロッ

Ｏ

ａ

∽

Ｅ
Ｏ
．Ｏ
Ｎ
引
刊

色

色

　

色

色

色

褐
褐
　
略
略
褐

ク多員

第79図 第170号住居跡実測図
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C26.Om

hl

口
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01

2

3

01

〆    口
|

SI-170毯  土層解説
1 褐 色 ロー4粒子多量,粘土小プロック 焼土粒子

中量

にがい褐色 砂質粘上で焼土中プロック中量,炭化物
少量

暗赤褐色 焼土粒子多量 ,焼土中プロック・炭化物少量

二
。

|

4 暗褐色 焼土粒子中畳 ,
5 灰褐色 砂質粘土
6 にぶい赤褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック・

炭化物少量

灰褐色 砂質粘土・炭化物中丘,焼土中プロック少量
暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子少量
暗赤褐色 焼土粒子多畳 ,焼土大プロック・炭化物中量
灰褐色 砂質粘土

0               1m

7

8

9

第80図 第170号住居跡
=実
測図
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長さ157cmを測り,竃の遺存状態は悪い。両袖とも基底部の幅は40cmを 測る。燃焼部には,焼土粒

子や焼土ブロック,炭化物が充満しており,天丼部の崩落ブロックも見られる。火床部は,10cm

程掘 り窪められており焼土化している。煙道部は,焚日部から緩やかに外傾して立ち上がって

いる。

覆± 2層 からなり,暗褐色土主体の自然堆積層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (奏,杯 )片 218点 ,須恵器 (杯,蓋 )片 54点が出土している。 4

の土師器の小形甕が,破砕状態で竃西側の床面から, 3の上師器の甕が破片で寵東側床面から,

5の須恵器の奏破片が,覆土中からそれぞれ出上している。その他の須恵器の杯の蓋は覆土中か

ら出土している。

所見 6号溝よりも古い遺構である。遺構の形態と出土遺物から, 9世紀後半の住居跡と考えら

第31図 第170号住居跡出土遺物実測図

0             10cm
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第170号住居跡出土遺物観察表

]版番号 器 種 法量 (oll 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第81図

1

郷

須 恵 番

A(12.4

B(4.0

口縁部破片。体部は外傾して立ち

上がる。

体部外面下半部手持ちヘラ削り。

体部内・外面積ナデ。

砂粒。長石・雲母

灰色

普通

P215  5%

北京都覆土
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∃版番号 器  種 法量 (cln 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第81図

2

蓋

須 恵 番 B(24
天丼部に平坦面を持ち,緩やかに

日縁部に至る。

天丼部平坦面ヘラ削り。日縁部内

・外面横ナデ。

雲母・長石・砂粒

灰褐色

良好

P200  20%

覆土

奏

上 師 器

A(204)

B(117)

口縁部破片。頸部はくびれ,日縁

部は短く外傾する。日唇部を上方

につまみ上げる。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P216  5%

覆土(3層 )

4 土 師 器

養小 形 A13.0

3126
C 61

平底。胴部上位に最大径を持つ。

頚部はくびれ,日縁部は短く外傾

する。日唇部をつまみ上げる。

底部木葉痕。胴下半部横位のヘラ

削り。日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

赤褐色

不良

P217  60%

床面

5

甕

須 恵 器

A(272)

B(106)

口縁部片。胴部は内彎気味に外傾

し,日縁部で短く外反する。日縁

端部は外上方に屈曲する。

胴部平行叩き後,間隔を置いて横

位の指ナデ。日縁部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P218  5%

覆土(3層 )

第171号住居跡 (第 82図 )

位置 調査区の中央,D12i2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.22m,短軸4,02mの方形を呈している。
主軸方向 N-5ヒ W。

壁 壁高52～ 60cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
壁溝 壁直下の床面を 6 cm程掘り窪め,断面形は皿状を呈している。竃部分を除き全周している。
床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。 Pl～ P4は ,径20～42cm,深 さ56～ 68cmで ,

いずれも主柱穴である。 P5は ,径28cm,深 さ19cmで ,出入リロ施設に伴うピットと考えられる。

護 北壁中央部を35伽程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘土で構築されている。規模は,幅 144cm,
長さ132cmで ,基底部の幅は,約40cmを 測り袖部が高さ20cm程遺存している。火床部は,ほぼ平ら

で焼土化している。煙道都は,燃焼部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆± 5層 からなる。第 1層 は, 自然堆積土層である。第 2～ 4層 は,投棄遺物を多く含む堆積

土層であり,第 2～ 4層中の遺物は接合するものが多く,短い期間の人為的な堆積土層と考えら

れる。第 5層 は,ロ ームの壁が象J落 し,ロ ーム土が自然堆積 した土層である。

遺物 覆土中や床面から,土師器 (甕,不 )片596点 ,須恵器 (杯,蓋 )片24点 ,布目瓦片13点が
出土している。 5の須恵器の杯の蓋は竃内から出土している。 4の須恵器の杯は床面から出上し

ているが,瓦を含む覆土 (第 3層 )中の混入遺物と考えられる。 6の土師器の甕, 2の上師器の

杯は,覆土 (第 4層 )中から出土し, 1の上師器の杯, 7の土師器の甕も,覆土 (第 2層 )中 か

ら出土している。 8・ 9・ 10。 11の布目瓦片は,第 2～ 4層 にかけて出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 8世紀前半の住居跡であると考えられる。
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SI-171 土層解説
ユ 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・ローム小プロッ

タ少量,炭化粒子極少量

2 黒掲色 ローム小プロック ローム粒子多量,焼土・

炭化粒子極少量

3 黒禍色 ローム粒子多量,炭化粒子少量

第82図 第171号住居跡実測図

4

5

6

7

黒褐色 ローム粒子多量,焼土・炭化粒子少長
褐 色 ローム粒子多量,焼土・炭化粒子極少量
黒褐色 ローム粒子中量,焼土・炭化粒子少量
掲 色 炭化粒子極少量
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A 25.4m

° 25,4m 01 ご
一

SI-171転 」1解説

1 皓傷色 焼土 ,炭花粒子 !ローム媒子 =勲色土少量
2 にぶい赤獨色 携土・貨r監粒子・″・措■・―幕←主 '

ローム小アロッィ少二

, 界縄色 粘土多
=,擁
土―・果化物・●‐ム少量

4 4H赤褐色 璃土,焼主フ●ンタ多量

,(本 ウ歩褐色 ローム粒子多長,炭化物・焼エアロ′
夕・粘上少量

6 態赤協色 炭化物・焼土ブロッタ多■,ロ ース粒子少長
7 にぷい赤福也 焼上ブロ,夕,炭化独 ローム粒子,

粘土多
=

h18灰
縛色 柱 ・擁■社予多量,用物・ローム政子少I

01

0               1m

983図 第171号住居跡誼実測図
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0             10Cm

0             10Cm

第84図 第171号住居跡出土遺物実測図(1)
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第85図 第171号住居跡出土遺物実測図(2)

第171号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法畳(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第84図

1

杯

土 師 器

A12.6

B 31
C 8.5

平底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部はほぼ直立する。

体部外面積位の幅広ヘラ磨き。内

面横位の幅の狭いヘラ磨き。

砂粒

明赤褐色

良好

P219 80%

覆土(2層 )

2

不

土 師 器

A138
B 31
C llo

平底。体剖Vま外傾して立ち上がる。

日唇部は直立する。

底部ヘラ削り。日縁部内 ,外面横

ナデ。

砂粒。長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

P220  40%

覆土(4層 )

3

婉

土 師 番

A130
B 48

翔真。体部は内彎して立ち上がる。 底部ヘラナデ。体部横位のヘラ削

り。日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母,長石

石英 にぶい赤褐色

普通

P222 70%

竃

灯明皿

4

不

須 恵 器

A14.4

B 40
C(94)

平底。体部はやや内彎しながら外

傾して立ち上がる。

底部一方向のヘラ削り。体部手持

ちヘラ削り。底部内面及び日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

明灰褐色

普通

P221 40%

覆土(3層 )

5

蓋

須 恵 器

A159
B(17

天丼部はほぼ平坦で,緩やかにロ

縁部に至る。内面にかえりの痕跡

を残す。

天丼部回転ヘラ削り。体部内・外

面横ナデ。

雲母・長石・石英

掲色

良好

P225 40%

竃

6

養

土 師 器

A23.7

B332
C 8.6

平底。胴部上位に最大径を持つ。

頸部はくびれ,日縁部は外反する。

日唇部を上方につまみ上げる。

底部木葉痕。胴部中位以下斜位の

ヘラ磨き。胴部上位及び胴部内面

横位のヘラナデ。

長石・石英・婁母

褐色

普通

P223  60%

覆土(4層 )

7

琵

土 師 苔 B(34 8)

C 98

平底。日縁部欠損。胴部上位に最

大径を持ち,顕部はくびれる。

底部木葉痕。胴部中位以下斜位の

ヘラ磨き。胴部上位及び胴部内面

横位のヘラナデ。

長石・石英・雲母

褐色

普通

P224 50%

覆土(2層 )
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図版番号 器  種
法 量(cDl) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第85回  8 瓦 24.8) (16.0 989,9 30 覆土(1, 3唇 ) DP16

9 瓦 20 覆土 (1, 2層 ) DP17

瓦 651 2 覆土 (1層 ) DP18

11 瓦 735.5 覆上 (3層 ) DP19

第172号住居跡 (第 86図 )

位置 調査区の南東部,E12b7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.20m,短軸4.18mの方形を呈している。

bllh

ё 引

A

A 2i6m SI-172 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子 炭化物少最
2 暗褐色 ローム粒子・黒褐色土多量
3 褐 色 ローム粒子・ローム土多量,炭化材小片・小

石少量

4 暗褐色 ローム・焼土粒子
5 暗褐色 ローム崩落土

0               2m

第86図 第172号住居跡実測図

-113-



E 26.2n

hlhl

LI

hl

Ｅ
守
．Ｏ
Ｎ

＾
―
判

SI-17彦驚 土層解説
1 暗褥色 ローム粒子中量,焼土粒子少量

' 
原得色 括土多二,焼土ブロゥタ・ローユ粒子 ,羨化物
& 1暗赤褐色 幾土ブロ,ケ i炭他

"多

量,機上・コーム

アロ,ク 少量

4- にぶ―い券褐色 ローム粒子 i焼土ブロッタ多量.来化
物・ 粕上鎌量

5 極暗赤構色 構土糠子・コーム粒子・炭化物多
=6 にぶい赤褐色 砂質粘土多五 焼土・炭化粒子・ コー

ム粒子少量

0          1m

引

ピ
一

●
引

LI

第87図 第172号住居跡走1実測図
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主軸方向 N-23ヒ W。

壁 壁高44～ 58c/mを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を6 cm程掘り窪め,断面形は皿状を呈している。竃部分を除き全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径28cm,深 さ31cmで ,出入り口に伴うピット

と考えられる。

寵 北壁中央からやや東寄 りの位置を34cm程 壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘上で構築されている。

規模は,幅 150cm,長 さ122cmで ある。袖部が遺存 しており,両袖とも基底部の幅は50cmを測る。

燃焼部からは,焼土粒子,炭化物が検出されている。火床部は,ほぼ平らで焼土化 している。煙

道部は,火床部から緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆±  5層 からなる。第 1・ 2・ 4・ 5層 は,自 然堆積土層である。第 3層 は,ロ ームブロック

を土層中に均質に含む人為堆積土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕,杯)片194点 ,須恵器 (甕,杯 )片 11点が出土している。 1

の土師器の杯は,北西壁直下の床面から出土 しており,遺棄された遺物と考えられる。その他の

遺物は,ほ とんど覆土 (第 3層 )中 に混入している遺物である。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 8世紀前半の住居跡と考えられる。

第172号住居跡出土遺物観察表

目版番号 器 種 法量 (cm 器 形 の 考 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第88図

1

不

土 師 器

A15,0
B 34

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日唇部はわずかに外反する。

底部はヘラ削り。日縁部内・外面

横ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

P38  95%
内面炭素付着

一部に炭化布痕

2

杯

上 師 寄

A14.4
B 34
C(74)

平底。体部はやや内彎しながら外

傾して立ち上がる。

底部は一方向のヘラ削り。体部手

持ちヘラ削り。底部内面及び日縁

部内 ,外面横ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

P39  55%
覆土(3層 )

3

婉

上 師 器

A200
B 80

九底。体部は内彎気味に立ち上が

る。口唇部はわずかに外反する。

底部はヘラ削り。口縁部内・外面

積ナデ。内面一部赤彩。

砂粒・雲母

橙色

普通

P41  95%
覆土(3層 )

4

不

須 恵 器

15.2

47
88

Ａ

　

Ｂ
　

Ｃ

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部は回転ヘラ削り。体部下端回

転によるヘラ削り調整。体部内・

外面横ナデ。

砂粒・雲母・長石

石英 明赤褐色
普通

P37  80%
竃

器外面荒れ

5

lTh

須 恵 器 B(3.2
C 60

コ表。体部は外傾して立ち上がる。 底都は一方向ヘラ削り。体部下端

手持ちヘラ削り調整。日縁部内・

外面横ナデ。

砂粒・雲母・長石

石英 にぶい赤褐色
普通

P40  40%

篭内覆土

P41と同質の胎土

6

菱

土 師 器

A215
B28.5

C 91

平底。胴部上位に最大径を持つ。

頸部はくびれ ,日縁部は外反する。

口唇部を外上方につまみ上げる。

底部木葉痕。胴部外面縦位のヘラ

削り後,斜位のヘラ磨き。内面ヘ

ラ削り。日縁部内・外面横ナデ。

長石・石央・雲母

橙色

普通

P42  70%
竃

7

甕

土 師 番

A23.0
B(29.2)

底部欠損。胴部上位に最大径を持

つ。日縁部は外反し,端部を外上

方につまみ上げる。

胴部外面縦位のヘラ磨き。日縁部

内・外面横ナデ。

長石・石英・宴母

にぶい赤褐色

普通

P43  80%
覆土

1同部に粘土付着

養

土 師 番

A22.6
B(6.3

口縁部破片。頸部はくびれ,日縁

部は外反する。端部を外上方につ

まみ上げる。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい褐色

普通

P44  10%
篭
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第88図 第172号住居跡出土遺物実測図
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第174号住居跡 (第 89図 )

位置 調査区の東南部,F13a7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.90m,短 軸4.70mの方形を呈 している。

主軸方向 N-4ヒ E。

壁 壁高43～ 48cmを 測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を13cll程掘り窪め,断面形は皿状を呈 している。竃部分を除き全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検 出されている。 Pl～ P4は ,径 18～ 30cm,深 さ15～ 30cmで ,

いずれも主柱穴である。 P5は ,径38cm,深 さ13cmで ,出入 り回施設に伴うピットと考えられる。

謹 北壁中央からやや東寄 りの位置を34cm程 壁外へ掘 り込み,砂まじりの粘上で構築され,竃の

遺存状態はよい。規模は,幅 1 10cnl,長 さ135cmを 測る。袖部が良好に遺存 しており,両袖とも基

底部の幅は34cmを 測る。燃焼部からは,天丼部の崩落土及び焼土粒子等が検出されている。火床

部及び袖部の内壁面は,焼土化 している。煙道部は,燃焼部奥で一旦垂直に立ち上がった後,再

び緩やかな傾斜で立ち上がっている。

覆±  6層 からなり,すべて自然堆積土層であるが,第 3層 は,ロ ームブロックを多く含んでい

る。

遺物 覆土中や床面から土師器 (奏 ,rTh)片 86点,須恵器 (奏 ,杯 )片 53点が出土 している。 3
・ 5の須恵器の郭と9の外面に叩き目のある須恵器の甕,及び 1。 2の土師器の郭は,床面へ遺

棄された遺物である。 6の須恵器の蓋は,覆土 (第 2～ 3層 )中から破片で出上 している。

所見 1,2な ど少数ながら床面へ遺棄された遺物もあり,そ うした出土遺物等から, 8世紀前

半の住居跡 と考えられる。

第174号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量(cw) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第91図

1

不

土 師 番

A150

B 40
九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に稜を持つ。日

縁部は外傾して立ち上がる。

底部ヘラ削り。口縁部内・外面枝

ナデ。

長石・白色粒子

にぶい褐色

やや不良

P226 90%

覆土(2層 )

2

郭

土 師 器

A17.8

B 48

C 60

平底。底部と体部の境は不明瞭で,

体部は内彎気味に立ち上がる。

日縁部は外傾する。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

P227  70%

覆土

3

郭

須 恵 器

A127

B 42

C 55

平底。底部と体部の境は不明瞭で,

体部は外傾して立ち上がる。

底部回転ヘラ切り後,弱いヘラす

デ。内面一部黒色物質付着。

長石・石英

明灰褐色

普通

P228  90%

覆土

4

杯

須 恵 器

A141

B 33

C 8.8

平底。底部と体部の境は不明瞭で,

体部は外傾して立ち上がる。

底部及び体部全面横ナデ。 長石・石英

明灰褐色

普通

P229  80%

壁溝
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④ 引

SI-174 土層解説
I 黒褐色 ローム少量,焼土 炭化粒子微量

2 黒褐色 ローム粒子少量,炭化物・焼土粒子・黒色土

徴量

3 極暗褐色 炭化粒子,焼土粒子 .ロ ーム粒子 ,粘土少量

4 極暗掲色 炭化粒子,焼土粒子,ロ ーム微量

5 極暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子 炭化粒子少量

6 暗褐色 ローム,黒色土

第89図 第174号住居跡実測図

0             2m
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SI〒 174雀 土暇解説
I 極暗赤掲色 焼土粒子多量
2 灰褐色 焼上中・刀ヽプロッタ多量
3 黒褐色 擁土小プロック・炭化物多量,焼土大プロッ

ク中量

4 暗赤褐色 焼土小プロッタ多量,炭化物少量
5 明掲灰色 砂質粘土,焼土小プロック中量 ,炭化物少量
6 黒褐色 焼土小プロック多量,炭化物・焼土中プロッ

ク中量

A 25,4m

C24.8m

il

7

8

9

10

11

12

13

暗赤褐色 焼土中ブロッタ・炭化物中量
暗赤縛色 粘土プロック,焼土・ローム粒子
暗赤褐色 焼土小・ 粘土小プロック多量
にぶい赤褐色 焼土粒子,粘土粒子
にぶい赤褐色 焼土粒子・褐色粘土多量
にぶい橙色 ガ、礫,粘土プロック
褐 色 粘土,褐色土,黒灰色の灰

Ｅ

守
．吟
Ｎ
　
〓〓
―

「
LI

E_24.8m

―

―

E'

0               1m

―

―
Ч

第90図 第174号住居跡輩実測図
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第91図 第174号住居跡出土遺物実測図
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対版番号 器 翠 ・l」〔長(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 41 微 胎土・色調。焼成 備   考

第91凹

5

林

須 恵 器

A 14 5

8 37
C 91

r`底。体部は外傾して立ちにがる。 氏謝
`不

定方山Jヘラ削り。体部 ド端

ヘラ削り。日縁封
`内

・外油i横ナデ。―

白1専 1子 。長石

にぶい樹色

洋通

P230  55%

腹土

6

蓋

須 忠 器

A157
B 33
F 26
C(07)

天丼部はほぼir14で ,日縁部は下

方に屈曲し,端部がわずかに開く。

偏平なつまみが付く。

天丼封;回転ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

装サ。長石・石英

灰白色

普通

IP 235 50%

稜土(3膳 )

7

蓋

須 恵 器

A174
B 28
F 2.5

G 07

天丼部から緩やかに同縁部に至る。

日縁端部は下方に屈曲する。中央

部がわずかに突出する偏平なつま

みが付く。

天丼部回転ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

長石

灰色

良好

P233  40%

覆土

8

蓋

須 恵 希

A142
B 26
F 40
G o8

天丼部から緩や力ヽこ日縁部に至る。

日縁部内面にわずかにかえりが付

く。リング状のつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り。口縁部内・

外面横ナデ。

雲母・長石,石英

灰色

普通

P234 70%

覆土

9

短 頸 露

須 な お

A(166)

B(222)

底部欠損。Blll部は内彎して立ち上

がり,肩部に九みを持つ。頸部は

短く上方に屈曲し日縁部に至る。

胴部同心円文の叩き。内脩i手の平

による押え痕。

長石・石英・芸母

灰色

普通

P231 15%

床i何

甑

土 R市 器

A288
B268
C122

無底式。胴部は内彎気味に立ちJ

がり,日縁部は外反する。

体部内・外面ヘラ削り。 長石・石央・雲母

浅黄椅色

普通

P232 70%

覆上(5将 )

図版番号 器  種
法 量(cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

紡 錘 車 17 覆土 Q5  頁岩

第176号住居跡 (第92図 )

位置 調査区の南部,E12e4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.84m,短軸2.82mの方形を呈している。

主軸方向 N-20と W。

出入り口 南壁中央から西寄りの位置に,南 に向かって壁外に突出するように,堅 く踏み固めら

れた緩斜面を持っている。規模は,幅44cm,傾斜面の長さ58cm,角度15° を測る。

壁 壁高約32cHlを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,全面が堅く踏み固められている。

ピット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径20cm,深 さ36cHl, P2は ,径22cm,

深さ29cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 出入り口側の床面中央部に床を浅く掘り窪めた炉と思われる施設を有している。規模は,長

径60cm,短径54cmの楕円形を呈し,深さ12cmを測る。

覆± 4層 からなる。第 1～ 3層 は,ロ ームブロックを均―に含む人為的な一括の埋め戻し土層

と考えられる。第 4層 は,ロ ームの壁が剰落し,ロ ーム土が自然堆積した土層である。

遺物 覆土中から時期不明の青磁 (碗 )片 1点が出上している。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。
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。l klbl

第92図 第176号住居跡実測図

＼Sだ重基蓬|_0こテコ多 I
0               10Cm

第93図 第176号住居跡出土
遺物実測図

第177号住居跡 (第94図 )

位置 調査区の南部,E12f3区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.1l m,短軸2.63mの長方形を呈している。

主軸方向 N-15生 W。

ば
一

01

01

SI-176 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子, ローム小プロック,黒色土粒子
2 黒褐色 黒褐色上の単一層
3 暗褐色 黒褐色土多量 ,ロ ーム粒子 .ロ ーム小プロック

4 暗掲色 ローム粒子

0            2m

al

第176号住居跡出土遺物観察表

コ版番弓 器  種 法量(al) 器 形 の 特 徴 手 法 の 籍 微 胎土・色調 。焼成 備   考
図９３

１

第 高台付覇

青  職
B(2.0)
D(6.0)
E o8

平底で低い高台を持つ。 削り出し高台。底部を除き,貫入
の入ったオリープ色の厚い釉がか

かる。

級密な水娘土

灰オリーブ色

普通

P300  5%
覆土
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出入り口 南壁中央から西寄りの位置に,南に向かって壁外に突出して,床面から確認面に至る

緩斜面を持った出入リロ部を有している。規模は,長さ90cm,幅 60cm,角度12° を測る。

壁 壁高約32cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径18cm,深 さ29cm, P2は ,径21cm,

深さ31cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆± 3層 からなる。第 1・ 2層 は,黒褐色の自然堆積土層と考えられる。第 3層 は,ロ ームの

壁が剖落し,ロ ーム土等が自然堆積した土層である。

遺物 出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

hl hl hl

口
|

土層解説
°

|

ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,焼

土・炭化粒子極少量

ローム粒子中霊,焼土・炭化粒子極少量

ローム粒子中量,焼土・ローム小プロック極

少量

ローム粒子少量,炭化・焼土粒子極少量

ローム粒子多量,ロ ーム中プロッタ少量

0               2m

W

ミ
生

・ 幾 華 華 挙
止

７

色

　

　

色

色

　

　

色

色

‐７

褐

　

　

褐

褐

　

　

掲

一　
黒

　

　

黒

里
【
　

　

里
〔
掲

劇

判

Ｓ

ｌ

　

２

３

　

４

５

01

C

第178号住居跡 (第 95図 )

位置 調査区の南都,E12g3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.72mァ 短軸2.70mの方形を呈している。

主軸方向 N-46七 E。

ご
一

第94図 第177号住居跡実測図
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壁 壁高19～ 30cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,ほぼ全面が堅く踏み固められている。

ビット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。Plは ,径 17cm,深 さ36cm, P2は ,径 17cm,

深さ42cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径14cm,深 さ27cIIlで補助柱穴と考えられる。

炉 中央部南西寄りの床面を浅く掘り窪めている。規模は,長径70cm,短径62cmの楕円形で深さ
12cmを 測り,炉の中からは,灰 と炭化物が検出されている。

覆± 4層 からなる。第 1・ 2層 は,人為的な一括の埋め戻し土層と考えられる。第 3・ 4層 は,

暗褐色の自然堆積土層である。第 2層 と床面との間に,厚さ2cIIlの炭化物層が観察されている。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 24点,須恵器 (杯 )片 2点 ,土師質土器片 3点が出土して
いる。土師質土器中の 1点 は糸切り底の小皿である。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

。
IЧ

01

B

Ｅ
Ｏ
．ゆ
呵

´
―
刊

く
|。

B

第95図 第178号住居跡実測図

第179号住居跡 (第 96図 )

位置 調査区の南部,F12b2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.96m,短軸2.90mの方形を呈している。

ご
一

01

SI-178 土層解説
1 暗褐色 ローム小プロック,ロ ーム粒子,炭化材片極

少畳

2 暗禍色 ローム小プロック多量
3 暗褐色 暗褐色上の自然堆積
4 暗褐色 ロームオヽブロック,暗掲色土

0

⑤ 引
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主軸方向 N-2と W。

壁 壁高約22cmを測り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で, Pl, P2, P3に 囲まれた範囲と,住居北西コーナ付近が堅く踏み固められ堅緻
である。

ピット 4か所 (Pl～ P4)検 出されている。 Plは ,径24cm,深 さ32cm, P2は ,径 36cm,
深さ18cIIlで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は,径24cm,深さ30clll, P4は ,径25cm,深さ10

cmで ,いずれも補助柱穴と考えられる。

覆± 5層 からなり,すべてロームブロックゃ黒色土ブロックを均―に含む人為的な堆積土層と

考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (奏 )片 9点,土師質土器片 2点が出土している。本跡に伴う遺物は出
上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

口
| 01

Sl-179 土層解説
1 暗褐色 黒色土・ロームブロック多量
2 掲 色 ローム多量,黒色土少量
3 暗褐色 ローム粒子多量,焼土・炭化粒子極少量
4 黒褐色 ローム多量,炭化物・黒色土少量
5 褐 色 ローム

6 黒褐色 炭化粒子主体,ローム粒子

0               2m

A25。
4m

パ
〓ご

Ａ
一
Ｃ

口
|

「
   //´

~Ⅲ

/      1

/‐
/  0_
イ       R~~＼

＼

ヽP4      1
|

＼＼④///
―` ―E

第96図 第179号住居跡実測図
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第180号住居跡 (第 97図 )

位置 調査区の南部,F12c2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.72m,短 軸2.60mの方形を呈 している。

主軸方向 N-884E。

壁 壁高約22cmを測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,ほぼ全面が堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検 出されている。 Plは ,径30cm,深 さ20cm, P2は ,径24cm,

深さ24cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

A25.2m

SI-180 土層解説
1 褐 色 ローム・黒色上ブロック少量
2 暗褐色 ローム 黒色土プロック少量,焼土 炭化粒

子極少量

色 ローム主体,黒色上少量
色 ローム粒子・ロームプロック多量 ,炭化物少量

0               2m

第97図 第180号住居跡実測図

覆± 4層 からなり,すべて褐色土を主体とした自然堆積土層

である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 )細片11点 ,上師質土器片13点

が出上している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。
0               10cm

第98図 第180号住居跡
出土遺物実測図

掲

褐

∞

第180号住居跡出土遺物観察表

]版番号 器  種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第98図

1

杯

土師質土器 B(26

C 6.3

平底。日縁部欠損。体部は内彎気

味に立ち上がる。

底部回転糸切り後,無調整。体部

内・外面積ナデ。

精製上を使用

橙色

良好

P301  35%

覆土

内面油煙付着
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第181号住居跡 (第99図 )

位置 調査区の南部,F12d2区を中心に確認されている。                ヽ

規模と平面形 長軸2.72m,短軸2.70mの 方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

壁 壁高 6～ 16cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 南部は近代の溝で削平されている。残存する北部は平坦で,堅 く踏み固められている。
ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径24cm,深 さ24cm, P2は ,径33cm,

深さ18cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 住居中央部から南寄りの位置に,床を浅 く掘 り窪めた炉と思われる施設を有している。炉か
らは,焼土と炭化物が検出されている。規模は,長径64cm,短径46cmの楕円形で,深さ 5 cmを 測

る。                                           (

覆± 3層 からなり,いずれもロームを主体とした人為的な堆積土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 21点 ,須恵器 (不 )片 1点が出土している。すべて鬼高
期の土器の細片であり,覆土への混入遺物と考えられる。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。
bllh

口川。

A25.2m

C

hl bl

01

土層解説

ローム小プロック中量,ロ ーム中プロ ック少

量

ローム粒子多量,ロ ーム大プロック・炭化物

少量

3 黒褐色 ローム粒子多昆

0               2m

ご‐下
一

al

バ

SI-181

1 暗褐色

2 暗褐色

Q ttq

第99図 第181号住居跡実測図
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第182号住居跡 (第 100図 )

位置 調査区の南部,F12cI区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.72m,短 軸2.62mの方形を呈 している。

主軸方向 N-1生 E。

壁 壁高12～ 24cmを 測 り,ほ ば垂直に立ち上がっている。

床 平坦で, Pl付近を除いてほぼ全面が堅 く踏み固められている。

ビット 2か 所 (Pl,P2)検 出されている。 Plは ,径 19cm,深 さ26cm, P2は ,径23cm,

深さ28cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 住居中央部から南寄 りの位置に,床を浅 く掘 り窪めた炉 と思われる施設を有している。規模
は,長径50�,短径48cmの 楕円形で深さ 8 cmを測る。

覆±  3層 からなり,いずれもローム小ブロックを多量に含み,人為的な堆積土層と考えられる。

遺物 出土 していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

Ｂ〓Ａ

第100図  第182号住居跡実測図

SI-182 土層解説
1 暗褐色 ローム小プロック多量 ,

長

2 黒掲色 ローム小プロック多量 ,
量

3 暗掲色 ローム小プロック多長 ,
プロック少量

0

ローム中プロック中

ローム中プロック少

ローム中・褐色粘土

2m

0キ

A25。 4m パ

第183号住居跡 (第 101図 )

位置 調査区の南部,Fllc o区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.90m,短軸2.80mの方形を呈している。

″~~~‐――一十~⌒、
|

)

宅 ⑬
乳

ヽ

/
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主軸方向 N-14E。

壁 壁高 8～ 15cHlを 測る。

床 Pl, P2の 東側は,近代の溝により削平されている。残存部分は,平坦で堅く踏み固めら

れている。

ピット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。 Plは ,径 18cHl,深 さ26cln, P2は ,径 15cm,

深さ22cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径17cHl,深 さ18cm, P4は ,径18cm,深 さ

36clnで,いずれも補助柱穴と考えられる。

覆± 2層 からなり,いずれもローム小ブロックを主体とした人為的な堆積土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (奏 )細片 3点が出上している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

hlも
|

パ

_Di

｀ ― __ノ
。|口

|

止 2&2m         止

第101図 第183号住居跡実測図

口
|

SI-183

1 黒褐色
2 暗禍色

3 黒褐色

01 ね
|

01

土層解説

ローム小プロック多量

暗褐色上の単一層

ローム小・中プロック多量

o               2m

第184号住居跡 (第 102図 )

位置 調査区の南部,Fllc9区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.80m,短軸2.78mの方形を呈している。

主軸方向 N-89ヒ E。
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壁 壁高約 17clHを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,ほぼ全面が堅く踏み固められている。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。Plは ,径34cln,深さ48cm, P2は ,径 15cm,

深さ16cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 住居中央部から南寄りの位置に床を浅く掘り窪めた炉のような施設を有している。規模は,

長径82cm,短径58cHlの楕円形で深さ10claを 測る。

覆± 3層 からなり,いずれもローム小プロックを主体としており,人為的な堆積土層と考えら

れる。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯 )片 8点が出土している。本跡に伴う遺物は出上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

④ 引

亀
碑

/

＼＼―__ノ
∈魂

餡
|

A25.4m

hl

f添

A パ
一

ド
一

＼

SI-184 土層解説
1 黒褐色 ローム小プロック多量,ローム中ブロック極

少量

2 極暗褐色 ローム粒子多量,ローム中プロック極少量
3 暗褐色 ローム小プロック多量

0            2m

第102図 第184号住居跡実測図

第185号住居跡 (第 103図 )

位置 調査区の南部,B10e8区を中心に確認されている。
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重複関係 本跡の南西コーナー部が,第10号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形 長軸3,75m,短軸3.74mの方形を呈している。

主軸方向 N-94W。

壁 壁高約 4～ 10cmを測る。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径21cm,深 さ34clll, P2は ,径 17cHl,

深さ36cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆±  2層 からなる。褐色土

を主体とした土層であるが ,

残存する覆土が薄 く堆積状況

は不明である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,

杯 )片 5点 ,内耳土器片 1点

が出土している。本跡に伴う

遺物は出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,

第10号溝よりも古い時期に構

築されている。遺構の形態か

ら,12世紀以降の住居跡と考

えられる。

ご
一
　

パ
一

A25.8m

B

SI-185 土層解説
1 暗褐色 ローム中ブロック多量,炭化物少量
2 褐 色 ローム中プロック中量

第103図 第185号住居跡実測図

0              2m

第186号住居跡 (第 104図 )

位置 調査区の南都,E12dェ 区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.90m,短軸2.82mの方形を呈している。

主軸方向 N-loと W。

出入り口 南壁中央から東寄りの位置に,南に向かって壁外に突出して,床面から確認面に至る

緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,緩斜面の長さ70cHl,幅50clll,角 度23° を測る。

壁 壁高約26cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

10
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床 平坦で,堅 く踏み固められている。住居の東部は近代の溝によって掘り込まれている。
ビット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Plは ,径24cm,深 さ22cm, P2は ,径46cm,

深さ36cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径23cm,深 さ24cmで ,補助柱穴と考えられ

る。

炉 住居中央部から西寄りの位置に炭化物が薄く堆積している。堆積の範囲は,長径52cm,短径
42cmの楕円形を呈している。

覆± 2層 からなりいずれもローム小ブロックを主体としており,人為的な堆積土層と考えら

れる。

遺物 覆土中から土師器 (奏 )細片 2点が出上している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。
01

O司

01

バ
一

ビ

一

Ｂ

一

Ａ

一

01

A 25.6m パ

B

第187号住居跡 (第 105図 )

位置 調査区の南部,E12g2区 を中心に確認されている。

SI-186 土層解説
I 極暗褐色 ロームプロック・ ローム粒子・黒色土プロ

ック多量

2 暗褐色 ロームプロック・ ローム粒子・黒色土プロッ
ク少量

0

ご
一

第104図  第186号住居跡実測図
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規模と平面形 長軸2.74m,短軸2.66mの方形を呈 している。

主軸方向 N-16生 W。

壁 壁高約 12cmを 測る。

床 平坦で,東部が堅く踏み固められている。

ビット 3か所 (Pl～ P3)検出

されている。 Plは ,径19cm,深 さ

20clll, P2は,径19cm,深 さ30cllで ,

いずれも主柱穴と考えられる。 P3

は,径18cm,深 さ24cmで ,補助柱穴

と考えられる。

炉 住居中央部から南東寄りの位置

に炭化物が薄く堆積している。堆積  
Ⅲ

の範囲は,長径52cm,短径42cIIlの精

円形を呈している。

覆土 覆土が 5～ 12cmと 薄く堆積状

（ロ

④引

二

al 口
|

バ況は不明である。 A25.6m

遺物 出上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降   sI_愧7土層解説
1 暗褐色 ローム粒子・ロームイヽプロック少量

の 住 居 跡 と 考 え ら れ る 。         2褐 色 壁ローム崩落土

o             2m

第105図 第187号住居跡実測図

第188号住居跡 (第 106図 )

位置 調査区の南都,Elleo区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.80m,短軸2.60mの方形を呈している。

主軸方向 N一昴ヒW。

出入り口 南壁中央から東寄りの位置に,南 に向かって壁外に突出して,床面から確認面に至る

緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,長さ124cm,幅80cm,角度13° を測る。

壁 壁高約34cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ピット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。Plは ,径24cm,深 さ22cm, P2は ,径26cm,

深さ14cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径18cm,深 さ14cmで ,補助柱穴と考えられ

る。
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覆± 4層からなり,全体にわたってロームブロックを均―に合む人為堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (養 )片26点 ,布 目瓦片 1点がPlの ピットの直上から出上している。
本跡に伴う遺物は出上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

ね
||く ol

④ 引

Ｅ
Ｏ
．０
劇
ゴ
引

土層解説

ローム粒子,ロ ームJヽプロック少量

ローム粒子,ロ ーム小プロ,ク

ローム粒子.ロ ー4小プロック

壁ローム崩落土 0              2m

第106図 第188号住居跡実測図

第189A号住居跡 (第 107図 )

位置 調査区の南部,Elle9区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西部が,第189B号住居跡の北東部を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸3.18m,短軸2.92mの方形を呈している。

主軸方向 N-20と W。

出入り口 南壁中央から東寄りの位置に,南へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至る

緩斜面を持った出入り日部を有している。規模は,長さ68clll,幅38cln,角 度13° を測り,粘土で

補強されている。

壁 壁高28～ 33clllを測り,ほぼ垂1直に立ち上がっている。
床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

′                                     ―-134-―
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ピット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Plは ,径 17cm,深 さ24cm, P2は ,径21cm,

深さ20cHlで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径13cm,深 さ22cmで ,補助柱穴と考えられ

る。

覆± 4層 からなり,いずれも暗褐色土主体で,やや少量のローム小ブロックを均―に含んだ人

為的な堆積土層と考えられる。

遺物 覆土中から土師器 (奏,杯 )片20点,須恵器 (不 )片 1点が出上している。本跡に伴う遺
物は出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第189B号住居跡よりも新しい時期に構築されている。遺構の形態
から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

bl   hl

A

01

01

Sユ ー189A・ B 土層解説

④ 引
bl

ユ
下

Ｂ
ィ

A25.6m

B

第189B号住居跡 (第 107図 )

位置 調査区の南部,Elle9区を中心に確認されている。

I 黒褐色 ローム小プロック・ローム粒子多亀 ローム

中プロック少量

2 極暗褐色 ローム粒子多量, ローム小プロック少量 ,
焼上粒子極少長

3 暗褐色 ローム粒子多量,粘土少量
4 黒褐色 ローム小プロック・ローム粒子多量, ローム

中プロック・粘土少量

5 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック多量,ロ ーム

中プロック少畳

6 黒褐色 ローム粒子多量,ロ ーム大プロック少畳

0               2m

ば
一

―
第107図 第189A・ B号住居跡実測図
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重複関係 本跡は,北東部が第189A号住居跡の西部に掘り込まれている。

規模と平面形 長軸2.53m,短軸2.40mの方形を呈している。

主軸方向 N-118ヒ W。

壁 壁高約43cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅級である。

ビット 検出されていない。

覆± 3層 からなり,すべてロームブロックを均―に含む人為堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 10点,須恵器 (杯 )片 1点が出土している。

物は出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第189A号住居跡よりも古い時期に構築されている。
ら,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第191号住居跡 (第 108図 )

位置 調査区の南部,Flla8区 を中心に確認されている。

本跡に伴う遺

遺構の形態か

キi     SD 18          11

く|° |

第108図 第191号住居跡実測図

B B'

01

SI-191 土層解説
ユ 暗褐色 ローム粒子,焼土・炭化粒子極少量
2 階掲色 ローム粒子,砂少量
3 にぶい褐色 ローム主体,黒色土少量
4 階褐色 ロームプロック・黒色土多量
5 褐 色 ロームプロック多量,焼土・炭化粒子極少畳
0            2m

q ttq
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重複関係 本跡の南部が,第 18号溝によって掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸2.70m,短軸2.67mの 方形を呈している。

主軸方向 N-85ヒ E。

壁 壁高約24cHlを測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められている。

ピット 2か所 (P■ ・ P2)検 出されている。

Plは ,径18cm,深 さ30cm, P2は ,径23cm,

深さ28cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。    ′

炉 住居中央部からやや北寄 りの位置に床を浅く

掘 り窪めた炉と思われる施設を有 しており,炭化

物が充満している。規模は,長径60cIIl,短径46cm

の楕円形で深さ 8 cmを 測る。

覆±  3層 からなり,すべてロームブロックを均

―に含む人為堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯 )片20点,須恵

器 (甕 )片 2点,上師質土器片 7点,鉄鎌片 1点

が出土している。本跡に伴う遺物は出土していな

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考

えられる。

0              10Cm

第109図 第191号住居跡出土遺物実測図

× t隠抄|

第191号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種
法 量(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

第 109図 1 鎌 (176) (1394) 床直上 M16

第192号住居跡 (第 110図 )

位置 調査区の東南部,Elle 8区 を中心に確認されている。北側 4分の 1は調査区外に伸びている。

規模と平面形 南壁の長さ3,76mである。

主軸方向 N-4ヒ E。

壁 壁高100cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下を深さ 5 cm程浅く掘 り窪め,断面形は皿状を呈し,竃部分を除き調査 した範囲内は

全周している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。
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ピット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Pl・ P2は ,径26～ 32cHl,深 さ38～52cmで ,

いずれも主柱穴である。 P3は ,径32cm,深 さ28cmで,出入り日施設に伴うピットと考えられる。
覆± 5層 からなる。第 1・ 4・ 5層 は,自然堆積土層である。第 2・ 3層 は,ロ ームを均―に

含み人為的に埋め戻された土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (菱 ,杯 )片 125点 ,須恵器 (甕 )片 7点が出土している。布目
瓦の破片 (平瓦)3点 と外面タタキの須恵器の破片が,覆土 (第 2層 )中から出上し, 1の土師
器の大形の杯は,南東部の覆土中から出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から,第171号住居跡の時期に近い 8世紀前半の住居跡と考えられる。

④
呵

ミ

Ｅ

Ｏ
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劇

ｒヽ
―

「

A25.6m

第110図  第192号住居跡実測図

パ

SI-192

1 暗褐色
2褐 色

B' 3 褐 色

土層解説

ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物少量
ローム小プロック多量,ローム中・大プロッ

ク少量

ローム小プロック多量,ローム大 。中プロッ

ク中量

4 黒褐色 ローム粒子多量,炭 fヒ物少量
5 黒褐色 ローム粒子多量,焼土小ブロック極少量

0               2m

第192号住居跡出土遺物観察表
因版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備  考
第111図

1

杯

土 師 器

A20.4

B 5.5

C loo

平底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部は外上方に開く。

体部内・外面横位のヘラ磨き。 砂粒・長石・雲母

橙色

良好

P122 30%

覆土
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10Cm

第111図 第192号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器  種
法 量 (cm) 孔  径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 ■ 備   考

最大長 最大幅 最大厚

第■1図 2 瓦 (8,7) (93) 5 覆土 (2層 )

第193号住居跡 (第■2図 )

位置 調査区の東南部,Ellg 7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5,33m,短 軸5.02mの 方形を呈 している。

主軸方向 N〒 lo生 E。

壁 壁高約58cmを 測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下を深さ 5 cm程浅 く掘 り窪め,断面形は皿状を呈 し,電部分を除き全周 している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 5か所 (Pl～ P5)検 出されている。 Pl～ P4は ,径44～ 56帥 ,深 さ32～ 50cllで ,

いずれも主柱穴である。 P5は ,径28cll,深 さ10cHlで,出入 り口施設に伴うピットと考えられる。

輩 北壁中央部を34cm程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘上で構築されている。規模は,長さ130cm,

幅150cmを 測 り,袖部が良好に遺存している。燃焼部からは,天丼部崩落土及び焼土粒子等が検出

されている。火床部及び内壁面は,焼土化 している。煙道部は,燃焼部奥から緩やかに外傾 して

立ち上がっている。

覆±  6層 からなる。住居の廃絶後, 自然堆積土層 (第 5,6層 )が壁から lm程 まで床面を覆

った時点で,人為的な埋め戻 し (第 3,4層 )が行われたものと思われる。その後は,竃の粘土

(第 2層 )が溶けて流失して堆積 し,最後に自然に土砂 (第 1層 )が住居を埋没させたものと思

われる。

遺物 覆土中や床面から土師器 (甕 ,杯 )片402点 ,須恵器 (杯 )片 16点が出上 している。遺棄

遺物群が一括 して,住居跡東部全面にかけてと北西コーナー付近の床面から,住居廃絶後の自然

堆積土に覆われるように出土 している。

所見 遺構の形態と出土遺物から, 8世紀前半の住居跡と考えられる。
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SI-193 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロック少量,焼

土 炭化粒子極少量
2.暗褐色 ローム・黒色土多量,焼止 '炭化粒子極少量
3 暗褐色 ローム・黒色土多量,焼上粒子極少登
4 褐 色 ローム・褐色土多量,焼土・粘土少量

第112図 第193号住居跡実測図

褐 色 ローム・黒色土多量,粘土少量
暗褐色 ローム粒子多量,焼土・炭化粒子極少量

A'

0               2m

01
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SI― 193筆 却瞬 説
l 原脅色 擬土中プロ,才中量
2 噛 色 A■ /1ヽアロ′ク多二
a 黒褐色 競±■ヽプロ,夕多二
4 1譲説坊襲色14■ H・ブ

'ア

ク中二

5 にぶい赤褐色 焼土本〕Eサ ク多量
6 1猷い瀬 色 舞土小ブロツク夢五 焼■大アロサタ

・尉ヒ碑唾
7 黒褐色 焼上構子多量
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第113図 第193号住居跡譲実測図
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0              1ocm

第114図

第193号住居跡出土遺物観察表

目版番弓 器 種 法量 (cm 器 形 の 特 徴 整 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第114図

1

杯

土 師 器

A146
B 3.2

平底でわずかに九みを持つ。底部

と日縁部の境に弱い稜を持つ。ロ

縁部は外傾して立ち上がる。

底部不定方向のヘラ削り。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒。長石・雲母

暗赤灰色

普通

P123 80%

床面

2

杯

土 師 器

A133
8 2.7

C ll.8

平底でわずかに丸みを持つ。底部

と口縁部の境に弱い稜を持つ。日

縁部は外傾して立ち上がる。

底都不定方向のヘラ削り。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒。長石・雲母

橙色

普通

P124 70%

床面

3

不

土 師 器

A152
B 31
C 8.0

平底。体部は内彎して立ち上がる。

日縁部は外上方に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

良好

P125  30%

床面

4

杯

土 師 器

A126
B 56

丸底。体部は九みを持って立ち上

がり,日縁部との境に稜を持つ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色

普通

P126 90%

床面

5

菱

土 師 器

A248
B(28 0

底部欠損。胴部上位に最大径を持

ち,顕部から口縁部にかけて九み

をもって外反する。日唇部を上方

につまみあげる。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・石英。長石

雲母

橙色

普通

P127  30%

床面

小 形 菱

上 師 器

A l1 3

B104
C 5.8

平底。胴部は内彎しながら立ち上

がる。頸部はくびれ,日縁部は外

反する。

底部木葉痕。胴部外面ヘラ削り。

口縁部内・外面横ナデ。

砂粒

赤褐色

普通

P129 70%

覆土(3～ 4層 )
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第195号住居跡 (第 115図 )

位置 調査区の東南部,E12d3区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.41m,短軸2.38mの方形を呈している。

主軸方向 N-7と W。

壁 壁高約14 cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,床面全体が踏み固められている。北西コーナー付近から西壁にかけて撹乱を受けて

いる。

ピット 1か所 (Pl)検出されている。 Plは ,径24cm,深 さ21 cmで ,出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆± 6層からなる。第 1～ 3層 は,自然堆積土層である。第 4層 は,崩壊 した床の一部と考え

られ,ロ ーム土・ロームブロックを主体としている。第 5・ 6層 は,柱穴内の堆積土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器 (発,郭 )片 130点 ,須恵器 (奏,杯 )片40点が出上している。北

部の床面から, 4の土師器の甕と 1・ 2の須恵器の杯が出上 している。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 9世紀前半の住居跡と考えられる。

01

動

＝

‐

＝

過

ｒ

‐

‐

ノ

　

　

、

、二
ご
一

土層解説    
°

|

B

1 黒褐色 競土粒子・ローム小プロック・ローム粒子少
畳,炭化物極少量

2 暗褐色 ローム粒子多亀 焼土粒子・炭化物・ ローム

小プロック少量

3 暗褐色 ロームプロック多量,炭化物・焼土粒子少量
4 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物極少量
5 褐 色 ローム小・中プロック多長,炭化・焼上粒子

種少量

6 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物・ ローム

小ブロック少量

0               2m

④ 司

B'

第115図  第195号住居跡実測図
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0              10Cm

第116図 第195号住居跡出土遺物実測図

第197号住居跡 (第 117図 )

位置 調査区の北部,Alli 9区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東部は,第 6号溝に掘り込まれている。

第195号住居跡出土遺物観察表

]版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第116図

1

不

須 恵 器

A13.6

B 50
C 73

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

デ。

砂粒・長石・雲母

浅黄色

普通

P302 100%

床面

不

須 恵 器

A

B

138

57

69C

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

デ。

砂粒。長石・雲母

灰色

普通

P303  70%

床面

養

土 師 番

A19o
B(108)

胴下半部欠損。顕部はくびれ,日

縁部は外傾する。日唇部を外上方

につまみあげる。

胴部ヘラ磨き。日縁部内・外面横

ナデ。

長石・石英。雲母

にぶい赤褐色

普通

P304  20%

覆上(2層 )

4

小 形 妻

土 師 番

A132
B 95
C 7.8

平底。胴部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部で外反する。日唇部を

わずかにつまみあげる。

胴下半部ヘラ削り。日縁部内・外

面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P305 100%

床面

5

小 形 妻

土 師 器

A(150

B(10.8

底部欠損。胴部中位に最大径を持

ち口縁部は外反する。日唇部を上

方につまみ上げる。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

褐灰色

不良

P306  20%

覆上

摩耗
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規模と平面形 南壁の長さ2.82mを測る。

主軸方向 N-12生 W。

壁 壁高14～ 30cHlを測り,垂直に立ち上がっている。       |

壁溝 壁直下の床面を 6 cHl程掘り窪め,断面形は皿状を呈している。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径26cm,深 さ22cmで ,出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

SD 6

A 26.Om

C

覆± 4層 からなり,すべて自然堆積土層である。

遺物 覆土中や床面から土師器・(甕,郭)片 178点,須恵

器 (養,郭 )片 31点が出上している。 1の内黒の上師器

の杯の破片が,床直上から出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から,第 170号住居跡とほぼ

同時期に存在したと考えられ, 9世紀後半の住居跡と考

01

土層解説

黒色土プロック,木炭,焼土粒子

黒色土ブロック,ロ ーム小プロック,焼土,

ローム粒子

ローム・黒色土・焼土粒子多量

ロームプロック,黒色土プロック少量

0             2m

0              1ocm

第118図 第197号住居跡出土
遺物実測図

ご
一

７

色

色

　

色

色

一

褐

褐

　

褐

褐

第117図  第197号住居跡実測図

中|la
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えられる。

第197号住居跡出上遺物観察表

第201号住居跡 (第 119図 )

位置 調査区の北部,Blle 5区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.23m,短軸

2.22mの方形を呈 している。

主軸方向 N一 o° 。

壁 壁高約 6～ 10cmを測る。

床 平坦で,堅 く踏み固められて

いる。

ピット 検出されていない。

覆土 覆土が薄く堆積状況は不明

である。

遺物 出上 していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以

降の住居跡と考えられる。

hllЪ

④
呵

C'

パ

口
|la

Ｉ

Ｋ

ＩＩ

＝

＝

＝

＝

＝

‐キ

Ｈ

同

日

＝

ｒ

ｌ

止 2i3m      止

C

SI-201 土層解説
0               2m

l 褐 色 炭化物・ローム粒子少量

第119図 第201号住居跡実測図

第202号住居跡 (第 120図 )

位置 調査区の北部,31lg 3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.64m,短軸2.50mの方形である。

主軸方向 N-72生 W。

壁 壁高 2～ 6 cmを 測る。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。 Plは ,径16cm,深 さ4 clll, P2は ,径35cm,

深さ16cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径20cm,深 さ12cHl, P4は ,径31 cm,深 さ

hl

01口
|

ば
一

コ版番号 器 種 法量 (an 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備  考

第■8図

1

杯

土 師 器

A(125

B(43
底部欠損。体部は外傾して立ち上

がる。

体部外面横ナデ。内面磨き後,黒

色処理。

砂粒 。雲母

にぶい褐色

普通

P237 20%

覆土

-146-



14cmで ,いずれも補助柱穴と考えられる。

覆土 覆上が薄く堆積状況は不明である。

遺物 出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

A 25.8m

B

SI-202 土層解説
1 褐 色 ローム粒子

0 2m

第120図 第202号住居跡実測図

第203号住居跡 (第 121図 )

位置 調査区の北部,Bllf l区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.58m,短軸2.51mの方形を呈している。

主軸方向 N-12ヒ E。

出入り口 南壁中央からやや東に寄った位置に,南へ向かって壁外に突出して,床面から確認面

に至る緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,長 さ50clll,幅54cln,角 度m° を測る。

壁 壁高 4～ 16cmを測る。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅級である。

ピット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Plは ,径17cm,深 さ24cm, P2は ,径21cm,

深さ26cmで,いずれも主柱穴である。 P3は ,径16cm,深さ50cmで,補助柱穴と考えられる。

覆土 残存する覆上が薄く堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 )片 1点,須恵器 (甕 )片 1点 ,上師質土器片 1点が出土している。

本跡に伴う遺物は出上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

ば
一

二

パ
〓ゴ

Ｂ
一
Ａ
一　
Ｃ
一

ば
一

○
馳

③
Ｒ

駐◎

-147-



B

止 2aOm       二

D          げ   sI_203土 層解説
1 褐 色  ローム粒子多量

―

0               2m

SI-2114 土層解説
1 暗褐色 黒色土プロック,焼土粒子 , ロームプロック

少量

2 褐 色 ロームプロック,黒色土プロック
3 褐 色 黒色土プロック,ロ ームプロック
4 褐 色 ロームプロック・ ローム粒子少量

0             2m

ば
一

ご
一Ａ

〓Ｂ

01

生2&8!丞
豆当=_生す|

C

く
生

01

第121図  第203号住居跡実測図

第204号住居跡 (第122図 )

位置 調査区の北部,Bllf 7区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.36m,短軸2.33mの 方形を呈している。
主軸方向 N― o° 。

01

第122図  第204図住居跡実測図
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出入り口 南壁中央から東に寄った位置に,南へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る緩斜面を持った出入 り口都を有している。規模は,長さ66cll,幅56cll,角 度 8° を測る。

壁 壁高約 8～ 12cmを測る。

床 平坦である。北部中央に木の根による撹乱が見られる。

ピット 確認できない。

覆±  4層 からなる。褐色土主体の土層で,覆土が浅く堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯,蓋,高台付皿 )片 8点 ,須恵器 (甕 )細片 1点 ,土製紡錘車

1点 ,球状土錘 2点が出土 している。 1の土師器の高台付皿の破片と須恵器の奏の細片は,中央

部床面から出土しているが,覆上の堆積と同時に流れ込んだものと考えられる。

所見 遺構の形態と出土遺物等から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

蛭 2      
帥

第123図  第204号住居跡出土遺物実測図

第204号住居跡出土遺物観察表

第205号住居跡 (第 124図 )

位置 調査区の北部,Bll1 0区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.53m,短 軸3.50mの方形を呈している。

主軸方向 N-15ヒ W。

壁 壁高33cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 6 cm程掘り窪め,断面形は皿状を呈し,竃部分を除き全周している。

コ版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第123図

1

高台付皿

上 師 器

A(15.6)

B(11)

日縁部片。体部は緩やかに立ち上

がり,日縁部に至る。

体部内面ヘラ磨き。外面回転ヘラ

削り。日縁部外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰褐色

普通

P308  5%

床面

図版番号 器  種
法 量(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

2 紡 錘 車

3 土   錘

4 土   錘 21
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SI-205 土層解説
1 褐 色 全体にローム粒子・焼土プロック・黒色土プ

ロック

2 暗掲色 全体に黒色土プロック・ ローム粒子・焼土粒
子

3

4

5

暗褐色 ローム・粘土・焼土・黒色土プロック

褐 色 粘土・ ローム・焼土プロック多量

暗褐色 黒色土ブ rIッ ク,粘土プロック・ロームプロ

ック・ローム粒子少量

掲 色 粘土,ロ ームプロッタ,焼土粒子,本炭
褐 色 焼土,粘土,黒色土

田
|

SI-205短 土層解説

o               2m

E
守

ゆ
N

al

0                1m

C 25,3m

1 灰褐色 粘土粒子,にぶい褐色土小・黒色土小プロック

2 にぶい褐色 掲色粘土プロック,炭化物 灰褐色土少量

3 灰褐色 粘土粒子,にがい褐色土粒子, 4層 との間に

焼土

灰褐色 粘土プロッタ主体,焼土,炭化物 .灰 .土器片
黒掲色 炭化物,にぶい褐色土粘土,灰層

灰褐色 粘土,灰褐色土小プロック,焼土

灰褐色 粘土粒子 ,に ぶい褐色土小・黒色土小プロック

灰掲色 焼土,黒色土,粘上

5

6

7

8

第124図  第205号住居跡・輩実測図
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床 平坦で,踏み固められ堅級である。南西コーナー付近は撹乱を受けている。
ビット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Plは ,径20cll,深 さ14cmで ,出入り口施設に

伴うピットと考えられる。P2・ P3は ,径24～ 34cm,深さ14cmで ,性格は不明である。

護 北壁中央からやや東寄 りの位置を約40cm程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘土で構築されてい

る。規模は,長さ約110cm,幅は袖部が遺存せず不明である。燃焼部からは,灰,炭化物,崩落粘

上が検出されている。火床部は,ほぼ平らで焼土化 している。煙道部は,火床部から緩やかに立

ち上がっている。

覆±  7層 からなる。第 1・ 3～ 7層 は,自 然堆積土層である。第 2層 は,ロ ームブロックを均

―に含む人為的に埋め戻された土層である。第 3層は,竃の粘土ブロックを含んでいる。第 6層

は,住居廃絶直後の薄い暗褐色の自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 125点 ,須恵器 (杯,甑 )片 49点が出土している。 2・ 3の

須恵器の郭, 5～ 7の上師器の甕までは,住居廃絶後の床面を覆う自然堆積土層中への投棄遺物

である。住居内への遺物破片の投棄は,住居北部と南部の中央付近に限られている。

所見 遺構の形態や出土遺物から, 9世紀前半の住居跡と考えられる。

第205号住居跡出土遺物観察表
圏版番号 器 種 法量(cll 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第125図

1

杯

須 恵 碁

A122
B 4.0

C 65

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部不定方向ヘラ削り。体部下端

手持ちヘラ削り。日縁部内・外面

横ナデ。

砂粒・石英。長石

灰色

普通

P146 95%

覆土(3層 )

2

邦

須 恵 器

A13.4

B 4.9

C 9o

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁都はわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端回

転ヘラ削り。日縁部内・外面積ナ

デ。

砂粒。長石・雲母

灰色

良好

P147 60%

床面

3

杯

須 恵 器

A128
B 4.8

C(7.0)

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端回

転ヘラ音Wり 。日縁部内・外面横ナ

デ。

砂粒。長石・石英

灰責褐色

普通

P148 40%

床面直上(3層 )

4 須 恵 器

高台付杯 A130
B 5,0

C 74

平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上がり,

日縁部はわずかに外反する。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

け。体部内・外面横ナデ。

長石・雲母

責灰色

普通

P150   90%

覆土(3層 )

5

霊

土 師 器

A20,1

B(271

底部欠損。胴部上位に最大径を持

ち,頸部から口縁部にかけて小さ

く九みをもって外反する。口唇部

を外上方につまみ上げる。

胴部タト面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面積ナデ。

砂粒・石英・長石

婁母 にぶい褐色
普通

P151  40%

奄

6

養

土 師 器

A213
B(22.3)

底部欠損。胴部上位に最大径を持

ち,頭部から日縁部にかけて小さ

く九みをもって外反する。日唇部

をわずかに外上方につまみ上げる。

胴部外面ヘラ削り。口縁部内・外

面横ナデ。

砂粒・石英・長石

雲母 にぶい橙色
普通

P152  30%

電

7

養

土 師 器

A20.2

3(112)

底部欠損。頸部は「く」の字状に

屈曲する。日唇部は内側に小さく

折り返され,一条の沈線を残す。

胴部内・外面ヘラ削り。口縁部内・

外面積ナデ。

砂粒・石英。長石

雲母 にぶい赤偶色

普通

P153 15%

竃

養

須 恵 基

A362
B(20 9)

底部欠損。胴部は外傾して立ち上

がり,日縁部は外反する。日唇部

は折り返され内上方に立ち上がる。

胴部長方形の格子状叩き。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒・長石

暗青灰色

良好

P154  30%

篭
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第125図 第205号住居跡出土遺物実測図(1)



9S弦

10Cm

第126図 第205号住屋跡出土遺物実測図(2)

コ版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第126図

9

箋

須 恵 器

A404

B(181)

底部欠損。胴部はほぼ直線的に立

ち上がり,顕部で大きく屈曲する。

日縁部は外反する。日唇部内側は

上方力司肥厚する。

胴部格子状叩き。国縁部内・外面

横ナデ。

砂粒 。長石

暗青灰色

良好

P155 30%

電

第206号住居跡 (第 127図 )

位置 調査区の北部,Clla 9区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.79m,短軸3.61mの方形を呈している。

主軸方向 N-7ヒ W。

壁 壁高44cmを 測 り,緩やかに外傾 して立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を 6 cm程掘 り窪め,断面形はU字状を呈 している。亀部分を除き全周 してい

る。

床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 2か 所 (Pl・ P2)検 出されている。 Plは ,径50卿,深 さ28cmで,出入 り回施設に

伴うピットと考えられる。 P2は ,径20cm,深 さ15cmで ,性格は不明である。

護 北壁中央からやや東寄 りの位置を32cm程壁外へ掘 り込み,砂 まじりの粘土で構築されている。

規模は,長 さ120cm,幅 110cmを 測る。袖部が良好に遺存 しており,両袖とも基底部の幅は35cmを

測る。燃焼部には,焼土粒子が入っている。火床部は,ほぼ平らで焼土化 している。煙道部は,

火床部から緩やかに立ち上がっている。

覆±  7層 からなる。第 1層 は,自然堆積土層である。第 3・ 4層 は,投棄遺物を多量に含む黒

色土主体の自然堆積土層である。第 2・ 7層 は,ロ ームブロックを均―に含む人為的な堆積土層

である。第 6層 は,壁ロームの崩落土層である。
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遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片443点,須恵器 (甕,杯,盤 )片 248点が出上している。多
量の投棄された土器が,覆土 (第 3層 )中から出土している。

所見 遺構の形態や多量の投棄遺物から, 9世紀後半の住居跡と考えられる。

hl

④

A25,6m

口
|

SI-206

1 暗褐色
2 暗掲色

土層解説   
°

|

ローム粒子・焼土絃子・果色土ブロック少量

焼土粒子多髭,ロ ーム・焼土粒子,黒色土ブ
ロック

黒色土ブロック,焼土粒子,粘土ブロック

黒色土プロック,ロ ームプロ ック,ロ ーム粒子

黒色土,ロ ームプロック,ロ ーム粒子,焼土
・木炭粒子少量

黒色土ブロック少量

全体にローム・焼土粒子,下層に粘土プロッ

ク・焼土粒子

0             2涌

睡
鞭
睡
　
騨
睡

ご
一

口
|。 |

第206号住居跡出土遺物観察表

コ版番弓 器 種 去量(m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第129図

1

郭

土 師 器

A132

B 3.9

C(6.8

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底都不定方向ヘラ削り。体部下端

手持ちヘラ削り。口縁部内・外面

横ナデ。

長石・雲母・スコ

リア 灰黄褐色

普通

P246  30%

覆土(3層 )

刻書

2

不

須 恵 器

A122

B 4.1

C 62

平嘆。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端回

転ヘラ削り。日縁部内・外面積ナ

デ。

砂粒。長石・雲母

灰色

普通

P248 111kl%

床面(4層 )
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第128図 4206‐B・住居跡産実測図
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コ版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第129図

3

杯

須 恵 番

A136
B 48
C 64

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り。体部下端手持

ちヘラ削り。体部内・外面横ナデ。

ロクロロを明瞭に残す。

長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P249  95%

覆土(3層 )

4

杯

須 恵 器

A134
B 42
C 70

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り後押え。体部下

端手持ちヘラ削り。体部内・外面

横ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰色

音通

P250  80%

覆上

墨書「大垣郷」

5

ITN

須 忘 器

A132
B 41
C 59

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端回

転ヘラ削り。日縁部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・婁母

灰色

普通

P251  80%

覆土

6

杯

須 恵 器

A129
B 45
C 64

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

削り。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰白色

普通

P252 85%

覆土(3層 )

7

不

須 恵 器

A131
B 42
C(62)

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端回

転ヘラ削り。日縁部内 外面横ナ
デ。

砂粒・婁母

灰色

普通

P253 80%

覆土

8

杯

須 恵 番

A135
B 43
C 5,6

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

肖uり 。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・砂粒

灰掲色

普通

P254  60%

覆土

杯

須 恵 器

A125
B 38
C 59

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

削り。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・砂粒

黄灰色

良好

P255  60%

覆土

高台付lT

須 忘 器

A136
B 51
C 78
E lo

平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上がる。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

け。体部内 ,外面横ナデ。

砂粒。長石・婁母

灰色

普通

P256 90%

北東コーナー

11

高台付杯

須 恵 器

B(36
D 92
E 15

回縁部欠損。平底で高台が付く。

体部下端は内彎気味に立ち上がる。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

I)。

砂粒・長石・石英

灰色

普通

P270  30%

覆土(4層 )

孟

須 恵 器

A148
B 31
F 2.9

C 12

天丼部に平坦面を持ち,緩やかに

日縁部に至る。腰高で偏平なつま

みが付く。

天丼部平坦面回転ヘラ削り。日縁

部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい褐色

普通

P268  40%

床面(7層 )

蓋

須 恵 番

B(25)
F 3.1

G ll

天丼部に平坦面を持ち,緩やかに

日縁部に至る。腰高で偏平なつま

みが付く。

天丼部平坦面回転ヘラ削り。 砂粒。長石・雲母

にぶい褐色

普通

P269  40%

覆土(3層 )

甕

土 師 器

A197
B(211)

底部欠損。胴部上位に最大径を持

ち,頚部から回縁部にかけて小さ

く外反する。

胴部タト面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P257 60%

北東コーナー

甕

土 師 器

A(216)

B(100)

胴下半部欠損。頭部はくびれ,日

縁部は短く外反する。日唇部を外

上方につまみ上げる。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

明赤褐色

普通

P264  5%

奏

須 恵 器

A(23.8)

B(9.1)

1同部欠損。頭部は屈曲し,日縁部

は外反する。日唇部を上方にわず

かにつまみ上げる。

日縁部内・外面積ナデ。 砂粒・長石・雲母

灰色

普通

P258  5%

北東コーナー

17

小 形 甕

土 師 器

A(118

B(81
胴下半部欠損。頸部はくびれ,日

縁部は内彎気味に外傾して開く。

胴部外面中位以下ヘラ削り。 砂粒・長石・雲母

灰赤色

不良

P267 20%

覆土(2～ 3層 )

琵

須 恵 器 B(90
C(158

平底。胴上半部欠損。胴部は外傾

して立ち上がる。

胴部外面斜位のヘラ削り。 長石・石英・雲母

灰色

普通

P260  10%

覆土(2～ 4層 )
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図版番号 器  種
法 量(clll) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第129図 19 刀    子 (9.2) (13.5) 50 覆土 M■

第207号住居跡 (第 130図 )

位置 調査区の北部,Cllb8区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の東部が,第208号住居跡の西部を掘 り込んでいる。
規模と平面形 長軸2.51m,短軸2.45mの方形を呈している。
主軸方向 N― o° 。

壁 壁高約67cIIlを測り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 中央部に大木の抜根による撹乱が入っており,床の残存状態が著しく悪い。
ビット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。抜根による床面の撹乱のため規模は確認できな

④ 司

01
01

A25.6m

ユ 褐 色 ローム小プロック・明褐色土小プロック・ロ
ーム粒子多量

2 褐 色 ローム小プロック・明褐色土小プロック・ロ
ーム粒子多量                。                2m

3 褐 色 ローム小プロック・明褐色上小プロック・ロ
ーム粒子多最,暗褐色土

4 褐 色 壁ローム崩落土

第130図  第207・ 208号住居跡実測図

hl

エ

げ
一
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覆土 抜根による撹乱を受けており堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から平安時代前半の上師器 (養 )片23点,須恵器 (甕,杯,甑 )片 9点,土師質土

器片 1点が出土している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第208号住居跡よりも新 しい時期に構築されている。遺構の形態か

ら,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第208号住居跡 (第 130図 )

位置 調査区の北部,Cllb 8区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西部が,第207号住居跡の東部を掘 り込んでいる。

規模と平面形 長軸2.88m,短軸2.87mの方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

出入り口 南壁中央から西に寄った位置に,南へ向かって壁外に突出している。床面から確認面

は緩斜面となっている。規模は,幅60cm,緩斜面の長さは104clll,角度は15° を測る。

壁 壁高約16cmを測り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 検出されない。

炉 南西部の床面全体に炭化物が薄く堆積している。

覆± 4層からなり,いずれも褐色土を主体とした自然堆積土層である。

遺物 覆土中から平安時代の上師器 (養 )片 12点 ,須恵器 (甕,杯 )片 2点が出土している。本

跡に伴う遺物は出上していない。

所見 本跡は,重複関係から,第207号住居跡よりも古い時期に構築されている。遺構の形態か

ら,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第209号住居跡 (第 131図 )

位置 調査区の北部,Bllh 2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2,99m,短軸2.90mの方形を呈している。

主袖方向 N― o° :

出入り口 南壁中央から西に寄った位置に,南へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る堅く踏み固められた緩斜面を有している。規模は,長さ104clll,幅60clll,角度は15° を測る。

壁 壁高約20～ 26clllを測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 平坦で,西部が堅く踏み固められている。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Pと は,径18clll,深 さ32clll, P2は ,径 14cIIl,
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深さ22cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。      イ              |  ・

覆± 5層 からなり,いずれも各層中にロームブロうクが入っておりぅ人為.的な堆積土層と考え

られる。                        |

遺物 覆土中から土師器 (奏 )片が14点出土しているも本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

bl°
hl

01

01

01

Ｂ
一　

Ａ
一

バ
〓
ご

A26.Om

第131図 第209号住居跡実測図

バ
９

色

色

色

　

色

色

一

褐

褐

褐

　

褐

褐

土層解説

ロームブロック,ロ ーム粒子 ,黒色土プロック

ロームプロック,ロ ーム粒子 ,粘上粒子、小礫

ロームプロッタ,ロ ーム粒子 ,黒色土ブロック ,

粘土プロック少量

ローム上

ロームプロック.黒色土,粘土粒子

o               2m

B

第210号住居跡 (第 132図 )

位置 調査区の北部,Blli 3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.64m,短軸2.42mの方形を呈している。

主軸方向 N-22と E。

壁 壁高約 5 cmを 測る。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。
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ピット 2か所 (Pl・ P2)検 出されている。 Plは ,径16 cm,深 さ早cm, P2は ,径19cm,

深さ31 cIIlで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆± 1層 で,ロ ーム主体の土層であり,覆土が薄く堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から平安時代の上師器 (奏,堺 )片14点が出土している6本跡に伴う遺物は出上し

ていない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。              |

上 2&3m       止

B B'

SI-210 土層解説
1 褐 色 ローム粒子多量

o               2m

第132図 第210号住居跡実測図

第211号住居跡 (第 133図 )                          ‐    ―

位置 調査区の北部,Bllj 4区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2,90m,短軸2.80mの方形を呈している。        |

主軸方向 N― o° 。

壁 壁高18～ 24cIIlを測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 平坦で,全面が堅く踏み固められている。

ビット 3か所 (Pl～ P3)検 出されている。Plは ,径18cm,深 さ28cln, P2は ,径25叩 ,

深さ38cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は,径23cHl,深 さ18cmで,補助柱穴と考えられる。

覆± 3層 からなり,いずれも褐色土主体の自然堆積土層と考えられる。

遺物 覆土中から平安時代の上師器 (甕,杯 )片 57点,須恵器 (甕 )片 2点 ,土師質土器片 1点

が出土している。覆土 (第 1・ 2層 )中 に混入した遺物がI吾 とんどである。        ド

所見 遺構の形態と出土遺物から,12世紀以降の住居跡と考えられる。
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土層解説

ローム粒子

ローム粒子,ロ ーム小プロック,暗褐色土小

プロック

ローム粒子,ロ ーム小プロック,暗掲色土小

ブロッタ

0               2m

第133図  第211号住居跡実測図

第212B号住居跡 (第 134図 )

位置 調査区の北部,Cllb 5区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡は,第212A号住居跡の東コーナー部を掘り込んで構築されている。
規模と平面形 長軸3,05■ ,短軸3.00mの 方形を呈している。
主軸方向 N-34生 W。

壁 壁高36～ 49ctllを測り,垂直に立ち上がっている。
壁溝 壁直下の床面を12clll程掘 り窪め,断面形はU字状を呈し,竃部分を除き全周 している。
床 平坦で,踏み固められ堅級である。
ビット 1か所 (Pl)検 出されている。 Plは ,径30clll,深さ20cmで,出入り日施設に伴うピ
ットと考えられる。

輩 北壁中央部を72cln程壁外へ掘 り込み,砂まじりの粘土で構築されている。規模は,長さ135clll,
幅120clllを 測り,袖部は,ほ とんど遺存していない。火床部は,ほ ぼ平らで焼土化 している。煙道

部は,燃焼室奥壁から急に立ち上がっている。

覆± 5層 からなる。第 1～ 4層 まで人為的な埋め戻し土層である。第 5層 は,ロ ームの壁が剖
落し,ロ ーム等が自然堆積している。
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１
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１
１

１
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ハ
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遺物 床面や覆土中から土師器 (甕 ,杯 )片 114点 ,須恵器 (発,郭 )片 16点が出土 している。遺

物は,すべて覆土 (第 3。 4層 )中 から出上 している。 2・ 3の須恵器の杯, 5の上師器の小形

奏, 4の上師器の高台付皿は床直上から出土 しているが,他の上器片と同様に覆土中への廃棄遺

物であると考えられる。

所見 遺構の形態や出土遺物等から, 9世紀後半の住居跡と考えられる。

／

生

口
|

第134図  第212B号住居跡実測図

口
| 

「
'

パ

SI-212B 土層解説

1 暗褐色 全体にローム・焼上粒子・黒色土プロック

2 暗褐色 ローム・焼土粒子・黒色土プロック

3 暗褐色 全体にローム・黒色土プロック・焼土粒子

4 暗褐色 ローム・黒色土プロック・コーム粒子

5 暗褐色 ローム粒子多量 ,黒色土・ロームプロック少量

6 禍 色 ロームブロック・黒色土粒子少量

o               2m

Si 212 A

第212B号住居跡出土遺物観察表
目版番号 器 種 法量(ol 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第136図

1

杯

須 恵 番

A13.4

B 4.7

C 5.5

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端子

持ちヘラ苗Jり 。体部内。外面積ナ

デ。

砂粒・長石・雲母

灰白色

普通

P271  65%

北東コーナー

杯

須 恵 器

A13.0

B 4.1

C 6.0

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底部一方向ヘラナデ。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・雲母

にぶい栓色

普通

P272  50%

覆土(4層 )

杯

須 恵 器

A(13.6

B 3.8

C(5.4

平底。体部は内彎気味に外傾して ,

立ち上がる。

底部回転ヘラ切り。体部下端手持

ちヘラ削り。体部内・外面横ナデ。

砂粒・石英・雲母

灰白色

普通

P273  25%

床面
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第135図 第212B号住居跡輩実測図

hl

口
|

SI-212B竃 土層解説
1 暗褐色 焼土粒子・ローム粒子 炭化材小片
2 暗掲色 焼土粒子・ もろい石材の砕粒・粘土小プロッ

ク多量

3 暗褐色 焼土粒子・ローム粒子少量
4 暗掲色 焼土小プロック・もろい石材の砕粒

5 暗赤褐色 灰・焼土粒子多量 ,粘土質のハー ドプロック

6 黒褐色 焼土粒子 炭化物粒子・灰・凝灰岩のプロック

7 暗褐色 焼土少量,凝灰岩の砕粒

0               1m

0             10Cm

A 25,8m

C 25.6m

第136図 第212B号住居跡出土遺物実測図
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目版沓う 器  種 伝 重 (cln 器 形 の 籍 徴 手 法 の 特 徴 備   考

第136図

4

高台付皿

須 恵 器

A142
B 3.1
D 70
E lo

平底。底部に「ハ」の字状に開く

高台が付く。体部は緩やかに外傾

して開く。

底部及び体部内・外面積ナデ。 長石・石英・雲母

灰褐色

普通

P276  60%

床面

5

小 形 菱

土 師 器

A143
B(15.2)

底部欠損。胴部上位に最大径を持

ち頸部はくびれる。日縁部は短く

外傾し,端部断面が「S」 字状を呈

する。

胴部下半部ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英・雲母

赤褐色

普通

P275  40%

篭

第213号住居跡 (第 137図 )

位置 調査区の北部,Cllc 7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.94m,短軸2.80mの方形を呈している。

主軸方向 N-3ヒ E。

出入り回 北壁中央から西に寄った位置に,北へ向かって壁外に突出する緩斜面を持つ。規模は,

01

パ
〓
ぼ

Ｂ
一
一Ａ

hl

01

1-213 土層解説

褐 色 全体にローム粒子・黒色土プロックロームフ
ロック

褐 色 全体にロームプロック ローム粒子 焼土粒
子・黒色土プロック

暗褐色 全体にローム粒子・黒色土プロック,ロ ーム
プロック少量

ロームプロック 黒色土・ローム粒子多量
ロームブロック多量,黒色土プロック ロー
ム粒子少量

0               2m

。 |。 |

第137図  第213号住居跡実測図

01

A25,3m

B

パ

S

I

2

色

色

褐

褐

④ 司
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幅44cIIl,緩斜面の長さは60cm,角度は24° を測る。          ・

壁 壁高約26～ 36cIIlを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,西部は堅く踏み固められている。

ビット 3か所 (Pl～ P3)検出されている。 Plは ,径18cIIl,深さ38cm, P2は ,径17cm,

深さ48cmで,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径22cm,深 さ18cmで ,補助柱穴と考えられ

る。

炉 中央部からやや西寄りの床面に炭化物が薄く広がって堆積している。範囲は,径約60clllの広
がりを有している。

覆± 5層 からなり,いずれも褐色土を主体とし,ロ ームブロックを均―に含んだ人為堆積土層

である。

遺物 覆土中から平安時代の上師器 (奏,杯 )片 9点,須恵器 (奏,イ )片 5点が出土している。

住居跡南東コーナー付近の床面から長さ14cln,幅 13clll,厚 さ4 cmの板状の石片 (1.65 kg)が出土

している。屋根の上の置き石に使用されたものと考えられる。

所見 遺構の形態や出土遺物から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第214A号住居跡 (第 138図 )

位置 調査区の北部,Clle 8区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北西コーナー部は,214B号住居跡の南東コーナー部によって掘り込まれている。

本跡の西部は,第 10号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形 長軸3.05m,短軸2.93mの方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

1      壁 壁高約24clllを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,北部と南西部が堅く踏み固められている。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径46cm,深さ32cm, P2は ,径25clll,
1      深さ42calで ,いずれも主柱穴と考えられる。

1      炉 住居中央からやや北寄りの床面に炭化物が薄く広がって堆積している。範囲は,長径60cm,

十      短径50clnの広がりを有している。

覆± 3層 からなる。第 1・ 2層 ともロームブロックの混入が多く,人為的に埋め戻された土層

と考えられる。第 3層 はロームの壁が剖落し,ロ ーム土等が自然堆積した上層である。

1      遺物 出上していない。

i      所見 本跡は,重複関係から,第214B号住居跡よりも古い時期に構築されている。遺構の形態か

|      ら,12世紀以降の住居跡と考えられる。
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l 暗褐色

2 暗褐色
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土層解説

全体にローム・木炭粒子,下層にロームプロ

ック・焼土粒子

ロームブロック・ローム粒子・黒色土プロッ

ク・焼土

ロームブロック,ロ ーム・黒色土・焼土粒子

ローム粒子・黒色土プロック

ロームプロック多量,黒色土 木炭・焼土粒
子少量

黒色土プロック・ローム粒子,焼土粒子少最

ロームブロック多量,黒色土プロック・ロー

ム粒子 焼上粒子

色 ローム

SI-214A 土層解説
1 暗掲色 ローム小ブロック・ローム粒子多量
2 暗褐色 ローム小プロック・ローム粒子多量
3 暗褐色 壁ローム崩落土層

0               2m

本跡の北

第138図 第214A・ B号住居跡実測図

第214B号住居跡 (第 138図 )

位置 調査区の北部,Clle 7区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南東コーナーが,第214A号住居跡の北西コーナーを掘り込んでいる。

部は,第 10号溝によって掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸2.60m,短軸2.56mの方形を呈している。

主軸方向 N-4ヒ E。

壁 壁高約40cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,東半分が堅く踏み固められている。

ビット 2か所 (PloP2)検 出されている。 Plは ,径22cm,深さ26clll, P2は ,

-167-

径23cln,



深さ16cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

炉 中央部からやや東寄りの床面に炭化物が薄く広がって堆積している。範囲は,長径約64cm,
短径約60cmの広がりを有している。

覆± 2層 からなり,いずれも土層全体にロームブロックを含み,人為的な堆積状況を示す。

遺物 覆土中から土師質土器片 2点 ,中世陶器片 1点が出土しているが,こ れらは第10号溝ある
いは,第214A号住居跡中の遺物の可能性もある。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡は, 重複関係から,第214A号住居跡よりも新しい時期に構築されている。遺構の形
態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第215号住居跡 (第 139図 )

位置 調査区の北部,Cllc 5区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.90m,短軸2,70mの方形を呈している。

の

bl
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A25.8m

olw卜 |

ド
一

二
~こ
≡≡≡三≧壼
哲
三ン
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SI-215 土層解説
よ 掲 色 ローム粒子多量
2 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量

0            `  2m

ね lblil

/

＼_/③

第139図 第215号住居跡実測図
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主軸方向 N-74ヒ E。           .

出入り口 北壁中央から東に寄った位置に,北へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る緩斜面を持っている。規模は,幅40cm,長 さ60cmを 測る。          |

壁 壁高約20cmを 測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 7か所 (Pl～ P7)検 出されている。 Plは ,径20 cm,深 さ16cll, P2は ,径23cm,

深さ34cllで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径31cm,深 さ10cm, P4は ,径38cm,深 さ

24cm, P5は ,径15cHl,深さ32cm, P6は ,径37cm,深 さ16cm, P7は ,径28cm,深 さ26cmを 測

る。 P3～ P7の性格は不明である。

覆±  2層 からなり,すべて褐色土主体の自然堆

積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 7点,土師

質土器細片 1点 ,銅銭 1点が出土している。 1の

銅銭は,北東部床面から出上している。

所見 遺構の形態と出土遺物から,12世紀以降の

住居跡と考えられる。

0          20m

―
第140図 第215号住居跡出土遺物実測図

第215号住居跡出土遺物観察表

図版番号 銭 名 初鋳年 鋳造地名 出 上 位 置 備 考

第140図  1 判読不明 床面 M17

第216号住居跡 (第 141図 )

位置 調査区の北部,Clld 4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.64m,短軸2.60mの方形を呈している。

主軸方向 N-17生 E。

出入り口 北壁中央から西に寄った位置に,北へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る。緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,長 さは72clll,幅52cm,角度は13° を測る。

壁 壁高約22cIYlを測り,緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 平坦で,出入り口部から住居中央部にかけて堅く踏み固められている。

ビット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。Plは ,径16cm,深 さ35cm, P2は ,径18cm,

深さ34cmで,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径28cm,深 さ25cm, P4は ,径16cm,深 さ

17cmで ,いずれも補助柱穴と考えられる。
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炉 主柱穴から北西寄りの床中央付近に,灰 と炭化物が薄くひろがって堆積している。範囲は,

長径120cm,短径90cmの広がりを呈している。

覆± 3層 からなり,いずれもローム小ブロックの混入が多く,人為的な堆積状況を示している。

遺物 覆土中から土師器 (甕 )片 3点が出上している。本跡に伴う遺物は出上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

hl
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ヽ

ヽ
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生 2,3m       止  二

C           C'

ヤ

SI-216 土層解説
1 褐 色 ロームプロック,ロ ーム粒子,黒色土粒子
2 暗褐色 ローム粒子・ロームプロック 黒色土粒子多

量,焼土 木炭粒子
3 褐 色 ローム

0               2m

第141図  第216号住居跡実測図

第217A号住居跡 (第 142図 )

位置 調査区の北部,Cllc 3区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は南部が,第217B号住居跡の北部を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸2.86m,短軸2.72mの方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

出入り回 東壁中央から北に寄った位置に,東へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る緩斜面を持った出入り日部を有している。規模は,幅62cll,長 さ64cm,角度21° を測る。

壁 壁高約27cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

bl
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床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。
ビット 4か所 (Pl～ P4)検 出されている。 Plは ,径23cm,深 さ40cm, P2は ,径 18cm,

深さ34cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径23cm,深 さ20clll, P4は ,径21 cm,深 さ

42clnで ,いずれも補助柱穴と考えられる。

覆± 4層からなり,いずれも褐色土主体の堆積土層で,ロ ーム小ブロックを均―に含み人為的

な堆積と考えられる。

遺物 覆土中から平安時代の土師器 (甕 ,杯 )14点が出土している。本跡に伴う遺物は出土して

止2&8m  mlト        パ
~ミ
(ご Rこ
~~rエミ「二与垂墾更レ

オ~~

C                                    c,
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u「3/~~A」
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~
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SI-217A・ B 土層解説
1 9ata色  ロームブロック,ロ ーム・黒色土粒子
2 暗褐色 ローム主h黒 色土・焼土粒子
3 暗褐色 黒色土・ローム粒子少量,ロ ームブロック
4 褐 色 ローム主体,木炭プロック,黒色土

0               2m

bl  
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③
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第142図  第217A・ B号住居跡実測図
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いない。                                     I
所見 本跡は,重複関係から,第217B号住居跡よりも新 しい

時期に構築されている。遺構の形態から,12世紀以降の住居        。    scm

ー

跡と考えられる。

第143図  第217A号住居跡
出土遺物実測図

第217A号住居跡出土遺物観察表
田版番弓 器 種 去量(clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第143図

1

杯

土師質土器 B(12
口縁部欠損。平底気味の九底。 底部ヘラ削り。手捏ね。 長石・石英・雲母

橙色

普通

P309  5%

覆土(1層 )

第217B号住居跡 (第 142図 )

位置 調査区の北部,Cllc 3区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北部は,第217A号住居跡の南部に掘り込まれている。

規模と平面形 長軸2.66m,短軸2.58mの 方形を呈している。

主軸方向 N-8ヒ W。

壁 壁高約16cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められている。
ピット 検出されない。

覆± 2層 からなり,暗褐色土主体の上層であるが,残存する覆土が薄く堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 )片 1点 ,土師質土器片 2点が出上している。本跡に伴う遺物は出
上していない。

所見 本跡は,重複関係から,第217A号住居跡よりも古い時期に構築されている。遺構の形態か
ら,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第2,3号住居跡 (第 144図 )

位置 調査区の北部,Cllb 4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.95m,短軸2.88mの 方形を呈している。

主軸方向 N-9o生 W。

出入り口 東壁中央から北に寄った位置に,東へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至
る緩斜面を持った出入り日部を有している。規模は,長さ60cm,幅 54cm,角度14° を測る。

壁 壁高約26clnを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。
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SI-218 土層解説
I 褐 色 ロームプロック ローム粒子・黒色土プロッ

ク多量

2 褐 色 ローム・黒色土プロック多量,粘土プロック
少量

3 明褐色 ローム

0 2m

第144図  第218号住居跡実測図

床 平坦で,北半分が堅く踏み固められている。

ビット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。 Plは ,径19cm,深 さ28cm, P2は ,径16cm,

深さ20cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径28cm,深 さ32cm, P4は ,径20cm,深 さ

50cmで ,いずれも補助柱穴と考えられる。

炉 中央部からやや北寄りの床面に灰と炭化物の層が薄く堆積し,その範囲は,長径64cm,短径
52ctllの広がりを有している。

覆± 3層 からなり, 3層 ともロームブロックを土層中に均―に含む人為的堆積土層と考えられ

る。

遺物 覆土中から平安時代の土師器 (甕 )片 8点,土師質土器 2点が出土している。この浅黄橙
色の土師質土器の不は,覆土中から出土している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡 と考えられ

る。

第145図 第218号住居跡出土遺物
実測図

ワ
10cm
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第218号住居跡出土遺物観察表

]版番号 器 種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第145図

1

杯

土師質土器

A(144)

B(3.0)

底部欠損。体部は内彎して開く。 体部内・外面横ナデ。 砂粒,粉っぽい

にぶい黄橙色

普通

P310  5%

覆土

第219号住居跡 (第 146図 )

位置 調査区の北部,Cllc 2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.81m,短軸2.75mの方形を呈している。

主軸方向 N-9oと W。

出入り日 東壁中央から北に寄った位置に,東へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至
る緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,幅48cm,長 さ114cm,角度23° を測る。

壁 壁高約52clnを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,北半分が堅く踏み固められている。
ビット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。 Plは ,径44cHl,深 さ20cm, P2は ,径51 cln,

深さ24cmで,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径12cm,深 さ15cm, P4は ,径21 cm,深 さ

hl

B

C

B
く
|

`ヘ kl

９

色

色

色

・２‐
褐
購
購

01

土層解説

ローム・黒色土プロック,木炭・境止粒子

ロームプロック・黒色土粒子多量,木炭少量

ローム・黒色土プロック

0               2m

/-0~~~~~

r         P5

(

第146図  第219号住居跡実測図
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10cm, P5は ,径 18cHl,深 さ28cmで,いずれも補助柱穴と考えられる。

炉 主柱穴から北に寄った床中央付近に灰と炭化物が薄 くひろがって堆積 し,その形状は,長径

62cm,短径54cmの楕円形を呈 している。

覆±  3層 からなり,いずれも大量のローム小ブロックを均―に含む人為的な堆積土層である。

遺物 覆土中から奈良～平安時代の土師器 (甕 ,杯 )片 6点 ,土師質土器 (杯 )細片 2点が出土

している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡 と考えられる。

第220号住居跡 (第 147図 )

位置 調査区の北部,Cllc I区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.17m,短軸2,95mの 方形を呈 している。

主軸方向 N-9oと W。

壁 壁高約28cmを 測 り,緩や

かに外傾して立ち上がってい

る。

床 平坦で,堅 く踏み固めら

れている。           二

A
ビット 4か 所 (Pl～ P4)

検出されている。 Plは ,径

1lcla,深 さ20cm, P2は ,径

15cm,深さ26 cmで ,いずれも

主柱穴と考えられる。 P3は ,

径18cm,深 さ36cm, P4は ,

径17cm,深 さ26cmで,いずれ

も補助柱穴と考えられる。

覆± 4層からなる。ローム

ブロックを均―に含む土層を

主体としており,人為的な堆

積土層である。第 2層 には厚

さ4 cm程の焼上が堆積してい

る。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,

B    ば

SI-220 土層解説
1 暗褐色 ローム・黒色土プロック,木炭・ ローム粒子
2 暗褐色 ロームプロック、ローム粒子 ,黒色土プロック
3 掲 色 ローム・黒色土プロック,焼土プロック.灰
4 褐 色 ローム・黒色土プロック
5 掲 色 ローム

0

第147図 第220号住居跡実測図
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郭)片 14点が出土している。本跡に伴う遺物は出上していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

第221号住居跡 (第 148図 )

位置 調査区の北部,C10bo区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.85m,短軸2.83mの方形を呈している。
主軸方向 N-2ヒ E。

壁 壁高約 6 cmを測る。

床 平坦で,堅 く踏み固めら

,れ堅緻である。

ビット 3か所(Pl～ P3)

検出されている。 Plは ,径

23cm,深 さ29clll, P2は ,径

20cIIl,深さ17cmで,いずれも

主柱穴と考えられる。 P3は ,

径14cm,深 さ39cmで,補助柱

穴と考えられる。

覆土 覆上が薄く堆積状況は

不明である。

遣物 覆土中から土師器(奏 )

片 4点が出上している。本跡

に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世

紀以降の住居跡と考えられる。

bl

Ｂ
〓
Ａ

イ
一

B 25.8m B'

第223号住居跡 (第 149図 )

位置 調査区の北部,Clle l区 を中心に確認されている。
重複関係 本跡の南部が,第 10号溝によって掘り込まれている。
規模と平面形 長軸3.10m,短軸3.05mの方形を呈している。
主軸方向 N-17生 W。

④
司

B'

01

■       止

SI-221 土層解説
1 掲 色 全体にローム粒子・焼土粒子・灰,ロ ームブ

ロック少量

2 暗掲色 ローム・焼と粒子
0               2m

第148図 第221号住居跡実測図
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土層解説

ローム粒子多量 ,ロ ームブロック・粘土少量

ロームプロック,ロ ーム粒子 ,黒色土プロッタ

ローム粒子・黒色土プロック,ロ ームブロック

ローム粒子・黒色土プロック,ロ ームプロック

全体に黒色土プロック・ローム粒子 ,ロ ームブ

ロック

ロームプロック、ローム粒子、黒色土ブロック

ローム粒子、黒色土プロック

A 25.6m

0               2m

第149図 第223号住居跡実測図

壁 壁高約22cmを 測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められている。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検 出されている。 Plは ,径18cHl,深 さ16cm, P2は ,径25cm,

深さ33cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆±  7層 からなり,いずれも大量のロームブロックを含む人為的堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯 )片 6点,土師質土器片 1点が出土 している。本跡に伴う遺物

は出上していない。

ζ号て

'歿

よ
壇尾禄号曇子i::岳せ三岳となとg檬 [馨与ξ再  

＼慕送垂≦|
る。                                。 10Cm

第150図  第223号住居跡出土
遺物実測図

第223号住居跡出土遺物観察表

圏版番弓 器 種 去量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 ayt 胎土・色調・焼成 備  考

第150図

1

杯

土師質土器 B(1.6)

C(7.0)

平底。体都は緩やかに外傾して立

ち上がる。

底部及び体部外面ヘラ削り。体部

内面横ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

P311  5%

覆土
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第224号住居跡 (第 151図 )

位置 調査区の北部,Clle 3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸2.80m,短軸2.75mの方形を呈している。

主軸方向 N-15ヒ W。

出入り口 東壁中央から北に寄った位置に,東へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る緩斜面を持った出入り田部を有している。規模は,幅36cm,緩斜面の長さは70cmを 測る。

壁 壁高18～26cmを 測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,北半分が堅く踏み固められている。

ビット 3か所 (Pl～ P3)検 出されている。 Plは ,径14cm,深 さ36cm, P2は ,径17cm,

深さ38cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径15cm,深 さ34clllで ,補助柱穴と考えられ

る。

炉 中央部からやや北寄りの位置に,灰 と炭化物が薄く堆積している。範囲は,長径106cm,短径

80cIIlの広がりを有している。

覆± 3層 からなる。ロームの混入が少ない褐色土層であり,自 然堆積土層 と考えられる。

遺物 覆土中から須恵器 (甕 )片 2点が細片で出上している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,12世紀以降の住居跡と考えられる。

kl
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B 25.8m
切
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④ 刊
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ご
一

土層解説

ローム・黒色土粒子多量

ロームプロック・黒色土プロッタ・ローム粒子

多量

ロームブロック多量 .ロ ーム粒子・黒色土少量

O             `  2m

第151図  第224号住居跡実測図
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第225号住居跡 (第 152図 )

位置 調査区の北部,Cllf 5区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南部は,12号溝を掘 り込んで構築している。

規模と平面形 長軸3.00m,短軸2.56mの方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

出入り口 東壁中央から北に寄った位置に,東へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,幅56cm,長 さ68cm,角度 8° を測る。

壁 壁高約14cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。 Plは ,径20cHl,深 さ17cm, P2は ,径 17cm,

深さ14cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。

覆± 3層 からなる。口=ム を主体とする土層であるが,堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から平安時代の土師器 (甕 )片 4点 ,須恵器 (甕 )片 1点が出上している。本跡に

伴う遺物は出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 12号溝よりも新しい時期に構築されている。遺構の形態から,

12世紀以降の住居跡と考えられる。

B 25,6m B'

0                2m

3 褐 色 ローム粒子

第152図 第225号住居跡実測図

SI-225 土層解説
1 暗掲色 ロームプロック,ロ ーム粒子 ,黒色土プロッ

タ,焼土ブロック

2 暗褐色 ロームプロッタ・ローム粒子・黒色土プロッ

ク多量

Ｂ
一
Ｃ
一
Ａ
一

モ推佳釜=豪です
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第226号住居跡 (第 153図 )

位置 調査区の北西部,C8d3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸6.63m,短軸6.50mの 方形を呈 している。

主軸方向 N-5生 W。

壁 壁高20～ 32cmを 測 り,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁直下の床面を12cm程掘 り窪め ,断面形はU宇状を呈 している。竃部分を除き全周 している。
床 平坦で,踏み固められ堅級である。

ビット 10か所 (Pl～ P10)検出されている。主柱穴はPl～ P4の 4か所で,径30～ 52cHl,

深さ25～ 32cmである。 P5は ,径26cm,深 さ15cmで,出入り口施設に伴うピットと考えられる。
P6～ P10は ,径26～ 36cm,深 さ36cmを 測り,性格不明である。

驚 北壁中央部を50cm程壁外へ掘り込み,砂 まじりの粘土で構築されている。規模は,長さ100cm,

幅150cmを測り,電の遺存状態は悪い。燃焼部からは,焼土粒子,炭化物,灰,天丼部からの崩落

焼土等が検出されている。火床部は,ほぼ平らで焼土化している。煙道部は,火床部から緩やか

に立ち上がっている。

覆± 7層からなり,いずれも自然堆積土層である。第 3層 はロームブロックを多く含む土層で

ある。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片97点 ,須恵器 (甕,杯,硯 )片25点が出土している。出土
遺物のほとんどは,第 3層 中に混入する破片であり,すでに廃棄された遺物の 2次的な混入と考

えられる。遺物の種類は,須恵器の圏足硯の破片や須恵器の郭,蓋,土師器の甕や上師器の甑の

破片である。

所見 遺構の形態や出土遺物から,第153号住居跡とほぼ同時期の, 8世紀前半の住居跡と考えら
れる。

第226号住居跡出土遺物観察表

]版番号 器 種 法量 (c ll 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第156図

1

杯

須 恵 器

A(16.0

B 4.1

わずかに九みを持った平底。体部

は外傾して立ち上がる。

体部内・外面ナデにより平滑。 長石・石英・雲母

灰色

普通

P277 20%

覆土(3層 )

2

蓋

須 恵 為

B(20)

F 3.3

C 07

天丼部に平坦面を持って,緩やか

に口縁部に至る。偏平なつまみが

付く。

天丼部回転ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

石英。長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

P285 45%

床面

3

蓋

須 恵 器

A(166)

B 3.4

F(40)

G o5

天丼部から九みを持って,緩やか

に日縁部に至る。内面にかえりが

付く。中央部が窪む偏平なつまみ

が付く。

天丼都回転ヘラ削り。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・石英・_r母

灰色

普通

P286  10%

覆土(2層 )
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第153図  第226号住居跡実測図
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第154図 第226号住居跡證実測図
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刊

B'
SI-226竃  土層解説
】 暗赤掲色 焼土粒子・炭化物 粘土小プロック少量
2 赤褐色 焼土・粘土小プロック多量
3 暗赤褐色 焼土粒子,炭化物,灰
4 極暗赤褐色 粘土 ロームプロック,焼土粒子

0               1m

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 時 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第156図

4

蓋

須 恵 器

A158
8 33
F 34
G o8

天丼部から九みを持って,緩やか

に日縁部に至る。内面にかえりが

付く。中央部がわずかに突出する

偏平なつまみが付く。

天丼部回転ヘラ削り。国縁部内・

外面積ナデ。

砂粒 。長石

灰色

普通

P287  40%

覆土(3層 )

5

甕

土 師 器

A(11.2

B 4.4

C 6_4

胴上半部欠損。平底。胴部は内彎

気味に立ち上がる。

底都木葉痕。甕の底部片を波状に

加工し,再利用。

長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P282  5%

覆土

6

圏 足 硯

須 恵 器

A(19.6

B(27
脚部欠損。硯面はほぼ水平で低く,

断面三角形の内堤を持つ。やや外

傾する厚みのある外堤直下に一条

の稜を持つ。透かしは,上部が弧

を描く。

脚部及び硯面部内・外面横ナデ。 長石。石英・雲母

灰掲色

普通

P288  15%

床面(3層 )

7

甑

上 師 器

A(294

B(82
胴下半部欠損。胴部は外傾して立

ち上がり,日縁部は外反して開く。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P279 10%

覆土(3層 )

8

甕

土 師 器

A(15.6

B(67
胴下半部欠損。頸部はくびれ,日

縁部は外反する。日唇部をわずか

につまみ上げる。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい掲色

普通

P280 10%

床面

9

渦

須 恵 器

A(51.0

B(9,0

底部欠損。体部は内彎気味に開き,

日縁部で外反する。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

灰色

普通

P284  5%

床面

図版番号 器  種
法 量(cra) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

鉄 鏃 (10.1) (2.2) (115) 覆土 (1～ 2層 ) M14
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S11153 、、、、_ゝ

SI-226 土層解説
1 褐 色 ローム・焼土・ホ炭粒子
2 褐 色 焼土プロック,木炭 ,焼土粒子,ロ ーム小ブ

ロック

3 褐 色 ロームブロック,焼土・木炭 粘土粒子

4 掲 色  ローム粒子・ ロームプロック・焼土粒子少量

5 褐 色 焼土粒子,木炭粒子 ,ロ ームプロック

6 褐 色  ロームブロック,焼土粒子,木炭,黒色土ブ

ロック

7 暗褐色 ローム粒子,焼上,本炭,ロ ームプロック

第155図 第226号住居跡遺物出上位置図

④
引

0               2m

Ｗヽ
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0              10Cm

第156図 第226号住居跡出土遺物実測図

第227号住居跡 (第 157図 )

位置 調査区の北部,Clle 4区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の中央部は,第 10号溝に掘り込まれている。

規模と平面形 長軸2.70m,短軸2.61mの方形を呈している。

主軸方向 N-69ヒ E。

出入り口 北東壁中央から北に寄った位置に,北へ向かって壁外に突出して,床面から確認面に至

る緩斜面を持った出入り口部を有している。規模は,長 さ62cm,幅66cm,角 度は20° を測る。

壁 壁高約40cmを 測り,ほ 1辞垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。 Plは ,径24cm,深 さ16cm, P2は ,径42cm,

舟
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岬
胤
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‐０

一
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深さ21cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径27cm,深 さ28clll, P4は ,径37cm,深 さ

26cmで ,性格は不明である。

覆± 2層 からなり,すべて褐色土主体の上層である。第10号溝により覆土の大半が掘り込まれ

ており,堆積状況は不明である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 )片 14点 ,須恵器 (イ )片 1点 ,内耳土器片 2点が出上している。

本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第10号溝よりも古い時期に構築されている。遺構の形態から,12

世紀以降の住居跡と考えられる。

hl

田
|

思

田

隅

隅

脚

Ｆ

「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｅ
。
亙

引

④

蜘

1 暗褐色 ローム粒子,炭化物・焼土粒子少量

2 暗褐色 ローム粒子,炭化物 焼土粒子少量 ,

小プロック,炭化材月ヽ片

3 暗褐色 ローム粒子・ ローム小ブロック多量 ,

灰

4 暗掲色 ロームプロック

第157図 第227号住居跡実測図

0               2m
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第228号住居跡 (第76図 )

位置 調査区の南部,G10d4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 方形を呈していると考えられるが,南部の 3分の 2が削平されているため,規模

は不明である。

主軸方向 N-57生 W。

壁 壁高は最もよく遺存している所で約10cmを測り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 確認できない。

SD10
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床 平坦で,踏み固められ堅緻であるが,部分的に抜根による撹乱をうけている。南部の床は,
緩やかに傾斜しており,流失している。

ピット 確認できなかった。

輩 削平と抜根により,確認できなかった。

覆土 覆土は 1層で,ハ ー ドロームブロックを多量に合

む人為的堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯)片 6点が出土 してい

る。 1の土師器の甕の破片は覆土中から出上 している。

本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 遺構の形態から,本跡10世紀前半の住居跡と考え

られる。

I

0               1ocm
LE~

第158図 第228号住居跡出土
遺物実測図

第228号住居跡出土遺物観察表

目版番号 器 種 法量(cln 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第158図

1

奏

土 師 器

A(13.4

B(52
胴部欠損。頭部はくびれ,日縁部

が短く外反する。日唇部を上方に

つまみあげる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒。長石・雲母

明赤掲色

普通

P290  5%

覆土

第229号住居跡 (柴崎遺跡 I区第71号住居跡)(第 71図 )

位置 調査区の南部,F10,3区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.30m,短軸(3.20m)の 方形を呈している。
主軸方向 N一 o° 。

壁 壁高約40cllを測り,垂直に立ち上がっている。
壁溝 壁直下の床面を深さ5cm程浅く掘り窪め,断面形はU字状を呈している。
床 平坦で,踏み固められ堅緻である。

ビット 1か所 (Pl)検出されている。 Plは ,径42cm,深 さ40cmで,出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆± 4層 からなり,すべて自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,郭)片 19点,須恵器 (奏,郭 )片 4点が出上している。いずれも
細片である。

所見 柴崎 I区の調査の際に,本跡の北部は,第 71号住居跡として既に調査を終了していた。そ
の北部の床面と竃内から須恵器の蓋,高台付盤,土師器の奏が出上している。遺構の形態と出土

遺物等から, 9世紀後半の住居跡と考えられる。
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第230号住居跡 (第 159図 )

位置 調査区の南部,F10,6区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西都は,第 5号溝に掘 り込まれている。

規模と平面形 長軸3.10m,短軸2.82mの方形を呈 している。

主軸方向 N-61生 E。

壁 壁高20～ 34clllを測 り,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,堅 く踏み固められ堅緻である。

ビット 3か 所 (Pl～ P3)検 出されている。 Plは ,径25 cm,深 さ22cm,P2は ,径 17cm,

深さ23cmで ,いずれも主柱穴と考えられる。 P3は ,径22cm,深 さ32cmで ,補助柱穴と考えられ

る。

覆± 1層 からなり,ロ ーム

主体の人為的な堆積土層であ

る。

遺物 覆土中から平安時代の

上師器 (甕 ,杯 )片 14点,須

恵器 (甕 )片16点,上師質土

器細片が 1点出上している。

本跡に伴う遺物は出土してい

ない。

所見 本跡は,重複関係から,

第 5号溝よりも古い時期に構

築されている。遺構の形態か

ら,12世紀以降の住居跡と考

えられる。
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第159図 第230号住居跡実測図

第232号住居跡 (第 160図 )

位置 調査区の北東部,B12d4区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.09m,短軸2.65mの長方形を呈している。

主軸方向 N― o° 。

壁 壁高約42clllを測り,垂直に立ち上がっている。

o               2m

-187-



壁溝 壁直下の床面を 5 cm程浅 く掘 り窪め,断面形は皿状を呈 し,全周している。

床 平坦で,踏み固められている。

ビット 1か所 (Pl)検出されている。Plは ,径28cm,深 さ14cIItlで ,出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

輩 北壁中央からやや西寄りの位置を120cHl程壁外へ掘 り込み,砂まじりの粘上で構築されている。
規模は,長 さ約200cmで ,幅は,袖部が遺存しておらず不明である。焚口部は,深さ約18c m程掘

り窪められ,焼土小ブロックカヽ検出されている。煙道部は,火床部から緩やかに立ち上がってい

る。火床部中央から,支脚として転用した甕と杯が,重ねられた状態で出土している。

覆± 5層 からなり,いずれも黒褐色の腐植土を主体とした自然堆積土層である。

遺物 床面や覆土中から土師器 (甕,杯 )片 206点 ,須恵器 (甕 )片 11点が出土している。 2の土

師器の杯は,北壁際の覆土中層から出土している。それ以外はすべて床面への遺棄遺物と竃内の

支脚転用土器である。 5の土師器の甕と1の須恵器の杯は,竃内から出土し, 1の須恵器の杯は,

bl 01

SI-232 土層解説
1 黒褐色 ロームイ、プロック中量,焼土イヽプロック極少

量

2 黒褐色 ローム粒子中量,炭化物種少量
3 黒褐色 ローム大プロッタ中量,焼土刀ヽプロック少量
4 極暗褐色 ローム大ブロック多量
5 暗褐色 ローム粒子多量

0            2m

Ｅ
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劇
訓
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01

第160図 第232号住居跡実測図
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竃内から支脚に転用された状態で出土している。

所見 遺構の形態や出土遺物から,10世紀前半の住居跡と考えられる。

ml。
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引

A25.6m

C25,4m

第161図  第232号住居跡驚実測図

C'

SI

I

2

3

4

5

6

7

8

-232竃  土層解説

黒掲色 焼土小プロック・炭化物少量

黒褐色 ローム粒子多量

暗褐色 ローム小ブロック多量,焼土小プロック少量

暗赤褐色 焼土小ブロック中量,炭化物少量

暗赤褐色 焼土・炭化物粒子多量,褐色砂質粘土大ブ

ロック少量

暗褐色 ローム小プロック多量

黒褐色 焼土粒子中量

極暗褐色 ローム小ブロック多量,焼上粒子少量

0               1m

第232号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量(all 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備  考

第162図

1

郭

須 恵 器

A126

B 46

C 6.0

平底。体部は外傾して立ち上がる。

日縁部はわずかに外反する。

底都回転ヘラ切り後,無調整。体

部内。外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P291 100%

電

不

土 師 器

A13.8

B 4.7

C 6.0

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ

肖Uり 。体部下端手持ちヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

褐仄色

普通

P292  80%

覆土(5層 )
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第162図 第232号住居跡出土遺物実測図



目版番弓 器 種 安量 (cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備   考

第162図

3

菱

土 師 器

A15,1

B 25.6

C ll.2

平底。胴部中位に最大径を持つ。

顕部はくびれ,日縁部が外反する。

日唇部を上方につまみ上げる。

胴部外面ヘラ磨き。日縁部内・外

面横ナデ。

石英・長石・雲母

橙色

普通

P293  95%

床面

4

養

土 師 器

A(19,7

B(16.1

底都欠損。胴都中位に最大径を持

つ。頸部はくびれ,日縁部が外反

する。日唇部を上方につまみ上げ

る。

胴部ヘラ削り後,ナデ。口縁部内

・外面積ナデ。

長石・石英・雲母

赤褐色

普通

P294  20%

覆土・篭

5

小 形 霊

土 師 器

A12.8

B154
C 72

平底。胴部中位に最大径を持つ。

頸部は「く」の字状にくびれ,日

縁部は外傾する。口唇部を外上方

につまみ上げる。

底部木葉痕。胴下半部横位ヘラ削

り。日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英'雲母

にぶい橙色

普通

P295 100%

篭

6

養

須 恵 器 B(127)

C13.8

胴上半部欠損。平底。胴部は内彎

気味に立ち上がる。

胴部下端ヘラ削り。1同部外面格子

状叩き。内面横ナデ。

石莫・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

P296  20%

覆土(5層 )

第 3節 土坑

当調査区からは,18基の土抗が検出されている。それぞれの上坑からは,必ずしも充分な資料

が得られなかったために,時期や性格等を解明できたものは殆どなかった。

各々の上坑の解説は,一覧表中に掲載した。

表 2 土坑一覧表

土抗

番号
位置
長径方向

(長軸方向)
平面形

規 模 (m)
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備   考

図版

番号長径×短径 深 さ

1 B8ha N-4が一W 円 形 1.16× 1.14 垂直 平迫 自然 土師器(養 )片40点 ,須恵器(菱 ,杯 ,高台付杯)片 15点 第163図

3 B8ho N-5ざ―E 円 形 1.36× 126 0 25 緩斜 皿状 自然 土師器(養,不 )片 5点 ,須恵器(杯 )片 1点

4 N-6ヴーE 精円形 1 20× 0,94 0 26 緩斜 皿状 自然 上師器 (甕 )片 4点

5 N―-66-E 長方形 2.46× 1.05 緩斜 平坦 自然 上師器(菱 )片 16点

6 B8ho N-26-¶ 精円形 1.42X l.10 緩斜 平坦 自然 土師器(菱 )片 7点

7 N-5r-1 精円形 1_10× 0 74 0,72 垂直 皿状 自然 土師器(養 )片 3点 ,須恵器(不 )片 2点

8 N― ず 円  形 i.40× 外傾 平坦 自然 土師器(養 )片 16点 ,須恵器(杯 )片 2点

9 N-1ざ―T 円 形 1.02× 0.27 外傾 皿状 自然

B9j3 N-2ざ―T 不定形 2.84× 114 垂直 凹凸 自然 土師器(養 )片 6点 ,須恵器(菱 ,杯 )片 9点 SK■ と重複

N― d― w 不定形 2.72× 0.82 緩斜 凹凸 人為 土師器(養 )片 8点 ,須恵器(養 ,杯 ,高台付lTN)片 10点 SK 10と重複

N-2ざ―▼ 不定形 2.03× 0.98 緩斜 平坦 自然 S【
-13と 重複

B9e7 N-46許 w 楕円形 2,73× 155 5.20 緩斜 平坦 自然 縄文式土器片 2点 SK-12と 重複

10i3 N―-48-― E 楕円形 1.06× 0.96 0.50 緩斜 平坦 自然 土師器(箋 ,杯 )片 2点 ,縄文式上器片 1点 第164握

N-75-甲 円 形 1.60》(1.58 緩斜 皿状 自然 土師器(箋 )片 5点

N-1ざ―W 不整円形 1.64)(1.36 緩斜 皿状 自然 土師器(養 )片 5点

17 N一 ポーw 長方形 455× 191 外傾 平坦 自然

N-5ざ―E 精円形 3.22× 2.05 緩斜 平坦 自然 土師器(甍 )片 12点 ,須恵器(養 ,不 )片 2点

39a5 N-67-¶ 楕円形 4.05× 357 緩斜 平坦 自然 土師器(奏 )片 18点 ,須恵器(養 ,郷 ,壷,高台付不)片 63点
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A25.2m

SK-12,13 土層解説
こ 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子少量
2 暗褐色 小ロームプロック少長
3 暗褐色 ローム粒子少畳
4 暗掲色 ローム小プロック多量

0               2m

SK5SK3
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一
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一

SK12・ 13

第163図 土坑実測図(1)
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-25.6m

S K16

-25。 4m

S K15
SK-15 土層解説
ユ 暗褐色 ローム粒子,焼土粒子,明褐色

土小プロック

2 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子少量

SK-16 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子,ロ ー五打ヽプロック

2 暗褐色 ローム粒子,ロ ームイヽプロック

3 暗褐色 同上,ロ ームの混入少ない

―-2S.2m

土層解説

暗褐色土混 じりの黒褐色土

黒褐色ブロック・暗褐色土

黒褐色土 (水没雄積 した層 )

-2S.8m

S K 21

SK-21 上層解説
1 暗褐色 黒色土,ロ ーム粒子,ロ ームプロック,本炭
2 暗褐色 黒色土,ロ ーム粒子,ロ ームプロック,粘土

プロック・焼土粒子少量

3 暗褐色 ローム・ロームプロック・黒色土ブロック多
量,粘土プロック少量

4 暗褐色 黒色上,ロ ームプロック

S K23

0               2m

-25.8m

SK-17

1 黒褐色

2 暗褐色

3 黒褐色

第164図 土坑実測図(2)
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第165図 第15号土坑出土遺物実測図

第15号土坑出土遺物観察表

]版香弓 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第165図

1

甕

須 恵 基 B(4.2

C14,0

平底。胴部欠損。胴部はわずかに

内彎しながら立ち上がる。

胴部外面格子状叩き。 長石・石英・雲母

灰色

普通

P312  10%

覆土

第23号土坑出土遺物観察表

コ版番号 器  種 法量 (c皿 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第166図

1

lTh

須 恵 誘

A137
B 4.2

C 80

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部・体部下端回転ヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰白色

普通

P318  90%

覆土

2

イ

須 恵 器

A14,2

B 4.4

C 83

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部及び体部下端回転ヘラ削り。

体部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰白色

普通

P319  80%

覆土

3

杯

頁恵 器

A138
B 4.5

C 7.8

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部及び体部下端回転ヘラ削り。

体部内・外面積ナデ。

長石・石英・婁母

灰白色

普通

P320  80%

覆土

4

邦

須 恵 番

A130
B 4.3

C 8.0

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部及び体部下端回転ヘラ削り。

体部内・外面積ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰白色

普通

P321  60%

覆土

5

杯

須 恵 器

A129
B 4.5

C 6.4

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

→″。

長石・石英・雲母

灰白色

普通

P322  90%

覆土

6

不

須 恵 器

A12.8

B 4.5

C 5.6

平,真。体部は直線的に外傾し,ロ

唇部でわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面積ナ

デ。

砂粒・長石・雲母

灰色

普通

P323  85%

覆土

杯

須 恵 器

A12.5

B 45
C 5.6

平底。体部は直線的に外傾し,日

唇部でわずかに外反する。

底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

デ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P324  80%

覆土

杯

須 恵 番

A132
B 4.8

C 6.9

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部ヘラ切り後,無調整。体部内・

外面積ナデ。

長石・石英・婁母

灰色

普通

P325  70%

覆土

9

杯

須 恵 器

12 7

47

6.6

A

B

C

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部ヘラ切り後,一方向ヘラ削り。

体部下端手持ちヘラ削り。体部内。

外面横ナデ。

長石・石英・婁母

灰色

普通

P326  80%

覆土

杯

須 恵 器

A132
B 43
C 6.6

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部ヘラ切り後,一方向ヘラ削り。

体部下端手持ちヘラ削り。体部内

・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P327  50%

覆土

j4h

須 恵 器

A13.3

B 47
C 76

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

1声。

長石・石英。雲母

灰色

普通

P328  40%

覆土
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第166図 第23号土坑出土遺物実測図
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コ版番号 器 種 法量 (cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 だ土・色調・焼成 備   考
第166図

12

杯

須 恵 器 B(27)

C 88

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。体部内・外面積ナ

デ。

長石・石英・雲母

仄色

普通

P329  85%

覆土

高台付邦

須 恵 器

A130

B 61

D 84

E 12

平底で「ハ」の字状に開く高台が

付く。体部は外傾して立ち上がり

回縁部はわずかに外反する。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

け。体部内・外面及び底部横ナデ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P330    85%

覆土

高台付舅

須 恵 番

A142

B 6.1

D 82

E lo

平底で高台が付く。体部は外傾し

て立ち上がる。

底部回転ヘラ削り後,高台貼り付

け。体部内・外面横ナデ。

砂粒・石英。長石

灰色

普通

P331  55%

覆土

郭

須 恵 器 B(115)

C(144)

杯部欠損。脚部はラッパ状に広が

り,端部を下方に折り返す。

脚部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

灰色

普通

P332  20%

覆土

奏

土 師 器

A(196)

B(22 7)

底部欠損。胴部中位に最大径を持

ち,頸部から回縁部にかけて小さ

く外反する。日唇部を上方につま

み上げる。

胴部クト面中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

褐灰色

普通

P333  20%

覆土

17

発

須 恵 器

A(216)

B(7.8)

口縁部の破片。日縁部は外反し,

端部を折り返す。

日縁部内・外面積ナデ。 長石・石英・雲母

灰色

普通

P334  5%

覆土

第 4節 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡 (第 167図 )

位置 調査区の南部,E llhl～ E lljイ区にゃけヽて確認されている。
長軸方向 N-87生 W。

規模 柱穴数は,16ケ所(Pl～ P16)であり,長方形に検出されている。南北 3間 (約6.34m),
東西 5間 (約 12.56m)の東西棟の建物で,柱間寸法は,桁行2.46～ 2.56m,梁行2.03～ 2.27mで

ある。柱穴の掘り方は,平面形が,長軸1,02～ 1.58m,短軸0.80～ 1.50mの長方形を呈している。

深さは,0.29～ 0,73mを測り,断面形は方形状を呈している。掘 り方は,底面の中央部には,皿
状に,径26～ 38cm,深 さ約 4 cmの柱痕跡が検出されている。

覆土 ロームブロック,粘土プロック,黒色土ブロックを含む褐色土を主体にした,人為的な堆
積土層である。

遺物 遺構に伴う遺物は出土していない。P8の東側約4.00mの遺構確認面から銅製の鋭片が 2点
出上 している。

所見 本跡は,出土遺物がないこと,関連する他の施設が周囲に見つからないことから,時期 ,
性格については不明である。銅製の銃が本跡に伴うかどうかは不明である。
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「
第 2号掘立柱建物跡 (第 168図 )

位置 調査区の北部,B10h5区 ～A10a6区 にかけて確認されている。

長軸方向 N一 iと E。

規模 柱穴数は,12ケ所(Pl～ P12)で あり,長方形に検出されている。南北 4間 (約 9.20m),

東西 2間 (約3.94m)の 南北棟の建物であり,柱間寸法は桁行2.54～ 2.80m,梁行1.96～ 2.00m

を測る。柱穴の掘 り方は,平面形が,長軸0.60～ 0.84m,短軸0.46～ 0.67mの 方形を呈 している。

深さは,0.08～ 0,26m.を 測 り,断面形はU字状を呈 している。

覆土 覆土は,ロ ーム粒子やロームブロックを含んだ柔らかい暗褐色土や黒褐色土であり,人為

的な堆積土層である。

遺物 出上 していない。

所見 本跡は,出土遺物がなく,時期,性格は不明である。

第 3号掘立柱建物跡 (第 169図 )

位置 調査区の北部,B10b8区～B10e9区 にかけて確認されている。

長軸方向 N-6生 W。

規模 柱穴数は,12ケ所(Pl～ P12)であり,長方形に検出されている。南北 4間 (約 9.24m),

東西 2間 (約3.50m)の 南北棟の建物で,柱間寸法は,桁行2.28～ 2.52m,梁行約1,72mで ある。

柱穴の掘 り方は,平面形が,長軸0.48～ 0。 74m,短軸0.46～ 0.58mの 方形を呈 している。深さは,
0.39～ 0.54mを測 り,断面形はu字状を呈 している。

覆土 ロームブロック,黒色土ブロックを含むよく締まった褐色上であり,人為的な堆積土層で

ある。

遺物  2の 須恵器の不が, P5の覆土上層から正位の状態で出土 している。

所見 本跡は,遺構の形態と出土遺物から, 9世紀後半の建物跡と考えられる。

第 1号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器  種
法 量(cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

口 径 器  高 最大厚

第170図 ] 銅 製 浅鉢 (212) (170) 5 確認面 M18

IX3版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 持 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第170図

2

不

須 恵 器

A138

B 44

C 8.3

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端子

持ちヘラ削り。体部内・外面横ナ

1声。

砂粒・長石・雲母

灰色

普通

P335 90%

覆土

第 3号掘立柱建物跡出土遺物観察表
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第170図  第 1・ 3号堀立柱建物跡出土遺物実測図

第 5節 地下式媛

当遺跡からは, 2基の地下式壊が検出されている。

第 1号地下式墳 (第 171図 )

位置 調査区の南西側,G10i6区 を中心に確認されている。

規模と形状 竪坑と主室からなり,主室の天丼部は,既に崩落している。竪坑は,上面が長方形

で,規模は,長軸1.03m,短軸 (0.80)mで ,深さ0.43mを測る。底面は,幅約0.20mの二段の

階段状を呈している。主室は,底面が隅丸長方形を呈し,長 さ2.53m,幅 1.51mを測る。壁は,

高さ0,72mで ,立ち上がりの傾斜から判断して, ドーム状を呈していたものと考えられる。

主軸方向 N-1loと W。

覆± 7層 からなる自然堆積土層である。第 3・ 4層 は,壁が崩壊した土層である。第 7層は,

天丼部の崩落土層と考えられる。

所見 本跡は,比較的小型の地下式壊であり,時期を決定する遺物は検出されなかったが,遺構
の形状,規模等から判断して,中世の地下式壊と考えられる。

第 2号地下式境 (第 171図 )

位置 調査区の南側,Elld 9を 中心に確認されている。

規模と形状 竪坑と主室からなり,主室の天丼部は,既に崩落している。竪坑は,上面が楕円形

状で,長軸1.19m,短軸 (1.10)m,深 さ 0.50mを測る。底面は,長軸0,79m,短軸0.74mの 方

形を呈している。主室は,底面が隅丸方形を呈し,規模は,長軸2.71m,短 軸2.50m,高 さ1.10

mで ,壁の崩落が激しく,天丼部の状況は不明である。

主軸方向 N-116° ―W。

覆土 主室は, 6層 からなる自然堆積土層である。竪坑は, 6層 からなる自然堆積土層である。

所見 本跡は,比較的小型の地下式墳であり,時期を決定する遺物は検出されなかったが,遺構
の形状,規模等から判断して,中世の地下式媛と考えられる。
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第 1号地下式墳 土層解説
I 褐 色 ロームプロック交じりの指色土
2 掲 色 炭化物,ロ ーム粒子, ローム刀、プロック少畳

3 褐 色 ロームプロッタ主体,壁の崩落上

4 褐 色 ロームプロッタ,壁の崩落土

5 褐 色 炭化物,ロ ーム粒子, ロームお、プロック

6 褐 色 炭化物,ロ ーム粒子,ロ ームオヽ ブロック

7 褐 色 ロームの堆積層

第 1号地下式崚

ムｍ

Ｅ
Ｑ
．吟
早
劇
―

ド

一

第 2号地下式墳 土層解説
1 黒掲色 ローム粒子多量,ロ ーム大プロック,炭化物

少量

2 極暗掲色 ローム粒子多量 ,ロ ーム中・大プロック少量

3 黒褐色 ローム小プロック多量,ロ ーム中プロック

炭化物少量

4 黒褐色 ローム小プロック多量, ローム大ブロック少量

5 黒褐色 ローム小プロック中量, ローム中・夫プロック

少量

6 黒褐色 ローム小 。中ブロック多量,ロ ーム大プロック

少量

7 暗褐色 ローイ小プロック多量, ローム中・大プロック

少量

8 極暗褐色 ローム小プロック中量 ,ロ ーム大プロック少

量

ローム粒子多髭,ロ ーム中プロッタ少量

ローム粒子中量

ローム大プロック中量

ローム大プロック多量

A25.6m

2号地下式城 0               2m

第171図  第 1・ 2号地下式境実測図

第 6節 井戸

当調査区からは, 6基の井戸が検出された。各々の井戸は調査区域内に分散して検出されてい

る。なお,調査時には,井戸から湧水している状況であり, 1基を除いて,壁の崩落が激しく完

堀はできなかった。また,調査の過程で井戸ではなく,土坑であることが明らかになったものは

欠番とした。

9

10

11

12

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

暗

黒

黒

暗

◎
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第 2号井戸 (第 172図 )

位置 調査区の北側,B9a4区に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が,長径1.30m,短径1.25mの 円形を呈し,深 さは,0,70mで,円
筒形を呈している。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 素掘 りの井戸で,確認面から0.70mの 深さまで調査したが,湧水による壁の崩落が著しく
それ以下の調査は断念した。

第 3号井戸 (第 172図 )

位置 調査区の北側,c9a3区に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が,長径4.10m,短径3,40mの不整楕円形を呈 し,深さ1.22mま で

橋鉢状を呈しており,そ こからさらに円筒形に,直径1.40m,深 さ1.50mま で掘り込まれている。

覆± 8層 からなる。第 1～ 5層 は,井戸内の覆上であり, 自然堆積土層である。第 6～ 8層 は,ン

井戸構築時の井戸枠の裏込めの人為的堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器(甕,郭,羽釜)片26点,須恵器 (甕,郭,蓋 )片 5点が出上している。
4の上師器の羽釜は,日縁部だけが覆土中から出土している。

所見 確認面から1.50mで湧水が激しく,それ以下の調査は断念した。遺構の形態と出土遺物か
ら, 9世紀後半の井戸と考えられる。

第 5号井戸 (第172図 )

位置 調査区の北側,A9i3区に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が,長径2.10m,短径1.40mの長楕円形を呈し,深さ1.07mま で円
筒形を呈している。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出上していない。

所見 素掘 りの井戸で,確認面から1.70mの深さまで調査したが,湧水による壁の崩落が著 しい

ため,それ以下の調査は断念した。

第 6号井戸 (第172図 )

位置 調査区の南側,G10a5区に確認されている。

規模と形状 掘り方は,上面が,長径3.50m,短径3.20mの 円形を呈し,確認面から深さ1.60m
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A25.6m

SE 2

A'

SE-2 土層解説
1 黒褐色 焼土粒子,暗褐色土少量
2 暗褐色 ハー ドローム粒子多量,焼土粒子少量,暗褐

SE 5

A2S.2m

SE-6

1 暗褐色
2 暗褐色

3 暗褐色
4 褐色

黒褐色 炭化粒子,石少量          5 掲色

暗褐色 ローム粒子,ハ ー ドローム小プロック 6 灰褐色

暗褐色 ローム小プロック,焼土粒子,炭化物,白色

粘上小プロック

暗褐色 ロームオ、ブロック,焼土粒子,炭化物,白色

粘上小プロック

土層解説

焼土粒子,炭化物・粘上小ブロック少量

焼土粒子,炭化物・粘上小プロック少量

焼土粒子少量

ゴ
一

二
匡
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

ｍ

転
―

‐‐
∀‐

01

ドヽA25.6m色土小プロック.ロ ーム粒子

3 褐色 ローム粒子多量,ロ ーム・粘土小プロック SE-5

1 黒掲色

2 黒褐色

3 黒褐色

A25.2m

825。 4m

SE-3 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子,焼土粒子少量

2 暗褐色 ローム粒子,焼土粒子少畳

3 暗褐色 ローム小ブロック・ ローム小プロック,焼土

粒子少量

4 暗褐色 3層 と同質,ロ ーム小プロック多量

第172図 井戸実測図(1)

ド
一

五 3

土層解説

ローム多量

ローム,ハ ー ドローム小プロ ック少量

ローム多量,炭化物 ローム粒子少量

ローム多量,ハー ドロームだヽプロ ック少量

ハー ドローム小プロック,炭 fヒ材片少量

粘土少量

o                2m

5

6

7
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までは,円筒形で,そ こから深さ0.54mま では悟鉢状に下 り,再び径0。 90m,深 さ0。 68mの 円筒
形を呈 している。

覆±  6層からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (郭 )片 8点,内耳土器片 3点 ,石臼片 2点が出土 している。 7,3の
内耳土器片,石臼片は,覆土中層から出上 している。

所見 二段掘 り込みの井戸で,深さ1.60mで 湧水があったが完掘 している。遺構の形態と出土遺
物から,中世の井戸と考えられる。

第 7号井戸 (第 173図 )

位置 調査区の北東側,B12b5区に確認されている。
重複関係 本跡の上部は,第 8号溝によって掘り込まれている。
ぐ

A24お m

B'

SE-8 土層解説
1 暗褐色 黒色土・ロームプロック・ローム粒子・木炭
2 暗掲色 ローム粒子・ロームプロック,粘土プロック

・焼土粒子

3 暗褐色 ローム土・ロームプロッタ・黒色土プロ ック

多畳,粘土プロック少量

4 暗褐色 黒色土・ロームプロック
5 暗褐色 黒色土 。ローム・粘土プロック
6 褐 色 ローム土・ロームプロック・黒色土ブロック
7 褐 色 ローム土・ロームプロック・黒色土プロック
8 暗褐色 黒色土プロック,砂,粘上少量
9 褐 色 砂,粘土,黒色土
10 にぶい褐色 砂,黒色土,ロ ームプロック

0              2m ヽ   ア

第173図 井戸実測図(2)
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規模と形状 掘 り方は,上面が,長径2.00m,短 径1.90mの 円形を呈し,確認面から1.80mの深

さまで急傾斜を持ち,そ こから深さ1.80mま で円筒形を呈している。

覆±  7層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (郭 )片 7点 ,須恵器 (甕 )片 2点が出土している。本跡に伴う遺物は

出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 8号溝よりも古い時期に構築されている素掘 りの井戸で,時期

等は不明である。

第 8号井戸 (第 173図 )

位置 調査区の南側,E1214区 に確認されている。

規模と形状 掘 り方は,上面が,直径1.70mの 円形を呈 し,確認面から深さ2.6mま で,円筒形

を呈 している。

覆± 10層 からなる。ロームの崩落土と暗褐色土が互層となっており,自然堆積土層である。

遺物 出土 していない。

所見 素掘 りの井戸で,確認面から2,6mの 深さまで調査 したが,湧水による壁の崩落が著しく

それ以下の調査は断念した。

第 3号井戸出土遺物観察表

第 5号井戸出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第174図

1

杯

土 師 器

A(168

B

C(78)

平底。体部は直線的に外傾し,日

唇部で外反する。

底部・体部下端回転ヘラ削り。体

都外面横ナデ。内面磨き。

内面黒色処理。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

P337 15%

覆土

2

ITk

須 恵 器

A136

B 4.2

C(60)

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部一方向ヘラ削り。体部下端手

持ちヘラ削り。

砂粒・石英・雲母

灰色

普通

P336  40%

覆土

3

養

土 師 器

A(182

B(57
底部欠損。頸部はくびれ,日縁部

は,短 く外傾する。日唇部を上方

につまみ上げる。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・石央・雲母

にぶい黄橙色

普通

P338  5%

覆土

4

羽  釜

土 師 器

A196

B(7.7

底部欠損。頸都直下に水平な鍔を

持つ。顕部はくびれ,日唇部を

「SJ字状に上方につまみ上げる。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

灰褐色

普通

P339  30%

覆土

図版番号 器  種
法 量(cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

第 174図 5 石 斧 11 182 覆土 Q12 粘板岩
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第174図 井戸出土選物実測図|



第 6号井戸出土遺物観察表

第 7節 滞

当調査区からは,29条の溝が検出されている。各溝の構築時期や性格については,溝の配置状

況や地形等からみて,排水路的な用途や区画的な用途が考えられるが,出土遺物も少なく不明な

点が多い。なお,第 9。 20,23・ 25・ 26・ 27,30。 31・ 36号溝は欠番となっているが,こ れら

は,いずれも,現代の土地区画の溝であることが半」明したため欠番とした。

第 1号溝 (第 175図 )

位置 調査区の北西部,A9j夕 区～B9h4区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 2・ 3号溝と交差 し,第 2・ 3号溝を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅1.40～ 0,40m,下幅0,60～ 0。 10m,深 さ0,40～ 0.20mを測り,全長43.50mで ,

断面形状は「 しノ」状を呈 し,底面は,硬 く締まっている。

方向 A9j7区 から西 (N-9o生 W)へ ほぼ直線的に延び,B9a5区 でほぼ直角に向きを変え,南方

向 (N-180° )にほぼ直線に延びている。

覆±  3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土 していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 2・ 3号溝より新 しい時期に構築されている。第 2号井戸に付

属する構と考えられるが,出土遺物がなく時期は捉えられない。

剛版番号 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第174図

6

杯

須 恵 器

A128
B 38
C 52

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り後,一方向ヘラ
削り調整。

砂粒。長石・雲母

灰色

普通

P340  35%

覆土

7

内耳土器

土 師 器

A(26.6)

B(108)
底部欠損。体部は外傾して立ち上

がる。

体部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P341  5%

覆上

内耳土器

土 師 器

A(294)

B(113)
底部欠損。体部は外傾して立ち上

がる。日縁部はわずかに内彎する。

体部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P342 5%
覆土

第 7号井戸出土遺物観察表

∃版番売 器  種 法量(cH 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第174図

9

杯

土 師 番 B

C(70

平底。体部は,内彎気味に立ち上

がる。日縁部は,直線的に外

傾する。

底部及び体部下端回転ヘラ削り。

体部外面横ナデ。内面ヘラ磨き。

内面黒色処理。

長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P343 20%

覆土

墨書

甕

須 恵 基

A(208

B(77

口縁部の破片。顕部は屈曲し,日

縁部は外反する。

胴部外面叩き。口縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰黄色

普通

P344  5%

覆土
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第 2号溝 (第 175図 )

位置 調査区の北西部,B9g4区 ～B9g6区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 1号溝と交差し,第 1号滞に掘り込まれている。

規模と形状 上幅4.20～ 1.00m,下 幅0。 72～ 0。 20m,深 さ0.07mを 測り,全長7.40mで断面形状
は「 υヽ 」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 B9g4区 から東 (N-804E)へ ほぼ直線的に延びている。
覆± 1層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 1号溝よりも古い時期に構築されている。出土遺物がなく,性
格は不明である。

第 3号溝 (第 175図 )

位置 調査区の北西部,B9j3区～B9i7区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 1号溝と交差し,第 1号溝によって掘 り込まれている。
規模と形状 上幅2.10～ 1.30m,下 幅1.20～ 0,60m,深 さ0.17～0.15mを 測り,全長19。 60mで ,

断面形状は「 v」 状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 B9j3区から北北東 (N-25生 E)に直線的に延び,B9h4区でほぼ直角に,更に東方向 (N
-107生 E)に 向きを変え,わずかに蛇行しながら東側の谷地形の方向に延びている。

覆± 4層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 1号溝より古い時期に構築されている。第 3号井戸に付属する
ものと考えられその関連から, 9世紀後半の滞と考えられる。

第 4号溝 (第 175図 )

位置 調査区の北西部,C9a3区 ～B9i7区 に確認されている。
重複関係 本跡は,第164号住居跡の南部と第23号土坑を掘り込んでいる。
規模と形状 上幅1.50～ 0,40m,下 幅0.60～ 0。 10m,深 さ0,35～ 0,07mを測り,全長19.00mで ,

断面形状は「ヒノ」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 C9a3区 から東 (N-86生 E)へゎずかに蛇行しながら延び,C9a7区 でほぼ直角に,北方向
に向きを変えほぼ直線的に延び,さ らにB9,7区 で再び東 (N-85生 E)に向きを変え谷地形に落

ちている。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。
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Ａ
一

SD 2

Ｐギ
Ｂ
一

F'

η

生25.6m     二
―  _

c            C'
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｀
囃 理 プ

Ъキ

ピ
一
F25.4m

守．６区四十‐‐

SDl

SD 4

上25.2m   二

o            5m

∬
一

Ｍ
一

Ｈ
一

ば
一

Ｂ
一

‥
一

H'

l' J'

F'

SD-4 土層解説

1 褐 色 粘土プロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物

2 褐 色 粘土プロック ,粘土粒子 ,ロ ームプロック少量

3 褐 色 粘土・粘土プロック,焼土粒子・炭化物粒子

SD-1 土層解説
1 暗褐色 褐色土・ロームブロック・ローム粒子多量,

幾土粒子少量

2 暗褐毎 ローム粒子,ロ ームプロック

3 暗褐色 ローム粒子,ロ ームイヽプロック

4 暗褐色 ローム粒子・ロームおヽプロック多量

SD-3 土層解説

ユ 褐 色 ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック

2 褐 色 ローム粒子・コーム小プロック多量

3 褐 色 ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック

4 暗褐色 ローム粒子少量 ,ロ ーム小プロック・焼土粒子

第175図 第 1・ 2・ 3・ 4号溝実測図
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遺物 出上していない。

所見 本跡は,重複関係から,第164号住居跡と第23号土坑よりも新 しい時期に構築されている。

第 3号井戸に付属すると考えられ, 9世紀後半以降の溝と考えられる。

第 5号清 (第 176図 )

位置 調査区の南部,F10i7区 ～G19bo区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第23号住居跡の西部を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅1.60～0.70m,下 幅0.70～ 0。 30m,深さ0.50～ 0.43mを測り,全長30.50mで ,

断面形状は「 ヒ′」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。        _

方向 F10i7区から南 (N-146生 E)へほぼ直線的に廷び,C10c8区で東方向 (N-60生 E)へ痢

きを変え,G10bo区で再び南 (N-1524E)へ向きを変え,ほぼ直線的に延びる。

げ
一

土層解説

細粒のローム粒子

綱粒のローム土,砂粒

細粒のローム粒子

細粒のローム粒子

ロームプロック

色

色

色

色

色

一

褐

褐

褐

褐

褐

o            5m

第176図  第 5号溝実測図
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覆± 5層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から煙管,古銭が出土している。 1の煙管は,覆土 (第 3・ 4層 )中から出土して

いる。

所見 本跡は,第230号住居跡よりも新 しい時期に構築されており,南端部が,柴崎遺跡 I区の

調査の際の第 1号溝とつながっている。出土遺物から,近世の溝と考えられる。

第 6号溝 (第 177図 )

位置 調査区の北東部から東部にかけて,Allf5区 ～E13co区に確認されている。

重複関係 本跡は,第 190・ 197号住居跡,第 12号溝を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅3.00～ 1.50m,下 幅1.50～ 0.20m,深さ0.60mを測り,全長214.20mで ,断面

形状は「ヒノ」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Allf 5区から東南東へ向かって大きく弧を描き,C13al区から南東 (N-120生 E)に 向か

って直線的に延びている。

覆± 8層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,杯,高台付不)片 579点 ,須恵器 (甕,郭,高台付杯 )片 231点 ,

陶器片16点 ,渡来銭 (祥符通費,嘉祐通費)2点,砥石 2点,瓦片 3点,金属製品 1点 ,砥石 2

点,礫774点が出上している。 7・ 8の渡来銭と3の灰釉陶器片,多数の礫は,溝の東側から流

れ込んだ状態で,D13c6区の覆土 (第 2層 )中 から出上している。

所見 本跡は,重複関係から,第190。 197号住居跡,第12号溝よりも新しい時期に構築されてい

る。溝の両端が調査区外に伸びているため,全容を提えることができないが,出土遺物から,

11世紀後半以降の溝と考えられる。

第 7号溝 (第 177図 )

位置 調査区の北東部,B12d6区～B12c9区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 6・ 8号溝を掘り込んでいる。

規模と形状 上幅1,35～0.85m,下幅0.70～0.35m,深さ約0。 26mを測り,全長15.2mで ,断面

形状は「 υ 」を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 B12d6区から東 (N-88生 E)へほぼ直線的に延びている。

覆± 1層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出上していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 6・ 8号溝よりも新しい時期に構築されており,形態的に土地

を区画する溝としての性格を持つと考えられる。
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第 8号溝 (第 177図 )

位置 調査区の北東から東部,B12a2区～D13b4区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 7号井戸の一部を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅1.30～ 0.60m,下 幅1.10～ 0.20m,深 さ0.20～ 0.13mを 測 り,全長104.20mで ,

断面形状は「 ＼υ 」状を呈 し,底面は,硬 く締まっている。

方向 B12a2区から南東に向かって弧を描 くように第 6号溝と平行 して延びている。

覆±  2層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (不 )片 2点が出土 している。

所見 本跡は,重複関係から,第 7号井戸よりも新 しい時期に構築されている。第 6号溝と平行

して伸びていることから,第 6号溝と同時期に存在 した11世紀後半以降の溝と考えられる。

第10号溝 (第 178図 )

位置 調査区の北部,B10f5区～C13d5区に確認されている。

重複関係 本跡は,第 214A・ 214B・ 222・ 223。 227号住居跡を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅1.30～0.60m2下幅1.10～ 0。 20m,深 さ0.20～ 0。 13mを 測 り,全長104:20mで ,

断面形状は「 ヒノ」状を呈 し,底面は,硬 く締まっている。

方向 B10f5区から東 (N-83生 E)に向かって直線的に延び,B10f7区で向きを変え南 (N-16ヴ

ーE)に直線的に延び,再びC10f9区 で向きを変え東 (N-80と E)に延びている。

覆± 5層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,郭 )片 40点 ,須恵器 (甕 ,郭 )片 11点が出土している。

所見 本跡は,重複するどの遺構よりも新しく,形態,配置から土地区画溝としての性格を持つ

と考えられる。遺構の形態と出土遺物から,近世以降の溝と考えられる。

第11号溝 (第 179図 )

位置 調査区の中央部,Cllj 3区 ～C13h3区に確認されている。

重複関係 本跡は,第12号溝を掘り込んでおり,第24号溝によって掘り込まれている。

規模と形状 上幅2.50～ 1.50m,下幅2.10～ 0。 20m,深 さ0.55～ 0.22mを測り,全長85。 70mで ,

断面形状は「 ヒ′」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Cll1 3区 から東 (N-85生 E)へ直線的に延びている。

覆± 4層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (奏 ,杯 )片48点,須恵器 (甕 )片 13点が出土している。

所見 本跡は,重複関係から,第 12号滞よりも新しく,第24号溝よりも古い時期に構築されてい
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る。出土遺物から,11世紀後半以降に構築されたものと考えられる。

第12号溝 (第 179図 )

位置 調査区の中央部から東部にかけて,Cllf 3区～D13j9区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 10。 11・ 15。 16号溝によって掘 り込まれている。

規模と形状 上幅2.00～ 1.00m,下幅1。 10～ 0.60m,深 さ0.63～ 0.09mを測り,全長m7.00mで ,

断面形状は「 ヒノ」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Cllf 3区から南東 (N-lo3生 E)に ほぼ直線的に延び,D13cと 区から緩やかに南東 (N―

135生 E)に向かって弧を描く。

覆±  5層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 206点 ,須恵器 (甕 ,郭,高台付郭)片69点 ,陶器片 1点

が出土している。

所見 本跡は,重複関係から,第 10・ 11・ 15。 16号溝よりも古い時期に構築されている。出土遺

物から, 8世紀の排水溝的な性格の溝と考えられる。

第13号溝 (第 177図 )

位置 調査区の東部,C13h6区～D13b7区に確認されている。

規模と形状 上幅1.30～0.80m,下幅0.50～ 0。 10m,深さ0.62～ 0.52mを測り,全長20,00mで ,

断面形状は「 ヒノ」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 C13h6区 から南西(N-123生 w)に直線的に延び,C13i5区で直角に向きを変え南東 (N―

146° 一E)に ほぼ直線的に延びている。

覆± 4層 からなる自然堆積主層である。

遺物 覆土中から土師器(甕 ,郭 )片 5点が出上している。すべて覆土上層中から出土している。

所見 本跡は,東部と南東部が調査区外に延びており,全容を把握することができず,遺構に伴

う遺物がないことから,時期を特定することができない。遺構の形態から,土地区画の溝の可能

性も考えられる。

第14号溝 (第 179図 )

位置 調査区の中央部,Dlla o区～C12a7区 に確認されている。

規模と形状 上幅2.50～ 2.00m,下幅1.50～ 1.00m,深 さ0.14～ 0.07mを測り,全長18.60mで ,

断面形状は「ヒノ」状を呈し,底面は,硬く締まっている。

方向 Dlla o区から東 (N-81生 E)へ直線的に延びている。
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覆± 2層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から須恵器 (甕 )片 1点が出土している。

所見 本跡は,第 12号溝と接続していることから,第 12号 と同じ8世紀の排水溝的な溝と考えら

れる。

第15号溝 (第 179図 )

位置 調査区の中央部,Dlld o区 ～D12a7区に確認されている。

重複関係 本跡は,第12号溝を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅1.60～ 1.20m,下幅0。 70～0.20m,深 さ0.57～ 0,42mを測リデ全長30.20mで ,

断面形状は「―」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Dlld o区 から北東 (N-66生 E)へ直線的に延び,D12a7区で東南東 (N-112生 E)へ向

きを変え緩やかな弧を描いて延びている。

覆± 2層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から須恵器 (甕 ,蓋 )片 20点が出土している。

所見 本跡は,途中から第12号溝に重なっており,第 12号溝よりもやや新しい時期に構築されて

いる。第12号溝東南部の覆土中出土遺物は,本跡の遺物の可能性がある。出土遺物から, 8世紀

の溝と考えられる。

第16号溝 (第 180図 )

位置 調査区の東部,D12j7区 ～D121o区 に確認されている。

規模と形状 上幅1.10～0.55m,下 幅0,45～ 0。 20m,深 さ0.21～ 0。 17mを 測り,全長17.80mで ,

断面形状は 唯珀 を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 D12j7区から東(N-67生 E)へほぼ直線的に延び,D12i9区から南東へ弧を描いている。

覆± 2層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は,出土遺物がなく性格,時期等は不明である。

第17号溝 (第 180図 )

位置 調査区の東部,D13b4区～D12j o区に確認されている。

規模と形状 上幅0.60～ 0,50m,下 幅0.30～ 0.10m,深 さ0.14～ 0。 mmを測り,全長25,90mで ,

断面形状は「V」 を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 D13b4区 から北東 (N-75生 E)へ直線的に延びている。
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覆±  2層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出上 していない。

所見 本跡は,形態的に,土地区画の溝としての性格が考えられる。

第18号溝 (第 181図 )

位置 調査区の南部,E12j l区 ～F13a5区 に確認されている。

重複関係 本跡は,西部が第19号溝によって掘 り込まれている。

規模と形状 上幅1.40～ 1.00m,下幅1.00～ 0。 40m,深 さ0.37～ 0.07mを測り,全長69,50mで ,

断面形状は F_」 状を呈 し,底面は,硬 く締 まっている。

方向 E12,1区から東北東 (N-70ヒ E)へ緩やかに弧を描き,E13h3区から南 (N-165生 E)に

方向を変えてそのまま南へ直線的に延びている。

覆±  4層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕 ,郭 )片 77点,須恵器 (奏,杯 )片 38点 ,陶器片29点 ,砥石 2点が

出土している。

所見 本跡は,重複関係から,第 19号溝よりも古い時期に構築されている。第19号溝 とともに土

地を区画するように掘られており,覆土中の出土遺物から,中世の溝と考えられる。

第19号溝 (第 181図 )

位置 調査区の南部,Fllf 6区 ～G13a4区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第191号住居跡の南部,第 18・ 33号溝を掘 り込んでいる。

規模と形状 上幅2.80～ 1.40m,下幅1.40～ 0.50m,深 さ0,32～ 0.07mを測 り,全長139,00mで ,

断面形状は「―」状を呈 し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Fllf 6区から北 (N-16生 E)へほぼ直線的に延び,Fllb 5区で東 (N-78ヒ E)へ向きを

変えて直線的に延び,E13i2区で更に南 (N-170生 E)へ向きを変え,直線的に延びている。

覆±  9層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (奏,杯 )片241点,須恵器(甕 ,杯,高杯 )片 67点 ,土師質土器片 2点 ,

陶器片22点,砥石 2点,鉄製品 3点,瓦片 5点が出上 している。24・ 25の上師質土器は,Fllb 5区

の覆土下層から出土 している。

所見 本跡は,重複関係から,第 191号住居跡,第 18・ 33号溝よりも新しい時期に構築されている。

コの字状に巡っており,土地区画の溝としての性格が考えられる。出土遺物から,中世の溝 と考

えられる。
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第21号溝 (第 182図 )

位置 調査区の南東部,F13i8区～F14g5区 に確認されている。
重複関係 本跡は,第34号溝を掘り込んでいる。

規模と形状 上幅1.55～ 1.00m,下幅1.05～ 0.45m,深さ0,32～ 0.18mを測り,全長29,15mで ,

断面形状は F_dを呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 F13i8区 から東北東 (N-72■ E)へ直線的に延びている。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出上 していない。

所見 本跡は,重複関係から,第34号溝よりも新 しい時期に構築されている。出土遺物がなく性
格,時期等は不明である。

第22号溝 (第 177図 )

位置 調査区の北部,A10i8区～B10b8区に確認されている。
規模と形状 上幅1.40～0.80m,下幅0.80～ 0.40m,深さ0.27～ 0。 12mを 測り,全長25.00mで ,

断面形状は「 U」 状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 A10i3区から南 (N-loヒ E)に 直線的に延びている。

覆± 5層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (奏 ,杯 )片 42点 ,須恵器 (甕 ,杯 )片 12点が出土している。
所見 本跡は,第 8号溝と形態的に類似してしヽるが,性格等は捉えられない。出土遺物から,11
世紀後半以降の溝と考えられる。

第24号溝 (第 183図 )

位置 調査区の中央部,C10i5区～Dllb 2区 に確認されている。
重複関係 本跡は,第11・ 28号溝を掘り込んでいる。
規模と形状 上幅2.70～ 1,20m,下幅1,30～ 0。 70m,深 さ1.20～0,90mを測り,全長36.00mで ,
断面形状は「―」状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 C10i5区 から東南東 (N-lo4ヒ E)へ直線的に延び,cllj 2区 で向きを変え南 (N一
1804E)へ直線的に延びている。

覆± 8層からなる自然堆積土層である。

進物 覆土中から土師器 (甕 ,郭 )片 3点 ,須恵器 (甕 )片 4点,陶器片 2点が出土している。
所見 本跡は,重複関係から,第 11・ 28号溝よりも新しい時期に構築されている。南端は,調査
エリア外に延びており,全容を捉えることはできないが,西端がなだらかに谷地形に向かって
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SD-21 土層解説
1 暗褐色 ロームプロック,黒色上プロック
2 暗褐色 ロームプロック・ローム粒子,焼土粒子少量
3 褐 色 ローム・黒色土プロック少量

札

SD-34 上層解説
1 黒褐色 ローム粒子多量,焼土小プロック少量
2 暗褐色 ローム小プロック多量
3 暗褐色 ローム粒子中量

SD-35 上層解説
1 黒褐色 ロームイ、プロッタ多量
2 褐 色 ローム小ブロック多量
3 暗褐色 ローム粒子中量

第182図 第21・ 34・ 35号溝実測図
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傾斜することから,排水溝的な性格が考えられると出土遺物から,13世紀末以降の溝と考えられる。

第28号溝 (第 183図 )

位置 調査区の中央部,Cllj l区 ～Dlla l区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第24号溝によって掘り込まれている。

規模と形状 上幅1.70～ 1.20m,下幅0.60～ 0。 40m,深 さ0.44� を測り,全長6.00mで ,断面形
状は「 U」 状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Clljェ 区から南 (N-168生 E)へ直線的に延びている。

否± 2層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第24号溝よりも古い時期に構築されている。両端が調査区外に仲
びており全容を把握することができず,遺物の出土もない状況から,時期,性格を特定できない。

第29号溝 (第 183図 )

位置 調査区の中央部,Cll,1区 ～Dllb 3区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第11号溝に掘り込まれている。

規模と形状 上幅1.30～ 1.05m,下 幅0.65～ 0,43m,深 さ0,37mを 測り,全長5,70mで ,断面形
状は,「V」 を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 Cllj l区から南 (N-174生 E)へ直線的に延びている。

覆± 1層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第 11号溝よりも古い時期に構築されている。南部が調査地区外に

延びており,全容を把握することができず,遺物の出土もない状況から,時期,性格を特定でき

ない。

第32号溝 (第 181図 )

位置 調査区の南東部,D12h o区 ～F13dl区に確認されている。

重複関係 本跡は,第 18・ 19。 33号溝を掘り込んでいる。

規模と形状 上幅2.25～ 0.90m,下幅0.95～ 0.25m,深 さ0.40～ 0.37mを 測 り,全長26.50mで ,

断面形状「―」を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 D12h o区から南 (N-168ヒ E)へ直線的に廷びている。

覆± 6層 からなる自然堆積土層である。
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SD 24

生25,6m

B25.4m B'レ

土層解説

ローム粒子多量 ,

ローあ粒子

ローム粒子多量,ハ ー ドロームプロック 褐

色土 暗褐色土少量
ローム粒子,褐色土

ローム小・中プロック,暗褐色土プロック

ローム粒子,ロ ーム小プロック少量

ロームプロック・ ローム小プロック多量

ロームプロック,黒褐色土小プロック,暗褐

SD 29
色

色

色

色

色

褐暗

褐

褐

掲

褐

物
　
見
　
な

遺
　
所
　
が

本
滝奔ヒIJm sD28

SD-24・ 28

1褐 色

2 黒褐色
3褐 色

色土

第183図 第24・ 28・ 29号溝実測図

o            5m

出上していない。

本跡は,重複関係から,第 18・ 19。 33号溝よりも新しい時期に構築されている。出土遺物

く,時期,性格は不明である。

第33号溝 (第 181図 )

位置 調査区の南部,F12c4区～F13bl区 に確認されている。

重複関係 本跡は,第 175号住居跡を掘 り込んでおり,第 19号溝に掘 り込まれている。

規模と形状 上幅1.65～ 1.15m,下幅0,80～ 0。 15m,深 さ0.45～ 0.20mを測り,全長69.50mで ,

断面形状は F_」 を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 F12c4区 から東 (N-81と E)へ直線的に延び,F13bl区で南 (N-lω生 E)へ向きを変え
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蛇行しながら南に延びている。

覆± 4層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (奏,杯 )片 16点 ,須恵器 (奏,不 )片 5点が出土している。すべて流

れ込んだ遺物である。

所見 本跡は,重複関係から,第 175号住居跡よりも新しい時期に構築されている。出土遺物がな

く,時期,性格は不明であるが,形態的に土地区画の溝の可能性が考えられる。

第34号溝 (第 182図 )

位置 調査区の南東部,F13d7区～F13i9区 に確認される。

重複関係 本跡は,第 21号溝に掘 り込まれている。

規模と形状 上幅1.35～0,85m,下幅0,85～ 0.35m,深 さ0。 29mを測り,全長18.10mで ,断面形

状は F_」 を呈し,底部は,硬 く締まっている。

方向 F13d7区 から南南東 (N-160生 E)へ直線的に延びている。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出土していない。

所見 本跡は,重複関係から,第21号溝よりも新しい時期に構築されている。出土遺物がなく,
時期,性格は不明であるが,遺構の形態,配置から近世の土地区画溝の可能性が考えられる。

第35号溝 (第 182図 )

位置 調査区の南東部,F13d6区～F14c2区 に確認される。

規模と形状 上幅1.65～0.75m,下幅1.10～ 0。 30m,深さ0.33mを測り,全長23.70mで ,断面形

状は「V」 を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 F13d6区 から東北東 (N-73生 E)へ直線的に延びている。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 出上していない。

所見 出土遺物がなく,時期,性格は不明であるが,遺構の形態,配置から現代の土地区画溝の

可能性が考えられる。

第37号溝 (第 184図 )

位置 調査区の南部,Elld l区 ～Elli l区 に確認されている。

規模と形状 上幅2.50～ 1.00m,下幅0,70～ 0.20m,深 さ0.53～ 0。 49mを 測り,全長25,00mで ,

断面形状は F_」 状を呈し,底面は,硬 く締まっている。
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SD 37

SD-37 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子中量
2 暗掲色 ローム小・中プロック中量
3 黒褐色 ローム中 大プロック多量
4 極暗褐色 ローム大プロック多量

SD-38 上層解説
1 暗褐色 ローム小プロック多量
2 極暗褐色 ローム中プロッタ中畳
3 褐 色 ローム大プロック多量
4 暗褐色 ローム小プロック中量

2m

第184図  第37・ 38号溝実測図
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方向 Elld l区 から南 (N-5ヒ E)へ直線的に延びている。

覆± 5層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯 )片 2点,須恵器 (奏,高杯)片 2点,陶器 (甕,長頸壷 )片

4点が出土 している。

所見 本跡は,南北の両端が調査区外に延びており,全容を捉えられないが,北端を延長すると

第28号溝があり,連結する可能性がある。出土遺物から,13世紀末以降の排水溝的な性格の溝と

考えられる。

第38号溝 (第 184図 )

位置 調査区の西部,D10i9区～E10a4区 に確認されている。

規模と形状 上幅1.50～ 1.10m,下幅0.80～ 0,60m,深 さ0.28mを測り,全長19.00mで,断面形

状は F_」 状を呈し,底面は,硬 く締まっている。

方向 D10i9区 から西南西 (N― H6生 E)へ直線的に延びている。

覆± 3層 からなる自然堆積土層である。

遺物 覆土中から土師器 (甕,杯,塊 )片 133点 ,須恵器 (高台付lTh)片 1点が出土している。

所見 本跡は,東西の両端が調査区外に伸びており,全容を捉えられないが,東端を延長すると

第15号溝があり,連結する可能性がある。出土遺物から, 7世紀後半の排水溝的な性格の溝と考

えられる。

第 5号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種
法 量 (cln) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第185図 1 煙 管 (35) 覆土 M19

図版番号 銭  名 初 鋳 年 鋳 造 地 名 出 上 位 置 備 考

2 寛 永 通 費 1668年 日 本 覆土 M20

第 6号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (on) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第185図

3

瓶

器

平

陶

A(62)

B(21)

体上部に「ヨ」の字状の把手が付

く。口縁部は直線的に立ち上がる

把手の付け根に面取 り。内面中央

部に成形時の円窓痕あり。緑灰色

の自然釉。

砂粒

灰オリープ色

普通

P346 5%

覆土

図版番号 器 ′種
法 量 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

4 砥 石 (3.8) (38.7) 覆土 Q16 砂岩
5 砥 石 (35.1) 覆土 Q15 流文岩質凝灰岩
6 掛 金 具 0,7 覆土 M23 青鋼製
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第185図 第 5。 6号溝出土遺物実測図

転
手■l

i警

図版番号 銭  名 初 鋳 年 鋳 造 地 名 出 上 位 置 備 考

第185図 7 祥 符 通 費 北朱1009年 宋 覆土(2層 ) M21

8 嘉 祐 通 費 北宋1056年 宋 覆土(2層 ) M22

第12号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (c ll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第186図

9

郭

土 師 器

A 176

B 59

丸底。体部は内彎 して立ち上がる

日縁部は垂直に立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

長石・雲母

にぶい褐色

普通

P349  40%

覆土

lTN

土 師 器 B 37
丸底。底部と体都との境に稜 を持

つ。体部は外傾 して立ち上がる。

底部ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

P350  30%

覆土

杯

須 恵 器
B(22)

C 80

平底。体部は外傾 して立ち上がる 底部回転ヘラ削 り。体部内・外面

横ナデ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P352  20%

覆上

高 台 付 杯

須 恵 器

A 150

B 57

D  92

平底で高台が付 く。底部 と体部の

境に稜を持ち,体部は外傾 して立

ち上がる。

底部及び体部下端回転ヘラ削 り。

体部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰白色

普通

P353  50%

覆上

杯

須 恵 器

A 14:0

B 39

C 42

平底。底都 と体部の境がはっきり

せず,体部は外傾 して立ち上がる

底部回転ヘラ削 り後,不定方向の

ヘラナデ。体部内 ,外面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰白色

普通

P351  50%

覆土
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第186図 第12号溝出土遺物実測図(1)
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第187図 第1蜜 2)・ 15号溝出土遺物実測図
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第188図 第18・ 19・ 37号溝出土遺物実測図
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第189図 第38号溝出土遺物実測図
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第186FXl

14

菱

土 師 器

A 227

B 467

C 97

平底。胴部中位に最大径を持ち,顕

部から口縁部にかけて小さく外反

する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨き

口縁部内・外面横ナデ。

雲母・長石・石英

にぶい裕色

普通

P347 450/o

覆土

第187図

15

菱

土 師 器

A 242

B[330]

C 82

平底。胴部中位に最大径を持ち,頸

部から口縁部にかけて外反する。

lFl都中位以下斜位のヘラ磨き。

日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

にぶい橙色

普通

P354 30%

覆土

菱

須 恵 器

A

B

C

21 2

[208〕

13 8

平底。胴部上位に最大径を持つ。

頸部はくびれ,日縁部は外反する。

口縁部外面に弱い稜を持つ。

胴部外面同心円文叩き。口縁部横

ナデ。

砂粒・雲母・砂礫

灰自色

普通

P348 50%

覆土

第15号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第187図

17

蓋

須 恵 器

A 191

8 34

F 36

C  O_8

天丼部は浅 く,緩やかな傾斜で回縁

部に至る。日縁部は垂直に下向きに

屈曲する。内側に短 く垂下するかえ

リカ対 く。リング状のつまみ力Ч寸く。

天丼部三分の一の範囲,回転ヘラ

削 り。日縁部内・外面横ナデ。

長石・石英・雲母

灰色

普通

P355 40%

覆土

霊

須 恵 器

8(25)

F 39

G  o8

天丼部は,内彎 しながら口縁部に

至る。中央がわずかに突出した偏

平なつまみ力耳寸く。

天丼部回転ヘラ削 り。内面横ナデ 砂粒・雲母

灰黄色

普通

P356  25%

覆土

第18号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第188図

19

羽釜状土器

土師質土器

A(332)

8 31
C (300)

(372)

羽釜のつは伏を呈する。内側から

外上方に向かって直線的に外傾す

る日縁部が付 く。

体部内・外面横ナデ。 石英・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

P357  5%

覆土

内 耳 土 器

土 師 器

A(350)

B 56

C(324)

平底。体部は内彎気味に直立する

厚さの薄い内耳力W寸 く。

体部内 ,外面横ナデ。体部下端ヘ

ラ肖Jり 。

長石・石英・雲母

オリープ黒色

普通

P358  5%

覆土

筒 花 生

磁   器

B(44)

D(84)

E o5

平底で短い高台がT寸 く。体部はや

や外傾 して立ち上がる。

削 り出し高台。釉には貫入が入る 級密な精製土

明緑灰色

良好

P359  5%

覆土

天 目 茶 碗

磁   器 B(42)
体部の破片である。体部はわずか

に屈曲しながら,外傾する。

体部全体に黒色の鉄釉がかかる。 級密な精製土

浅黄橙色

良好

P360  5%

覆土

高 台 付 皿

磁   器

B(19)

D(46)

E o9

径の小さい高台に,緩やかな傾斜

の皿部力Wiく 。

内面に片切彫 りの花紋を施す。 緻密な精製土

灰白色

良好

P361  5%

覆土

第19号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第188図

24

小   皿

土師質土器

A 79

B 21

C 4,0

平底。底部と回縁部との境は,不

明瞭で回縁部は内彎 して立ち上が

る。中央に穿孔。

手握ね。底部無調整。口縁部及び

底部内面横ナデ。

砂粒・長石・赤色

粒子 にぶい栓色

普通

P363  98%

覆土

小   皿

土師質土器

A 12.0

B 28

C 80

平底。底部と日縁部の境にわずか

に稜を持ち,回縁部は外傾する。

底部外面に小さい窪みを持つ。

手捏ね。底部無調整。日縁部及び

底部内面横ナデ。

砂粒・長石・赤色

粒子 にぶい橙色

普通

P364 50%

覆土
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第37号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備   考

第188図

26

高   ITN

須 恵 器 8(72)

ITN部欠損。脚部はラッパ状に開 く 内 外面横ナデ。 砂粒・石英・長石

暗青灰色

普通

P365 20%

覆土

27

長 顕 瓶

灰 釉 胸 器

B(24)

D 74

E o5

Л同部欠損。平底で低い高台が付く 内・外面横ナデ。高台部に一部濃

い緑色の自然釉が流下する。

緻密な精製土

暗オリーブ灰色

普通

P366 10%

覆土

28

碗

陶   器

B(49)

D 60

E  o3

平底で断面三角形の低い高台力・II

く。体部は直線的に外傾する。

底部糸切 り後ナデ。体部横ナデ。

内面コテナデ。

砂粒・長石・石英

灰白色

普通

P367 25%

覆土

山茶碗

一霊

器

頭

恵

長

須 B(77)

頸部破片。頸部は直角に屈曲する

日縁部はラッパ状に上方に開く。

内・外面横ナデ。褐色自然釉。 級密黒色微粒子

オリーブ黄色

普通

P368 10%

覆土

第38号溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第189図

30

郭

土 師 器

A 138

B  40

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部との境に稜を持つ。日

縁部は外傾する。

底部ヘラ削り。口縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

不良

P369  60%

覆土

不

土 師 器

A 134

B  43

九底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部はほtF垂直に立ち上が

る。

底部ヘラ削り。口縁部内・外面横

ナデ。

石英・長石・雲母

にぶい橙色

普通

P370  50%

覆土

イ

土 師 器

A  14 0

B 37

丸底。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部は外上方に開く。

底都ヘラ削り。日縁部内・外面横

ナデ。

砂粒・雲母

灰掲色

普通

P371  30%

覆土

高 台 付 lTN

須 恵 器

A(9_6)

B  3.8

D(6.0)

E o5

九底気味の底部に「ハ」の字状に

開 く高台力W寸 く。体部は直線的に

外傾する。

底部回転ヘラ肖」り。体部内・外面

横ナデ。日縁部内側に浅い沈線を

施す。

長石・石英・雲母

灰白色

普通

P374  20%

覆土

婉

土 師 器 B  53

丸底。体部は強 く内彎 して立ち上

がる。底部は器厚が厚 く,日縁部

に向かって薄 くなる。

内面黒色処理。 砂粒・長石・石英

にぶい橙色

不良

P375 70%

覆土

養

土 師 器

A(223)

B(107)

胴部欠損。顕部は内彎 し,日縁部

で短 く外反する。

回縁部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母

にぶい赤褐色

普通

P373 10%

覆土

発

土 師 器

A 257

B[456〕

C  106

平底。胴部中位に最大径を持ち,

顕部から回縁部にかけて小さく外

反する。

胴部外面中位以下斜位のヘラ磨 き

日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・石英

明黄掲色

普通

P372  90%

覆土
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第190図 遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 砦 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第190図

1

杯

土師質土器

A 92

8 21

C(7,0)

平底。体部はわずかに内彎気味に

外傾 して立ち上がる。

底部回転糸切り。体部内・外面横

ナデ。

砂粒・酸化鉄

橙色

普通

P31  30%

C10a2区

図版番号 器  種
法 旦星 (cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

2 石 斧 (6 4) (3.8) (1.7) (412) G10a2区 Q3 安山岩
3 ・t41 片 17 C9cI区 Q9 チャー ト
4 尖 頭 器 Flla8区 Q■ 黒燿石
5 石 鏃 F12a8区 Q17 チャート
6 掻 器 B8h9区 Q10 頁岩
7 ナイフ形石器 D12h2区 Q4 貢岩

8
縄文式上器

獣 面 把 手
(3.5) (3.5) (3.5) 24.8 C8ds区 P376
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第 5章 考 察

柴崎遺跡における集落の変遷について

柴崎遺跡は 3年間にわたって総面積82,081m2の調査を行なった。調査によって古墳時代から平

安時代に亘る竪穴住居跡359軒 を検出した。この調査成果に基づいて,柴崎遺跡における集落の

変遷について考えてみることとする。

第 1節 出土遺物と時期区分

ここでは柴崎遺跡の出土遺物の具体的な様相から,柴崎遺跡の時期区分を検討 していくことと

する。

lI期

I期は,古墳時代後期の中で 6世紀から7世紀前半にあたり,上師器の甕,杯,高杯,甑を中

心とした構成で,ま れに須恵器が出上している。 I期の中頃の時期のものに良好な資料が残って

おり,特に詳しく述べることとする。

1段階

5軒の住居跡が該当すると考えられるが,そこからの出土遺物は数が少ない。杯においては,

日径が大きい模倣不タイプのものや,器高が高く坑のような形態のものが出上している。甕につ

いては,胴部に比較的丸みを持ったものが出上している。本期 1段階の杯や奏は, 2段階の遺物

(甕,杯 )に比べると,よ り古い様相を残している。

2段階

この時期の住居跡としては,24軒が該当し,中でも175号住居跡から良好な一括の資料
(3)が
出土

しており,柴崎遺跡の時期区分を行う上で基準資料となるものと思われるので詳 しく分析してみ

たい。

大量の上師器片の内,50パーセント以上が接合でき,不,甕,甑合わせて38個体に及んでいる。

これらの上器は,住居廃絶後の埋没途上に投棄された土器片であり,共通して覆土第 3層 に覆わ

れている。第191図 に表された太線は各土器が細片を含めてどの範囲に散布していたかを,接合

個体ごとに示したものである。奏類の破片の分散状況から投棄の状況が窺われる。

ここから出上した土師器の杯30個は,その形態から5種に分類できる。 (第 192図 )

A種は,古い段階の須恵器の蓋を模倣した土師器の郭を祖形とする形態のもの
(4)で ,全部で12

個体出上している。日縁部の断面形の違いでさらに 2つ に分けることが可能と思われる。
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第191図 第175号住居跡養類の個体ごとの出土範囲

B種は, 2個体あり,明 らかに新しい段階の須恵器の杯身を意識している。

C種は,11個体,こ れも新しい段階 (陶邑 2形式の中頃)の須恵器の郭蓋を模倣したタイプで

ある。

D種は,筑のような形態を持つもので, aと bの 2種類に分かれ,それぞれ 1個体ずつ出土し

ている。数量的に少ないD種の aと bは,前段階からの婉の系譜を引くタイプと考えられる。
E種は口縁部が外傾するもので, 1個体が出土している。 E種は,東北地方南部の上師器編年

の中で,栗囲式の古段階に類似形態の土器が見られ,近県では栃木方面に類例が見られる。 そ
れ以外には,A′ 種としA種と比べて器高が低 く,体部と口縁部の境の稜線がなく沈線だけで表さ

れるタイプのものが 3個体出上している。C′ 種としては,C種 と比べて器高が低く,底部が平底
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第192図 第175号住居跡奸類の分類

化しているものが 1個体出土している。A′ 種 とC′ 種のlThも 数が少ないが,こ れらに見られる平底

化等の特徴は,こ の期における新進の要素であると考えられる。

175号住居跡で主体となる杯は,A種 とC種である。この時期,栃木県方面では,杯身模倣の不

B種が, C種 と共に杯の中で主体となっている。反対に主体となり得ない杯は,他の地域からの

移入品と考えるか,前段階からの遺存品と考えられる。

続いて甕について見ておきたい。甕は形と法量から分類すると, 7種に分類できる。(第 193図 )

甕 A種は口径約21～ 27cm,胴部最大径は29cm前後,器高は35cm以 上のやや長胴気味の大形品で

あり, 6個体出土している。

B種は日径は18～ 21cm,胴部最大径は,25～27cm,器高は約27cmと それぞれA種と比べると若

干小さいが,器高だけは特に低 く球胴形を呈するものであり,21固体出土 している。

C種は,日径 15～ 19帥 ,胴都最大径17～ 21cm,器 高20～ 28cmと ,A種 を縮小した相似形を呈す

るものであ り, 5個体出土 している。

D種は,日径が18cm前後で胴部の張 りと頸部のくびれが少なく,日縁部が外反するので広日に

なるものであり, 2個 体出土している。

E種は, 口径が15cm前後と小さく,器高も低い小形の甕であり, 3個体出土している。

F種は, E種の小形甕の形態と肩部から口縁部にかけてが類似 し,胴部を長くした形態もので

あり, 1個体出土している。

G種は,日径18cmで ,胴部の張りが弱 く,頸部から口縁部の外反が弱いものであり, 1個体出

土している。

A9
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第193図 第175号住居跡養類の分類

製作時の調整技法から見ると,日唇部をつまみ上げ,胴部外面にヘラ磨きを行なう,いわゆる

常総形甕の特徴を示す甕が半数を占める。A種, B種 とD種においては,すべてが常総形甕であ

り,日縁部において,端部外面に面取りを行ない,日唇部をわずかにつまみ上げている。C種で

は, 5個体の内 2個体が常総形甕, 2個体が胴部外面縦方向のヘラ削り, 1個体が横方向のヘラ

削りであり,日縁部の形態も各々違っており,バラエテイーに富む。 E・ F・ G種 とも胴部外面

調整はヘラ削り調整を行なっている。

ほぼ同時期と考えられる231号住居跡からは,竃に掛けられた状態の甕が 2個体ほぼ完形のまま

出土している。大きい方は甕A種に,小さい方はやや短胴だが甕C種に属するものと考えられる。

共に胴部に磨きが入り,大 きい方は,日縁部外面に面取りが行なわれ,端部は上方に尖っている。

つまみ上げは行なわれていない。

175号住居跡出上の甕においては,主体となるものが ,A・ BoC・ DoE種 である。 F・ G種

については甕口縁部の形状や胴部の調整技法の違い等から見て,他の地域からの移入品の可能性

も考えられる。
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土師器は賽,杯以外に甑も出上しているが,高杯が欠ける点に特色がある。杯や甕の器種構成

から見て時期的には,千葉の村山編年のⅣ期の時期に当たると考えられる(5)。 須恵器では, 1点

だけ,堤瓶の胴部片 (第 19図 -58)が出上しているが,器厚が最大12mmと 厚く膨らみのある大形

品であり,焼成がやや甘く,在地産と推定される。関東地方の酒井編年のⅣ期に類似例 (6)がぁる。

以上の点を総合すると,175号住居跡は 6世紀後半でも7世紀に近い時期の住居跡と考えられる。

3段階

13軒が該当すると考えられる。出土遺物では, 2段階と基本的な器種構成は変わらないものの,

190号住居跡出土遺物の中の杯において前段階と比べて法量の縮小化の傾向が見られ,小形で短足

の高杯 (第22図 -7)や須恵器の平瓶 (第22図 10)等 も出現している。190号住居跡は7世紀前半

代のものと思われる。

2Ⅱ 期

Ⅱ期は, 7世紀末から8世紀末までの時期にあたり,土師器の甕,杯以外に須恵器の杯,蓋 ,

高杯,奏,甑,壺,硯などによる器種構成である。Ⅱ期の中頃の時期のものに良好な資料が多数

残っており,特に詳しく述べることとする。

1段階

9軒が該当するものと考えられる。出土遺物は少ないが,199号住居跡からは,廃絶後の埋没途

上の一括遺物として,土師器の杯,婉,須恵器の杯が出土している。土師器の杯は,弱い稜をも

つ鬼高式上器の形態を弱千残しているものや平底化の傾向を持つもの,東北南部の栗囲式土器の

新段階に類似
υ)し
たもの (第 194・ 199図 -2)な どである。須恵器の杯は, 7世紀の末頃の形態

のものであるが,土師器が主体となっており須恵器の数は少ない。198号住居跡からは,次の 2段

階のものとほぼ同様の形態をした須恵器の杯が出上しており,199号住居跡より新しく, Ⅱ期 2段

階に非常に近い時期の住居跡と思われる。

2段階

21軒が該当すると考えられる。153。 226号住居跡のように大形で出土遺物が須恵器を主体とし

ている住居跡と,171～ 193号住居跡のように,小規模で土師器を主体とする住居跡に分かれる。

上師器の甕,杯,須恵器の杯,蓋,甕,壷等から成る。須恵器の杯蓋は,かえりをまだ残してい

る段階のものである。

153号住居跡の出土遺物はほとんどすべてが,住居埋没過程で覆土とともに堆積したものである

が,形式的にほぼ同時期の遺物と考えられる。226号住居跡も,153号住居跡とほぼ同形態のかえ

りのついた須恵器の蓋を持つことと,226号住居跡の竃内出土遺物と,153号住居跡覆土中の出土

遺物 (第156図 -4)が接合したことから,ほぼ同時期の住居跡と考えられる。

153号住居跡出土須恵器の斐の底部の破片であるが,九底で内面に同心円文のあて具痕を持って
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いる。九底の底部には高台部の乗Jがれた痕跡が残り,斜下方にかなりふんばった形の高台部が予

想されるような独特の器形をしたものである。

153号住居跡からは,小形で 7窓か 8窓の透かしが開く圏足硯 (第 43図 -13)が,226号住居跡か

らは,透かし上部がアーチ形を描くような圏足硯 (第 156図 -6)が出上しているが,北東側のⅢ

区の120号 ,123号住居跡からは,須恵器甕底部を転用した硯が出土している。120。 123号住居跡

は,153・ 226号住居跡よりも若千時期が遅れるものと考えられる。他に,硯 を出土している住居

跡は検出されていない。

226号住居跡出上の須恵器と考えられる蝸 (第 156図 9)は ,日径51帥程の大形品であり,酸化

炎を受けている。ロクロを使用した須恵器の製作技法を用いており,一部還元炎焼成部が残って

いるので須恵器であろう。このような大形の蝸は,東北地方や北陸地方で出土例があり,東北地

方では平安時代頃から,北陸地方では 7世紀の後半頃から生産が始められている。東北地方では

8世紀代からの出土例があり,北陸地方から日本海ルートを通った搬入が考えられている181。 8

世紀初頭の須恵器では,北陸地方のものの可能性が考えられる。

153。 226号住居跡は通常見られないようなバラエテイーに富んだ器種構成や硯の出土といった

点から,Ⅲ 期 2段階 (8世紀前半代)の中で他の住居跡よりもやや抜きんでた住居跡の可能性が

考えられる。

171。 172・ 174・ 192・ 193号住居跡は,Ⅲ 区の南東部に比較的まとまっており,土器の様相もよ

く似ている住居跡群である。171,174号住居跡出土の須恵器の蓋のかえりが,消失寸前の形態を

Si

199
4

Si

198
2

Si

171

192

193

SI

174 つ

「
―
刑
引
刊
―

第194図  7世紀末から8世紀前半代の住居跡出土杯頬
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示しており,153・ 226号住居跡と同時期かやや遅れる時期の住居跡と考えられる。出土遺物は,

須恵器よりも土師器の割合がやや多く,杯は 3種に分かれる。特に,杯について見ていくことと

する。

A種は,平底の底部から口縁部までが九く内彎しながら立ち上がるもの, B種は,やゃ九みを

持った平底の底部から外傾する口縁部が屈曲して立ち上がるタイプのものである。D種は九底で

体部が内彎しながら立ち上がり,日縁部との境に弱い稜を持って短く垂直に立ち上がるもので,

古墳時代の郭の形態を残すものである。 E種は大形の杯である。ここで注目されるのはB種の杯

である。底部はヘラ削り,日縁部内 。外面に横ナデ調整を施した盤状を呈したものである。この

形態のものは,柴崎遺跡全体ではⅢ区の40号住居跡と,Ⅲ 区の171・ 174・ 193号住居跡から出土し

ている。相模地域や南武蔵の 8世紀前半代の盤状を呈する杯と類似するが,当遺跡内の上器の変

遷の中でも, 7世紀末 (Ⅲ 期 1段階)の杯 (198。 199号住居跡出土遺物)か らの形態変化として

考えられる。

3段階

Ⅱ区の 4・ 73・ 114・ 141号住居跡が該当する。114号住居跡からは,盤状を呈する土師器の杯等

が見られ,須恵器の郭も器高が低く,日径に対する底径の比の大きな形態のものである。

3Ⅲ期

Ⅱ期は,平安時代前半 (9世紀から10世紀前半)にあたり,土師器の甕,杯,須恵器の杯,高

台付杯,高杯,甕,甑,壺などによる器種構成である。

1段階

20軒の住居跡が該当する。出土遺物は,須恵器が主体で,須恵器の不,高台付郭,甕や日唇部

をつまみ上げる土師器の奏が見られる。土師器の甕は,胴部に見られたヘラ磨きが行なわれない

ものが日立ってくる。

2段階

60軒の住居跡が該当する。出土遺物は,須恵器の杯,甕,土師器の甕,郭等であるが,須恵器

の高台付皿が出現する。須恵器が主体であるが,少 しづつ土師器の杯も日立って くる。須恵器の

杯は,体部下端手持ちヘラ削りで底部径力Ⅵ さヽくなりつつある須恵器の杯と口唇部をつまみ上げる

常総形の菱に特徴がある。須恵器の杯の中に「大垣郷」と墨書されたものが含まれている。Ⅲ区

の調査においても22B号住居跡から「□垣郷」という墨書が出土しているが,文献資料には,「大

垣郷」の郷名は見られないものの,今後郷名考証の参考資料になると思われる。おそらく9世紀

の後半代の時期にあたると思われる。

3段階

10軒が該当する。出土遺物では,底部が小さく,大きく外傾する須恵器の杯や体部が内彎しな
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表 3 各期各段階の住居跡

期 段階 柴 崎 遺 跡 竪 穴 住 居 跡 番 号 床面積 備  考

550

900

I

1 I(33,68),2,95,212A 19。 4nf Ⅱ区の I期

I(1,6,13,14,15,18,21,31,41,46),10,31143,49,82,92,134

135,166,168,175,194,196,231

28.5m2 I区のと期

H区のⅡ期

I(38,63,65,74,90,108),71,80,127,137,160,190,222 29.l m2 Ⅱ区のⅢ期

1

I(104),1,12,100,116,148,198,199,200

1(9,44,53,78),9A,39,40,42,52,54,64,67,93,125,153,171

172,174,192,193,226

17.6れギ

2
24.2m2 I区のⅡ期

3

4,24,38,47.72.73.114,141 17.7nf Ⅱ区のⅣ期

Ⅲ

1

I(8125,34,39,42,59),1lA,32,155,161,162,165,169

195,205.228

15。 l m2 I区のⅢ期

Ⅱ区のV期

I(2,3,4,5,7,10,11,12,16,19,24,28,40,43,45,47,48,50,54

61,67,71,72,73,77,79,82,84,91,99,102)1lB,18B,22B,30A,

45,50,56,61,65,74,75,83,88197,98,101,105,107,108,113,

117B,118,145,154,167.170.197.206.212B

14.8nf I区のⅣ期

Ⅱ区のⅦ期

I(30,35,49,52,55,66),5,18Ci57.110.232 ■ .7♂ Ⅱ区のⅦ期

1100

以降

Ⅳ

I( 26,27,29,36,37,60,62,64,80,81,83,85-89,92,97,98,103,

106,107,1■ )14A・ B,15～ 18A,23,27～ 29,37,41,59,85,90,106,

119,121,123,128,144,157-159,163,164,176´ -189A・ B,191,

201々-204,207-211,213,214A・ B,215,216,217A・ B,218-221,

223´-225.227.230

8.7ド

I区のV期

Ⅱ区のⅧ期

※I( )内 の数字は I区の竪穴住居跡の番号を示す
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がら立ち上がる須恵器・土師器の不,赤焼きの須恵器等が見られる。

4Ⅳ期 (柴崎 I区のV期 ,柴崎Ⅱ区のⅧ期 )

Ⅳ期は平安時代末期 (12世紀)にあたり,竃を持たない規模の小さな竪穴住居跡の時期である。

遺物が極端に少なく,上師質土器片,銅銭,鉄鎌が出上している。これらの出土遺物から12世紀

以降の時期と推定される。

第 2節 竪穴住居跡について

lI期

I期の竪穴住居跡の床面積は 1段階が平均約20ポに対 し, 2～ 3段階が平均約30m2と 大形で方

形を呈する住居跡を主体としている。柱穴は, I期全般を通 じて主柱穴 4カ所で,電 と対面する

南壁際に出入 りロピットを持つものが大半を占める。主軸方向は,新 しい段階ほど北西から真北

方向に近づ く傾向が窺える。

1段階

住居の平面形は,主柱穴 4か所に出入リロピット1カ 所を持ち,中規模なものである。良好に

残った竃は見られず,電の特徴はつかめない。

2段階

住居の平面形は, 1段階と基本的に変わらず,規模は大きくなる。竃は,175号住居跡の篭のよ

うに袖と袖の間も芯々間で80cm,袖 の基底部幅も中央部で40cmと 広 く,煙道部の住居跡外への張

り出しが60cmを越えるものが多い。231号住居跡のものが最も良く遺存しており,具体的な使用形

態がわかる。やや胴長で大形の甕A種と小形の C種を横に並べてかけられており,横 2個掛けの

竃といえる。天丼部内壁面までの高さは,30cln程度と推測される。

3段階

住居の平面形は,方形を呈 し床面積が平均約30m2,規模が最大となる。竃は,190号住居跡で見

られるように,袖部の幅は前段階とほとんど同じだが,煙道部の張り出しが,40cHl弱 となってき

ている。

2Ⅱ 期

Ⅱ期の竪穴住居跡の床面積は 1段階が平均約18ポ, 2段階が平均約24ド , 3段階が平均約18m2

と中形のものから大形化 し,再び縮小する傾向がある。柱穴は, Ⅲ期全般を通じて主柱穴が 4本

で,竃と対面する南壁際に出入りロピットをもつものが多い。主軸方向は, Ⅱ期 1段階の少数の

住居跡を除いてほぼ真北方向を向いているものが多い。

1段階
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床面積 7～ 11活程の規模の小さな住居跡が見られる。竃は,袖の幅で比較すると,200号力湘Ocm,

199号が60帥 ,198号が45cmと 幅を減少させており,袖の基底部幅も20cm程 度と狭いものである。

2段階

153。 226号住居跡のように大形のものと171・ 172号住居跡のようにやや規模の小さいものとが

ある。平均の床面積は,24m2と Ⅲ期の中では最大規模となる。亀は,172・ 174号住居跡で見られ

るように,袖部は90cmと 幅を広げるが,袖の基底部幅が30cm程 となっている。174号住居跡の電は,

底部から天丼部内壁面までの高さが50cm程 と推定される。煙道部の張 り出しは30cm前 後と少なく

なってきている。

3段階

この段階からⅢ期の 1段階にかけての住居跡は,数が少なく遺存状態も悪いのではっきりとし

た傾向をつかみにくい。床面積は小さくなってきているが,依然として主柱穴を 4本持ったもの

が多い。

3Ⅲ 期

Ⅲ期の竪穴住居跡の床面積は 1段階が平均約15m2, 2段 階が平均約15♂ , 3段階が平均約12m2

と小形のものがさらに小形化する傾向がある。柱穴は,Ⅲ期の初め頃に主柱穴が 4本のものから

床面に柱穴を設けないものが現れてくるようである。主軸方向は,ほぼ真北方向を向いているも

のが多い。

1段階

さらに床面積を縮小させる。Ⅲ区においては,次の 2段階と明確な特徴がつかみにくいが,こ

の段階の中で,床面に柱穴を残さないタイプの住居跡が現れてくる。

2段階

これまで主柱穴は 4本で,出入り回ピット1か所の住居跡が基本であったものが,規模の縮小

に伴い,床面に主柱を設けず,出入 り回ピットだけとなる住居跡が基本となってくる。竃は,袖

部幅80cm前 後のものが多く,燃焼部の床面を掘 り窪めている。煙道部の張 り出しは30cm前 後とな

っている。

Ⅲ区の北部から,3軒の長方形の住居跡 (156。 161・ 162号住居跡)が検出されている。周辺の

遺構との関わり合いから, Ⅲ期に属すると考えられるので,この点について述べておく(第 196図 )。

まず,こ の住居跡の特徴であるが,長軸が南北方向に向いており,遺跡の北寄りにまとまって位

置している。竃が通常の竪穴住居跡と異なり,北壁に造 り付けられるのでなく,壁から離れた住

居の中の北寄 りの位置に独立して構築され,南向きに開日している。残念ながら, 3軒 とも床が

浅く竃の上部構造ははっきりしないが,燃焼部には支脚がつかわれていたらしい
(。 )。

次に,長方形の住居跡と周辺の 9世紀後半代もしくは 9世紀前半代の時期の住居跡との関連に
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ついて見なと,長方形の156号住居跡と約10m西側にある154号住居跡 ,長方形の162号住居跡と西

約10mにある155号住居跡が,主軸方向で各々ほぼ一致しており,154号住居跡と155号住居跡は非

常に近接関係にあるので,上記のような組合せで,時期差を持って存在していたと考えることが

できる。さらに,こ の区域は奈良時代前半代において,比較的早い段階から多くの須恵器や硯を

持つなど,集落内で中心となる住居跡があった地区であり,こ の時期においても,155号住居跡の

覆土中ではあるが,金銅製の鈴が出土するなど,特異な面を持っている。さらに,こ の地区の東

方約80mの地点には, 2× 4間の規模を持つ第 2・ 3号掘立柱建物跡がある。 2棟 とも南北棟で

あり, 3号掘立柱建物跡の北東コーナーの柱穴出土の須恵器の郭の年代観から, 9世紀中葉から後

半にかけての時期の掘立柱建物跡と考えられる。南北に長い長方形の竪穴住居跡と,遺構配置状

況に関連が窺われる。これらの施設についての性格的な位置付けについては,今後の課題である。
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第196図 Ⅲ区北部の 9世紀代の過構配置図

3段階

住居跡の規模は,さ らに小さくなる。232号住居跡の例では,電の煙道部の住居跡外への張り出

しは1.2mに も及んでいる。

4Ⅳ期

Ⅳ期に属する規模の小さな方形の竪穴住居跡は,遺跡全体の中で総数90軒 を数える。これまで

・判サＳＢ３
弾中
中中中
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IA2 IA3

第197図 Ⅳ期の竪穴住居跡の形態分類

の調査結果から,時期については12世紀以降,遺構の配置の状況等から短期間の内に形成された

ものと考えられる。性格については,明確な床, ピット,火の使用が窺える炭化物の検出,電を

付設 した例があること等から住居跡と判断される。

Ⅲ区の調査では,こ れらの竪穴住居跡から,出入 り目が検出され,切 り合い関係が認められた。

さらに若千構造を異にする住居跡も確認されており,簡単にこれらの竪穴住居跡の分類を試みたい。

(1)Alは ,主柱穴が 2本のタイプである。他に副柱等がなく,40軒の内10軒から,出入り口部が

確認されている。

A2は , 2本主柱穴以外に副柱らしきものが 1本加わってくるタイプで, 9軒検出されている。

A3は , 2本主柱穴に,副柱 1本が主軸方向にあるタイプで, 5軒検出されている。

(動  Bは , 2本主柱穴の対角に 2本の柱穴が くるタイプで, 3軒検出されている。

(3)Cは , 3本の柱穴が等間隔にならぶ 3本主柱穴のタイプで, 4軒検出されている。

14)Dは,柱穴が無 く階段状の出入り口を持つタイプで, 1軒検出されている。

B
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(5)Eは ,柱穴が確認されないタイプである。

次に,AからEの各タイプ間の差異が,何を表すのか考えてみたい。まず,竪穴住居跡どうし

で,切 り合い関係のある住居跡を挙げる。C群の中の217A号住居跡 (A3タ イプ)と 217B号住居跡

(Eタ イプ)では,217A号住居跡の方が新しい。D群の中の189A号住居跡 (Cタ イプ)と 189B号

住居跡 (Dタ イプ)では,189A号住居跡の方が新しい。C群の中の214A号住居跡 (Aタ イプ)と

214B号住居跡 (Aタ イプ)では,214B号住居跡の方が新しい。214号住居跡の場合どちらもAタ イ

プであるが,主軸方向が90度ずれており,同 じAタ イプの中での時期的な差が予想される。

また,62号住居跡は, I区の中で電を持つ住居跡から,竃が無くなる住居跡への過渡的な性格

を有すると判断されている 2本柱の住居跡であるが,こ の62号住居跡の 1辺の長さと2本柱間距

離の 2つの条件で,他に類似例をさがしたところ,179。 220号住居跡が最も近似した数値を示し

ている。この 2軒は両方ともBタ イプである。

以上の点をまとめてみると,Aタ イプの中で竃を持ったものが最も古く,それに並行して Bタ

イプ, Eタ イプもこの古い段階に属する可能性が考えられる。それに対してより新しいものは,

東西方向に主軸を向けるAタ イプである。また,構造的にAタ イプとは異質なCタ イプのものは,

Dタ イプとの切り合い関係からDタ イプよりも新しいということは言えるが,Aタ イプとCタ イ

プに先後関係があるかどうかは不明である。

第 3節 柴崎遺跡の集落の変遷 (第 198～ 200図 )

遺跡の立地する台地は,北東部から南西部に下る自然の谷地形 (谷津田)を はさんで,谷の南

東側,北西側,谷の奥の北東部から東部にかけてと大きく3地区に分けることができる。この区

分は,調査 I区 , Ⅱ区,Ⅲ 区という呼称とほぼ対応するので,こ の地区名で呼ぶこととする。集

落は,谷津田を囲むように, I区～Ⅲ区の標高24～ 26mの 台地上に分布している。以下に各期の

様相について記述していく。

lI期

I期は6世紀前半から7世紀前半の時期と推定される。出土遺物から3つ の段階に細分ができ,

2段階に当たる 6世紀後半の時期が I期の集落の中心となる時期である。

1段階

集落は,谷津田を挟んだ IoⅡ 区の中心部の最も高燥で環境条件の良い地域に,小規模に営ま

れ始まる。

2段階

2段階になると, I区では台地の縁辺地域いっぱいまで広がりを見せる。Ⅱ区の場合も同じよ
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うに数を増やしながら広が り,西 と南の小尾

根上にまで拡散 していく。

3段階

3段階には, I区では,北に偏って数を減

らしながら縮小する。Ⅲ・Ⅲ区では,それま

で分布が見られなかった地域に規模を縮小 し

ながら分布 している。

2■期

Ⅱ期は 7世紀末葉から8世紀後半の時期と

推定される。出土遺物から 3つ の段階に分け

ることができる。Ⅱ期 2段階が集落の中心と

なる時期である。

1段階

集落は, Ⅲ区の中心部とⅢ区北部に小規模

に営まれている。Ⅱ区の中心部の集落は, I

期の 3段階の時期の集落と隣接 して分布 して

いるので, I期 と皿期の間では,細々とは集

落が継続していたものと思われる。

2段階

8世紀前半にあたるこの段階には,Ⅱ 区の

北部において,規模が大きく,圏足硯や多く

の須恵器を持つ住居跡 (153・ 226号 )が現わ

れる。その他の住居跡は花室川に面するよう

に,北西から南東方向に長 く分布 している。

3段階

I・ Ⅲ区では 8世紀後半の住居跡は検出さ

れていない。Ⅱ区においても検出された住居

跡の数が少なく,集落は再び,規模を縮小し

ている。 I区 とⅢ区南部からⅡ期 3段階とⅡ

期 1段階の,竪穴住居跡が 1軒 も検出されて

いないことは,Ⅲ 区南部にある 1棟の大形の

掘立柱建物跡が存在 していることに,その要

I期 1段階 (6世紀前半 )

I期 2段階 (6世紀後半 )

I期 3段階 (7世紀前半 )

Ⅱ期 1段階 (7世紀後半 )
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因があるものと考えられる。

1号掘立柱建物跡は,規模が 3× 5間 ,柱

間が芯々間で2.48m,柱穴の掘 り方が約1.0

Xl.5mも ある大きなものである。この掘立柱

建物跡のP7・ P8の近くから大形の銅製の浅鉢

の破片が見つかっており, この遺物が唯一こ

の掘立柱建物跡の性格を語るものとなってい

る。この銅製の浅鉢は,直径21cm,器高4.2cm

で外面を叩き出しによって成形しており, 7

世紀以降の寺院関係の遺跡で出土例があると

いわれている。この掘立柱建物跡がⅡ期 1段

階もしくは, 3段階に建っていた蓋然性は高

いと考えられる。

また,こ の時期の溝では,12。 15。 38号溝

があげられる。12号溝は,Ⅲ区中央部から東

南東に向かって緩やかにカーブを描きながら

120m以上延びて調査区外に至っている。

3Ⅲ期

Ⅲ期は, 9世紀前半から10世紀前半の時期

と推定される。出土遺物から, 3つ の段階に

分けることができる。Ⅲ期 1段階から2段階

が集落の中心となる時期であり,全期間を通

じて最も住居跡の総数が多くなる時期である。

1～ 2段階

1段階・ 2段階ともほぼ同じ範囲に, 3群

から4群に分れて I・ Ⅱ区いっぱいに分布し

ている。

3段階

2群に分れ規模を縮小しながら分布してい

る。その後,12世紀まで集落は,断絶してし

まう。

4Ⅳ期

Ⅱ期 2段階 (8世紀前半 )

Ⅱ期 3段階 (8世紀後半 )

皿期 1段階 (9世紀前半 )

Ⅲ期 2段階 (9世紀後半 )
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IV期 は,全体に谷津田の奥方向に移動して,

7群に分れて谷津田を囲むように分布し,こ

れまで以上に群としてよくまとまりを示して

いる。Ⅳ期の時期は,出土遺物から,12世紀

以降と考えられる。第197図の B・ D・ E群中

には切り合い関係の認められる住居跡がある

ことから,あ る一定期間継続して集落が形成

されていたことが窺われる。

これまで,出土遺物や竪穴住居跡の構造の

変化を盛り込みながら,柴崎遺跡について集

落の変遷を概観してきたが,これによると古

墳時代後期から平安時代末という 600年の間

に,集落が 4度隆盛し,ま た衰微してきたよ

うすが窺えた。最後に4回の盛衰の意味する

ところについて,一応の解釈を添えてみたい。

まず, I期 の終わりについてであるが, I

期 3段階に属する 3区の 190号住居跡は出土
第200図  各段階ごとの集落の変遷(3)

遺物から, 7世紀第 2四半世紀には廃絶していると考えられるが,この住居跡がおそらくI期の

特徴である大形で,鬼高的な土器を持つ住居跡の最後の段階と思われる。律令的な中央集権制度

導入前段階の地方社会の動揺を反映するものと考えられる。この影響は, Ⅱ期の 1段階 (7世紀

後半)を頂点として,次のⅡ期 2段階に至る律令的な集落景観出現につながっていくと思われる。

Ⅱ期 2段階の中でも8世紀第 1四半世紀に属すると考えられる153号住居跡等からは,硯や供膳

形態の須恵器等が出上し,律令的な官克機構の一端が集落内の出土遺物からも窺われる。しかし,

この時期も長くは続かず, Ⅱ期 3段階には,再び集落が衰微してしまう。おそらく鹿子遺跡に見

られる東北地方経営に関連する常陸国内における軍事的な徴用や律令機構の動揺といったこ

とに連動する現象かと推察する。

Ⅲ期に属する9世紀は,比較的安定していた時期であろうが,10世紀に入り再び集落は,衰微

してくる。これは,平将門の乱に代表されるように,国衡機構の弱体化と武士化していく地方豪

族の台頭といった現象に関連するものかと考えられる。

最後にⅣ期に属する12世紀以降と考えられる小規模な竪穴住居跡によって構成される集落であ

るが,こ れについてはこのタイプの集落が, この時期の一般的なスタイルとして認められてから,

その時代背景の中で再度考えていく必要があると思われる。

Ⅲ期 3段階 (10世紀前半 )

Ⅳ期 (12世紀～)
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表 4 竪穴住居跡一覧表

住居跡

番 号

位  置 主軸方向 平面形

規 模

床面 ト 竃・炉 覆土 出 土 遺 物 備    考
長軸(E)X短軸(ロ 電高(c鳳

N-0° 方形 537× 532 平坦 5 篭 自然 土師器(菱 )片 6点

N-52生 W 方形 290× 286 平坦 2 炉 人為 須恵器(蓋 )片 2点

C8es N-13-W 方形 813× 765 平坦 電 自然
土師器 (琵 ,ITN)片 3034点 ,須恵器(杯 ,蓋 )片
612点 ,紡錘車 ,鉄鎌

154 C8d7 N-15生甲 方形 445× 40J 平坦 5 籠 人為
土師器(養 ,杯 )片 867点 ,須恵器 (杯 ,蓋 )片
297点 ,刀子 ,鉄鎌

C8d, N-0 方形 438× 4.20 平坦 8 籠 人為 尭踏轟握逢灯
陀点,徳割イ,蓋滑

N-23と W 長方形 500× 336 平坦 5 人為 土師器 (養 ,杯 )片 72点

N-25生 W 方形 290× 282 平担 3 炉 自.人 き1略蕃翼痒:T'箱私箋'nx89
158 N―

。
一 方形 294× 282 平坦 2 人為

土師器(菱 ,不 )片 82点 ,須恵器 (養 ,杯 ,甑 )片
71点 ,上師質土器片4点

159 B9e4 N-75生甲 方形 (340)X(260) 6 平 坦 2 不明 土師器(菱 ,杯)片お点 ,須恵器(菱 ,杯 ,蓋 )片4点

B9c6 N-0 方形 530× 514 平坦 6 竃 自然 土師器 (甕 ,ITh)片 204点 ,石製小玉

B9e8 N― 5生 E 長方形 510× 363 平 坦 0 篭 自然 土師器(養 ,杯 )片466点 ,文脚 ,刀子

C9C2 N― 6生甲 長方形 559× 375 平坦 I 篭 自然 土師器(菱 ,杯 )片434点 ,灰釉陶器片1点

N-6ユ ーW 方形 2.90× 2.89 平坦 2 師 人為
土R頭器(霊 ,不)片38点 ,須恵頴 蓋 ,杯 )片 29点 ,

土師質土器片4点

164 B9g6 N-88生 E 方形 270× 269 平坦 2 人為 吉尋義螺説畳4牽芦町算
ま頴高台付杯,勤

SD 4と 重複

C9bs N-10-W 方形 305× 286 平坦 ユ 篭 人為 土師器 (杯 ,蓋 )片 2点 ,須恵器(養 .托 )片 5点

N-40生 E 方形 564× 560 平坦 5 雀 自然 土師器 (義 ,杯 )片 156点 ,須恵器 (杯 )片 12点 S1229と 重複

N― 1と W 方形 370× 369 平坦 篭 自然
き:呼碧露F汁

2∞点,須恵頴 杯,蓋滑Ю SI-168と 重複

G10b2 N-29-W 方形 607× 606 平 坦 篭 人,自
土師器(発 ,杯 )片 517点 ,須恵器(杯 ,蓋 )片 33
点 ,鉄製品

S1167と 重複

N- 7生 W 方形 4.23× 407 平坦 篭 自然
き碗 鷲

詢向片観8点 ,須恵器や代 耕 路

170 A12hi N― 4-W 方形 419× 386 平坦 1 竃 自然 土師器(養 ,杯)片218点 ,須恵器 (杯 ,蓋 )片54点 SD 6と 重複

D12i2 N― 5生 w 万形 422× 402 平坦 5 奄 人為
土師器(琵 ,不 )片 596点 ,須恵器(杯 ,蓋 )片 24
点,布 目瓦片

E12b7 N-23生η 方形 420× 4.18 平坦 I 篭 自然 土師器(養、杯)片 194点 ,須恵器(養 ,ITN)片11点

4生 E 方形 490× 470 平坦 5 竃 狭
（ き1駐雪

,→片86点 ,須恵釈 莞,郭汁 弼

F12cs N-19生 w 方形 640× 632 平坦 5 篭 自然 土師器(養 ,杯,甑)片810点 ,須恵器(提瓶)片1点

E12et N-20生 w 方形 284× 2_82 平坦 2 炉 人為 青磁(碗 )1点

N-15-W 長方形 3.11× 263 平 坦 2 自然

E12g3 N-46と E 方形 272X270 平坦 3 炉 自,人 詩審奎軍狩裂
片24点 ,須恵頴 n片索 ,土

F12b2 N-2-W 方形 2.96X290 平坦 2 人為 土師器(箋 )片 9点 ,上師質上器片2点

180 F12c2 N-0 方形 272× 260 平坦 2 自然 土師器(菱 )片 11点 ,土 an質土器 (lIN)片 1点

F12d2 N-88生 E 方形 272X2,70 平坦 2 原 人為 土師器(養 .杯 )片 21点 ,須恵器(杯 )片 I点

182 N―
。
一 方形 272× 262 24 平坦 2 炉 人為

N―
。
一 方形 290× 280 平坦 電 人為 土師器(菱 )片 3点

N-89-E 方 形 280× 278 17 平坦 2 炉 人為 土師器(養 ,杯 )片8点

N- 9生 w 方 形 375× 374 平坦 2 不 明 土師器(甕 ,不 )片 5点 .内耳土器1点 SD 10と 重複

186 E12di N-104W 方形 290× 282 平 坦 炉 人為 土師器(養 )片 2点
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住居跡

番 号
位  置 主軸方向 平面形

規 模

床面 ピット 竃・炉 覆土 出 土 遺 物 備 考

ミ軸(皿 )X短軸(コ 時高(e饉

187 E12g2 N-16-W 方 形 274× 266 平坦 3 kF 不明

EH eo N-20と W 方形 280× 260 平 坦 3 入為 土師器(菱 .lTN)片 26点 ,布 目瓦片1点

Elleθ N-118生 w 方形 3 18× 292 平坦 0 人為 土師器(箋 ,不 )片 20点 ,須恵器 (lIN)片 1点 S卜 189Bと 重複

Ene9 N-62-E 方形 253× 240 平坦 8 人為 土師器(甕 .郭 )片 10点 ,須恵器 (杯 )片 1点 S1189Aと 重複

N-24生 w 方形 600× 589 平 坦 篭 狭
〔
土師器(菱 .不 )片 574点

N-85-W 方形 270× 267 平 坦 炉 入為
土師器(養 ,lTN)片 20点 ,須恵器 (饗 )片 2点 ,上

師質土器片7点 ,鉄鎌

。
一 376× ― 100 平 坦 3 自 人

土師器(甕 ,14N)片 125点 ,須恵器(養 )片7点

布目瓦3片

N-10生 E 方形 533× 502 平坦 5 寵 自,人 土師器 (甕 ,杯 )片402点 ,須恵器(不 )片 16点

EllFs N-37-W 方形 628× 619 平坦 5 臨 人 ,自 土師器(箋 ,杯 )片 468点 ,鉄鎌

N― 7生 w 方形 241× 238 14 平坦 1 毯 自然 土師器 (甕 )片 112点 ,須恵器 (箋 ,杯 )片 32点

Ellcs N-27-W 550× 一 平坦 3 自然 土師器(甕 ,杯 )片 101点 焼失姦尾

An i9 N-12ヒ W 282× 一 平坦 1 自然 土師器(甕 ,杯 )片 1徳点 ,須恵器(箋 1不)片31点 SD 6と 重複

Allh3 N-71-E 方形 264× 260 平坦 I 麓 自然 土師器(菱 1 1TN)片 41点 ,須恵器 (甕 ,杯 )片 6点

N-75-E 方 形 353× 386 26 平坦 1 電 自.人 土師器(菱 .TTN)片118点 .須恵器(甕 ,杯)片36点

200 810a8 N-83生 E 長方形 346× 293 平坦 0 電 人為

BH es N-0 方形 223× 222 平坦 0

Bllg3 N-72生 w 方形 264× 250 6 平坦 不明

N-12生 E 方形 258× 25] 平坦 3 不明
土師器 (甕 )片 1点 ,須恵器 (琵 )片 1点 ,土師質
土器片 1点

N-0 方形 236× 233 平 坦 不明
土師器 (甕 .不 .蓋 ,高 台付皿 )片 8点 ,須憲器

(菱 )片 1点

N-15生 w 方形 353× 350 平 坦 3 電 日 入 土師器(甕 ,杯 )片 125点 ,須恵器(杯 ,瓢)片49点

206 Cllae N― 7-W 方形 379× 361 平坦 2 竃 自 ,人
土師器 (甕 ,杯 )片 443点 ,須恵器 (発 ,ネ ,盤 )
片2_48点

CHb8 N-Oe 方形 251× 245 平坦 3 不明
土師器(甕 )片 23点 ,須恵器 (奏 .イ )片 9点 ,土
師質土器片1点

S1208と重複

Cl168 N-0° 方形 288× 287 平 坦 0 炉 不明 土師器 (箋 )片 12点 ,須恵器 (甕 ,杯 )片 2点 S1207と 重複

Bllb2 N-0 方形 299× 290 平 坦 2 人為 土師器(甕 )片 1点 ,須恵器(杯 )片 1点

81lja N-22生 E 方形 264× 242 5 平 坦 2 不明 土師器(甕 ,杯 )片 14点

BH j4 N-0 方形 290× 280 平坦 3 妹
〔

土師器(甕 ,杯 )片 57点 ,須恵器 (箋 )片 2点 ,土
師質土器片1点

Cllbs N-34-W 長方形 520× 350 平 坦 4 籠 人為 土師器(箋、杯)片H2点 .刀子 .鉄鎌 .管玉 ,小玉 S卜212Bと 重複

Cllb5 N-34生 E 方形 305× 300 平 坦 1 電 人為 土師器(甕、杯)片 114点 .須恵器(菱 .杯)片16点 S1212Aと 重複

Cllc7 N一 3-E 方形 294× 280 平 ItH 3 炉 人為 土師器(甕 ,杯 )片 9点 ,須恵器 (甕、郭)片5点 ,石

Cllea N-0° 方形 305× 293 平坦 2 炉 人為 S卜214Bと重複

Clle7 N― 4‐ E 方形 260× 256 平坦 2 炉 人為 土師質土器片2点 ,陶器1点 S1214Aと 重複

Cllcs N-74-W 方形 290× 270 平坦 7 自然 」 而器(養 ,不)片7点 ,土配質土翻キ1点1触 点

Clld4 N-17-E 方形 264× 260 平坦 4 炉 人為 土師器(菱 )片3点

Cllc3 N-0 方形 286× 272 平坦 4 人為 土師器(甕 ,ITN)片 14点 S1217Bと 重複

Cllc N―
。
一 方 形 266× 258 平坦 0 不明 土師器 (菱 )片 1点 ,土師質土器 (杯 )片 2点 S1217Aと 重複

Cllb4 N-90■ W 方 形 295× 288 平坦 4 炉 人為 土師器(菱 .ITN)片 8点 1土師質土器(郭 )片 2点
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住居跡

番 号
位 置 主軸方向 平面形

規 模

床面 ツト 篭・炉 覆土 物

。
　

遺土出 備 考
琵軸(m)×短軸(■ 監高(C瓢

CHC2 N-90-W 方形 2.81× 2,75 平坦 5 炉 人為 土師器 (莞 ,杯 )片 6点 ,土師質土器片2点

Cllc】 N-90生 W 方形 317× 2.95 平 坦 4 自然 土RT器 (甕 ,杯 )片 14点

221 C10bo N 2生 E 方形 285× 2_83 平坦 不明 土師器 (養 )片 4点

222 B10j8 N-4-E 方 形 596× 589 40 平坦 6 電 自然 土師器(箋 ,杯 )片 316点

223 Clle: N-17生 w 方形 3.10× 305 平坦 2 入為 土師器 (菱 )片 6点 ,土師質土器 (jTN)片 1点 SD 10と 重複

Cllea N-15-W 方形 280× 275 平坦 3 炉 自然 須恵器(養 )片 2点

CH 15 N― ず 方形 3.00× 256 平 坦 2 不明 土師器(養 )片 4点 ,須恵器 (養 )片 1点 SD-12と 重複

226 C8d3 N-5生 W 方形 663× 6.50 32 平坦 篭 人為
鵡 護

,杯 )片 97点 ,須恵器 (菱 ,杯 )片 25

Clle4 N-69生 E 方形 270× 261 平坦 4 不 明
土師器 (箋 )片 5点 ,須恵器(杯 )片 1点 ,内耳土
器2点 SD 10と重複

G10d4 N-57と W 不明 平坦 人為 土師器(養 ,杯 )片 6点

F10j3 N― ず 方形 3罰×(3.211 40 平 坦 1 自然 土師器(甕 ,杯 )片 19点 ,須恵器(養 ,杯 )片 4点 SI-166と 重複

N-61生 E 方形 310× 2.82 平坦 3 不明 圭解香望肇紀信
H点 ,須恵瓢勤片16点 , SDう と重複

N-35と W 6.00× 589 平坦 2 奄 自然 土師器(箋 ,杯 )片 75点

232 B12d4 N― ず 長方形 309× 265 平坦 I 毯 自然 土師器 (菱 ,杯 )片 206点 ,須恵器(甕 )片m点
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茨城県つくば市柴崎遺跡 第155号住居跡出土

金銅製鈴の保存処理について

東京国立文化財研究所

修復技術部  犬 竹  和

1 はじめに

金銅製鈴は,茨城教育財団調査課の依頼により,保存修復処置を施した。保存処置期間は,

1991年 11月 ～12月 である。

2 処置前の状態

金銅製鈴は,触ると崩れるほど錆化し,肉薄であることもあって金属部は残っていない。 7

片に折損し,細かく破砕している破片もあり,全片そろっていない。鈴の内部に入っているは

ずの玉は,失われている。表面には,土が付着している。金鍍金は全面に施されていたと思わ

れるが,地の青銅部が錆化し,鍍金が剃落しやすい状態になってしまっているので,一部分し

か残っていない。

3 クリーニングおよび強化処理

この金銅製鈴は,非常に脆弱で,取 り扱っているうちに破損してしまう可能性があるので,

大まかに表面に付着している上を除去してから,遺物を強化するためにベンゾトリアゾールを

含むアクリル樹脂 (イ ンクララック)を減圧含浸した。それから,メ スや超音波メスなどを使

用して,強固に付着している土を除去した。クリーニング後,再び,ベ ンゾトリアゾールを含

むアクリル樹脂 (イ ンクララック)を減圧含浸した。

4 復元

破片が不足していることや,錆化によって弱くなった破片は端都より崩れるような状態であ

るので,一部を除いて,接合面が確認されず,復元不可能な状態であった。しかし,舞が若干

残っていることや,胴の張り具合,両端が円形の線状の孔が確認されたので,推定復元を行な

った。鉦の部分の破片は,他の破片との接合点が確認され無かったため,な るべく真上にくる

よう,なおかつ,全体のバランスを考慮して接合した。シアノアクリレート系接着材 (ア ロン

アルファ)を使用して接合し,破片自体が非常に弱いので裏からガラス繊維でシアノアクリレ

ート系接着材 (ア ロンアルファ)を使用して裏打した。隙間には,エポキシ樹脂に顔料を混入

したもので補填した。外部には顔彩で補彩し,内部は補填箇所がわかるようにそのままにして

おいた。細かい破片は推定復元もできないほどに細かく割れているので,そのまま (強化処理

済み)の状態で別途保存賭した。復元後の金銅製鈴の,現状の高さは (鉦は上部欠失している)

2.8cm,胴幅 (一番太い部位)は 2.7cmで ある。
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5 おわりに

以上のように保存修復処置を行なったが,今後の保管環境の如何によっては現状維持しかね

るので,相対湿度40%以下の環境化での保存管理が望ましい。推定復元ではあるが,全体像が

把握できるようになったことを考慮していただきたいと思う。

μ¢
ゆ

保存処理前の状況
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柴崎遺跡の発掘調査は,昭和62年 4月 から平成元年 3月 まで柴崎遺跡の I区 とⅡ区の調査を実

施している。本報告書は平成元年 4月 から平成 2年 3月 までに調査を実施した柴崎遺跡Ⅲ区の調

査結果をまとめたもので,Ⅲ 区からは竪穴住居跡84軒,掘立柱建物跡 3棟,地下式媛 2基,上坑

18基,井戸 6基,溝29条が検出されている。

当遺跡全体からは,古墳時代後期から奈良。平安時代にかけての竪穴住居跡約350軒が検出され

ている。出土遺物から,竪穴住居跡を時期区分した結果,柴崎遺跡の集落は,古墳時代から大き

く4回 の消長があることがわかった。最初の集落は, 6世紀後半を中心として, 7世紀中ごろに

衰微していると考えられる。 2度 目の隆盛は, 7世紀末から8世紀前半代である。その後再び 8

世紀の後半からは集落が形成され, 9世紀の初頭には集落が衰退している。 3度 目は, 9世紀後

半代を中心として,最 も多くの竪穴住居跡が見られるが,10世紀の中頃には,竪穴住居跡が見ら

れなくなってしまう。その後,12世紀以降の時期と推定される,竃を持たない規模の非常に小さ

な竪穴住居跡が数多く出現するが, 1世紀を越えない短期間の内に再び竪穴住居跡は見られなく

なっている。その後は,近世に至るまでこの地に集落は形成されることはなかった。

以上が,柴崎遺跡の概要であるが,今後これらの調査成果が地域の歴史究明の一助となれば幸

いである。

最後に,本報告書を作成するに当たり,関係各位からご指導,御協力をいただきましたことに

対して,心から感謝の意を表す次第である。

結
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